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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

和歌山工業高等専門学校 

（２）所在地 

和歌山県御坊市名田町野島77 

（３）学科等構成 

本 科：機械工学科，電気情報工学科 

    物質工学科，環境都市工学科 

専攻科：メカトロニクス工学専攻， 

エコシステム工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成17年５月１日現在） 

学生数：本科836名    専攻科40名 

教員数：63名 

２ 特徴 

 和歌山工業高等専門学校（以下本校と言う）は中堅技

術者養成のための高等教育機関として昭和39年４月に開

設された．教育理念として「５年間の一貫教育を通じ

て，エンジニアとしての素養を身につける基礎教育」を

行い，「工学を社会の繁栄と環境との調和のために生か

す創造力と問題解決能力」を身につけ，「豊かな人間性

と国際性を備えた人材」を育成する事を謳い，さらに地

域環境に配慮すべく「地域社会の特色を生かしつつ，地

球環境に配慮した新技術の開発に貢献し，新たな課題に

挑戦」する事を目標に掲げている．その上で「本校での

教育・研究活動が，国際社会にアピールできるよう努力

を重ねる．」事を宣言している．これらの理念の下に教

育活動を進めると同時に「地域貢献」，「国際化」，

「地域環境」，「情報化」をキーワードに活動を行って

いる． 

本校卒業生は，卒業後直ぐか，専攻科や大学に進んだ

後かの違いがあるが，ほぼ全員が企業の技術者となって

いる．このことは本校に入学する事が，将来の職業を決

めることを意味しており，このことを社会に広く周知す

る必要がある．そのため本校では専門学科毎に「望まれ

る学生像」，「卒業生像」を策定し，アドミッション・

ポリシーとして広く社会に公表し，このポリシーに基づ

いたＡＯ入試を実施している．さらに毎年大阪府下およ

び和歌山県下の中学校（平成16年度は146校）を訪問して

本校ポリシーを説明し，本校の趣旨に沿った学生を集め

る努力を続けている． 

教育内容は５年間の技術者教育を考慮した教育課程を

設定し，その中で取り扱う内容は，例えば数学は専門学

科毎に内容を変える等，技術者として必要な事柄に重点

を置いた教育を行っている．さらにこれらの教育を行う

教員は63名中36名が博士号取得者であり，また15名が企

業経験を有するなど充分な能力と資質を備えている． 

また設立間もない昭和44年からインターンシップを導

入し，４学年学生全員を夏期休暇中にインターンシップ

に参加させ，社会経験を通じて，社会を垣間見せること

で，勉学への動機付けや，社会人としての素養を身につ

けられるように配慮している． 

卒業生に対する企業の評価は極めて高く，例年卒業生

の約70％を占める就職希望者数の５～10倍の求人があ

る．学生主事を中心とした進路指導委員会によるきめ細

かなフォローアップとも相まって，卒業生の約30％を占

める進学希望者を含む卒業生全員が，毎年卒業までに進

路を決定している． 

 本校は全国有数の規模の学生寮を有しており，毎年本

校学生の過半数に当たる定員一杯の520名余の学生が生活

している．また低学年に全寮制を敷き，共同生活の体験

を義務づけることにより，技術者として必要な協調性等

の涵養に資している．そしてこの大規模寮を，寮務主事

を中心とする数名の教員と，寮生で構成する指導寮生委

員会で運営している．学生の自主性を引き出す種々の施

策を実行し，全国高専の模範的な寮として毎年多くの高

専関係者の訪問を受けている．この学生寮を利用して，

夏期休業中に近隣の高専との間で，合同の集中講義を行

ったり，海外の学校との間で相互に学生の短期留学を行

って授業を受ける等，学生寮を用いた種々の施策にも取

り組んでいる． 

 本校の位置する和歌山県は高等教育機関が少なく，県

民の本校への期待も大きい．この期待に応えるべく，２

つの産官学交流会を設立して地域産業との連携を図って

いる．会員企業には旅館やゴルフ場といった異業種企業

も含まれており，工業系の企業の発展に止まらず，広く

地域社会の発展に資するようにしている． 

また地域共同テクノセンターと情報処理教育センター

を中心に小中学生を対象とした公開講座や出前授業，社

会人を対象とした講座を実施している．さらに図書館を

地域に開放し，地域住民の利用率は全国の上位に入るな

ど，地域の情報発信基地としての役割を果たしてい

る．さらに近い将来予想される東南海地震に関しても，

津波発生に対する地元のハザードマップを作成し，地域

住民への説明会を開催するなど，地元自治体と一体とな

った活動を展開している． 

本科現員表（平成 17年５月１日現在） 

単位：人
学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 計

機械工学科 40 42 42 45 44 213
電気情報工学 42 42 43 44 40 211
物質工学科 40 42 44 46 36 208
環境都市工学 40 42 41 43 38 204

計 162 168 170 178 158 836  

専攻科現員表（平成 17年５月１日現在） 

単位：人
専攻名 １年 ２年 計

メカトロニクス工学 13 10 23
エコシステム工学 11 6 17

計 24 16 40  

教員（常勤）現員表（平成 17年５月１日現在） 

区分 教授 助教授講師 助手 計
機械工学科 5 5 0 2 12
電気情報工学科 5 4 1 1 11
物質工学科 5 6 0 1 12
環境都市工学科 5 5 0 1 11
一般科目 6 9 2 0 17
合計 26 29 3 5 63

単位：人
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Ⅱ 目的 

 和歌山工業高等専門学校の目的 

 本校は技術者の養成および地域社会への貢献を目的に活動している．以下に技術者の養成を中心に説明する． 

 まず本校は，「教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を養い，有

為の人材を育成する」ことを目的として，以下（資料0-1）に掲げる教育研究理念を掲げて，技術者養成のための教育を行っている．

また専門を深く学びたい学生のために平成14年度に専攻科を設置し，本科とのつながりを考慮した教育プログラム，「地域環境デザ

イン工学」の構築を進めている．このプログラムは，「環境に配慮した様々なシステムの設計・開発を行う能力を持つ技術者」を養

成することを目的として，専攻科でのマンツーマン指導による２年間の特別研究の特徴を生かし，本科と専攻科とを合わせた高専で

の７年間の教育で，大学院修士課程修了時のレベルに近い問題解決能力を持つ技術者の育成を目指している．この教育プログラムの

学習教育目標も併せて以下（資料0-2）に示す． 

 この教育研究理念の教育の部分を具現化するために，卒業生が身につけるべき事柄を以下の８項目に定めている． 

 そして本校の目的を中学生に理解して貰うために，「本校が求める学生像」（資料0-3）として教育研究理念を平易に書き改めた

ものを学生募集要項に掲載し，周知を図っている．さらに本校の目的に沿った学生に広く門戸を開くために，平成17年度入学者選抜

試験（16年度に実施）から従来の推薦による選抜，学力試験による選抜に加えて専門への適性を判断基準とするＡＯ（アドミッショ

ン・オフィス）入試を実施している． 

 このように専門に興味を持つ学生を集める努力を続けるとともに，入学後は本校の設立趣旨に沿った，特色ある技術者教育が行え

るように，かつ科学技術の進歩に対応できるようにカリキュラムの改善を続けている．最近では平成13年度に大幅なカリキュラム変

更を行い，科学技術の進歩に対応すると同時に，選択科目を大幅に増やして多様化する学生のニーズに応えている（資料0-4）． 

 本校を卒業してゆく学生の約７割が企業に就職し，残りの３割が専攻科への進学や，大学に編入学しており，卒業生の進路決定率

は毎年ほぼ100％となっている．とりわけ企業からの求人数は，本校卒業生の就職希望者数を大きく上回っており，本校卒業生の社

資料0-1 和歌山高専の教育研究理念          

 本校は，５年間の一貫教育を通じて，エンジニアとしての素養を身につける基礎教育と，実践を重視した専門教育を効果的に行うことにより，工

学を社会の繁栄と環境との調和に生かすための創造力と問題解決能力を身につけ，豊かな人間性と国際性を備えた人材の育成を目指す． 

 とりわけ自然環境に恵まれた和歌山県中南部に位置する本校は，地域社会の特色を生かしつつ，地球環境に配慮した新技術の開発に貢献すること

により，新たな課題に挑戦する． 

こうした環境と地域連携を考慮した教育・研究活動が，国際社会へもアピールできるよう努力を重ねる． 

（出典 2004年学校要覧） 

資料0-2 本校の学習・教育目標          

(A)地球環境，国際社会との共生を多面的に理解したうえで，持続可能な発展を支える新技術の開発を行うための基礎知識を身につける． 

(B)自ら作り出す技術が，環境および社会に及ぼす影響を理解し，公衆の安全や利益に配慮できる知識と意識を身につける． 

(C)自然科学，情報技術に関する基礎的素養を有し，それぞれの専門分野での問題解決のためにそれを駆使することができる能力を身につける． 

(D)それぞれの専門技術に関する深い学問的知識，多くの実験で得た経験を持ち，それらを問題解決のために応用できる能力を身につける． 

(E)社会および環境にも配慮した新技術の開発に取り組むことができるだけのデザイン能力を身につける． 

(F)自分の考えを論理的に文章化する確かな記述力，国際的に通用するコミュニケーション基礎能力，情報機器を利用したプレゼンテーション能力を

身につける． 

(G)目先の利益よりも，長期的視野に立ったうえで，計画的に継続して自らの能力を向上させようとする習慣とそれを実現する能力を身につける． 

(H)与えられた制約条件に対して，状況に応じて自ら解決するだけの柔軟な思考を有し，一つの形として結果を出すことができる能力を身につける．

（出典 本校ホームページ） 
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会からの評価の一端を垣間見ることができ，本校の目的を達成できているものと考える．また進学希望者は本校専攻科や国公立大学

を中心に，希望者全員が進学を決めている（資料0-5）． 

 さらに教育研究理念に謳われている地域との連携を具現化するために本校地域共同テクノセンターが中心になって，平成９年には

御坊市を中心にした企業・自治体と「和歌山高専産官学技術交流会」を，続いて平成11年には田辺市を中心とした企業・自治体と

「南紀熊野産官学技術交流会」を設立し，地域との連携を深めている．また企業からの共同研究や技術相談，さらには公開講座や出

前授業等も地域共同テクノセンターが窓口になり，地域との連携と地域へのサービス向上に努めている（資料0-6）． 

 

資料0-3 和歌山工業高等専門学校が求める学生像（機械工学科と電気情報工学科の部分を抜粋） 

機械工学科 

・ ものづくり（機械工学）に関心が高く，自己を高めたいと考えている学生 

・ 学習意欲を持って高専生活を送れる学生 

・ 科学技術に興味を持ち，行動できる学生 

・ 将来，機械工学科関連の仕事に就きたいと考える学生 

電気情報工学科 

・ 専門（電気情報工学）に強い興味を持ち，将来専門を職業にしようとする意志の強い学生 

・ エンジニアとしての素養に溢れた学生．特に電気情報工学科では，電気電子回路や情報技術について，優れた素養を持っている学生自らの考え

を他者に文書や口頭で説明し，納得させることができる学生 

（出典 平成18年度学生募集要項） 

資料0-4 選択科目数の変遷（平成13年度の変更）（必修選択を含む）          

機械 電気情報 環境都市

工学科 工学科
物質工学
コース

生物工学
コース

工学科

平成13年
度以前

9 10 15 15 14 1

平成13年
度以降

12 28 16 16 20 4

一般科目
物質工学科

学科

 

                                          （出典 学生便覧） 

資料0-5 本校卒業生の進路状況                                              

卒業予定者 進学希望者就職希望者 その他 求人企業数 求人数 求人 専攻科 大学
（人） （人） （人） （人） （社） （人） 倍率 進学者（人）進学者（人）

機械工学科 35 6 29 0 317 319 11 1 5
電気情報工学科 45 14 31 0 325 327 10.5 12 2
物質工学科 37 13 22 2 181 181 8.2 3 10
環境都市工学科 37 15 21 1 135 135 6.4 9 6

合計 154 48 103 3 958 962 9.3 25 23

学科

 

（出典 学生課資料） 

資料0-6  

活動内容 受託研究 共同研究 技術協力・技術相談 民間との研究会
件数 ４件 ４件 １８件 ３件  

（出典 平成15年度年報） 
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（選択的評価基準「研究活動の状況」に係る目的） 

 目的の項でも述べたように，本校の目的の一つに「地域社会への貢献」を掲げており，本校の研究活動も高専本来の「教育のため

の研究」に加えて地域社会への貢献を目的として行われている．以下に概要を説明する． 

 本校は，面積の75％以上が林野部で占められ，かつ周囲を熊野灘で囲まれている自然豊かな和歌山県中部に位置する．県の主要な

産業は観光と，梅や蜜柑に代表される農業，紀州材に代表される林業，そしてマグロに代表される漁業など，典型的な第一次産業県

である．工業活動は県最北部の和歌山市とその周辺に集中しており，中南部には中小企業が散在している以外に大きな産業は見あた

らない．このような環境に位置している本校が，地域との連携を考慮して行う研究活動分野には，①中小企業が必要とする生産設備

の自動化や省力化に代表されるメカトロニクス工学分野，②農林水産業に関連するバイオ関連分野，③工業技術を和歌山県の豊かな

自然と調和させるための環境関連分野等がある．本校においてもこれらの分野の研究に注力すべく，平成14年の専攻科設置の際には

生産設備の自動化や省力化を扱うメカトロニクス工学専攻と，バイオ関連分野や環境関連分野をカバーするエコシステム工学専攻の

二つの専攻を設置し，地域の要望に応えられるようにしている． 

本校では上記の分野に系統的に注力できるように，①地域共同テクノセンターを軸に地域と共同研究を推進するための予算を重点

配分して，地域関連テーマの遂行を奨励している（資料0-7）．特に和歌山県の農産物に関連した技術相談などにきめ細かく対応し

ている（前述資料0-6）．そして②先端的分野の研究を実施し，地域社会に対して技術シーズを提供するとともに，教育のための研

究活動を行っており，それらの成果を積極的に外部に公表している（資料0-8）． 

資料0-7 研究奨励費採択件数（地域と一般研究）と配布金額一覧表  

年度
申請区分 地域に関する研究 一般研究 地域に関する研究 一般研究

採択件数（件） 8 21 9 14
配分額（千円 2,698 6,991 1,990 3,010
合計（千円）

15 16

9,689 5,000  

（出典 運営委員会資料） 

資料0-8 平成15年度の教員の研究成果の公表状況 

学科 論文 研究紀要 国際会議 国内会議 特許
機械工学科 2 3 0 11 0
電気情報工学科 15 3 16 23 1
物質工学科 12 5 4 23 0
環境都市工学科 13 6 0 17 1
一般科目 15 4 2 8 0

計 57 21 22 82 2  

（出典 平成15年度年報） 
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（選択的評価基準「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的） 

本校の研究活動は，教育のための研究に留まらず，地域社会へ

の貢献の一環としても行われていることは既に述べたが，本校の

地域社会への貢献の他の施策として，公開講座や出前授業等を通

じた地域住民へのサービスも行っている．その概要を以下に説明

する． 

これまでも述べてきたように，本校が位置する和歌山県は高等

教育機関の数が本校を含めて７校と少ない（資料0-9）．しかも本

校を除く６校が県最北部の和歌山市とその周辺に集まっており，

広大な面積を誇る県中南部には本校以外に高等教育機関は存在し

ない．そのため県中南部の地域からの本校への期待，とりわけ科学技術教育に関する期待には大きなものがある． 

これら地域からの期待に応えるべく，若年層への理科教育推進の一貫として，平成16年度には本校や周辺施設での公開講座を11回，

出前授業を計22回実施し，公開講座にはのべ310名が，また出前授業には356名がそれぞれ参加しており，地域の科学技術教育の底上

げを図っている． 

さらにこれらの公開講座以外にも，学校を広く地域社会に公開する「きの

くにオープンキャンパス」や学園祭に併せて実施している「なるほど体験科

学教室」を実施し，地域に生涯学習の場の提供を通じた地域サービスを行っ

ている．またみなべ町やかつらぎ町等，和歌山県下の自治体とタイアップし

て，小中学生対象の出前授業も実施し，昨今問題になっている小中学生の理

工系離れ防止の一助としている．さらに近い将来起こると予想され，和歌山

県に甚大な津波被害をもたらすと予想される東南海地震対策として，本校教

員が講師となって地元御坊市や美浜町をはじめとする自治体の浸水被害ハザ

ードマップを作成するとともに，避難経路の確認や地域住民の防災意識向上

を目的とした講演会や防災研修会を，平成16年度には計31回実施している（資料0-10）． 

このように本校では小中学生向けの公開講座や出前授業はもとより，地域住民向けの講演会や勉強会等も積極的に実施するととも

に，図書館等の施設を外部に開放すること等を通じて，地域に密着し，地域に開かれた学校作りを目指している. 

 

 

 

 

資料0-9 和歌山県内の高等教育機関と所在地 

高等教育機関名 所在地
和歌山大学

和歌山県立医科大学
親愛女子短期大学

放送大学
近畿大学生物理工学部 岩出町（県北部）

高野山大学 高野口町（県北部）
和歌山工業高等専門学校 御坊市（県中部）

和歌山市

和歌山県内の高等教育機関と所在地

 

（出典 庶務課資料） 

資料0-10 津波に関連する講演会等の実施回数 

          

津波に関連する講演会等の実施回
講演場所 講演回数（回）
御坊市 15
美浜町 12
印南町 1
その他研究会等 3
合計 31  

（出典 小池教員データ） 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学

校の使命，教育研究活動を

実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人

材像を含めた，達成しよう

としている基本的な成果等

が，明確に定められている

か． 

 

【観点に係る状況】 

学則「第１章第１条」（資料1-

1-①-1）では本校は「教育基本法

の精神にのっとり，及び学校教育

法に基づき，深く専門の学芸を教

授し，職業に必要な能力を養い，

有為の人材を育成する」ことを目

的としている．これを基にして本

校の教育研究理念を「工学を社会

の繁栄と環境との調和に生かすた

めの創造力と問題解決能力を身に

つけ，豊かな人間性と国際性を備えた人材の育成を目指す．」と定めている（資料1-1-①-2）．こ

れは学則を容易に学生に理解させるために示したもので，「学校要覧2005」及び本校ホームページ

で学内外に公表されている．さらに「平成18年度募集要項」の冒頭でも，これをさらに分かり易く

した各学科の求める学生像（資料前述0-3）を示している． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学則で掲げた目的を，より平易な表現で学校要覧の冒頭に掲げている．また学生募集要項ではさ

らに平易な表現を用いている．以上のことから，本校は，高等専門学校として目的を明確に定めて

いる． 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか． 

 

 

 

 

資料1-1-①-1 

和歌山工業高等専門学校学則 第１章(目的) 

第１条 和歌山工業高等専門学校（以下「本校」とい

う．）は，教育基本法（昭和22年法律第25号）の精神

にのっとり，及び学校教育法（昭和22年法律第26号）

に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能

力を養い，有為の人材を育成することを目的とする． 

（出典 和歌山工業高等専門学校 学生便覧） 

資料1-1-①-2 教育研究理念 

 

（出典 和歌山工業高等専門学校ホームページ及び学校要覧） 
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【観点に係る状況】  

本校の学則（前述資料1-1-①-1）に記載

されている目的，及び本校の教育研究理念

（前述資料1-1-①-2）は，学校教育法第70

条の２に規定された，高等専門学校一般に

求められる目的に合致している．高等専門

学校に一般に求められる目的を包括した教

育研究理念（前述資料1-1-①-2）を学校全

体の目的とし，さらにその目的をブレーク

ダウンした目標を各学科，及び専攻毎に設

定（資料1-1-②-1，1-1-②-2）している．

これらの目標は，学校教育法第70条の２の

「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成する」という目的に合致してい

る（資料1-1-②-3）． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本校は学校教育法70条と合致した目的及び学習教育目標を明確に定めている．また，養成する人

材像や卒業（修了）時に身につけるべき資質・学力は，学校教育法の高等専門学校の目的との対応

資料 1-1-②-1 各学科の紹介 

 
（出典 本校入学案内パンフレット） 

資料 1-1-②-3 

教育基本法と教育研究理念，求める学生像の対応 

（出典 学生課資料） 

資料 1-1-②-2 各専攻の紹介 

 

（出典 本校専攻科パンフレット） 
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を明確に意識して策定している．以上のことから，本校の目的は高等専門学校一般に求められる目

的からはずれるものでない． 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員

及び学生）に周知されているか． 

 

【観点に係る状況】   

本校の目的及び教育研究理念を記載した学校要覧

を学校の構成員全員に配布（資料1-2-①-1）して周

知を図っている．また本校のホームページ（前述資

料1-1-①-2）にも掲載するとともに，学生便覧（前

述資料1-1-①-1）にも掲載し，周知を図っている．

さらに入学案内パンフレット（前述資料1-1-②-1）

や専攻科パンフレット（前述資料1-1-②-２），学

生募集要項，専攻科募集要項等には学科やプログラ

ム毎の学習目標を掲載している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

全教職員及び全学生に対して，冊子の配布等，

複数の手段で目的の周知を図っている．従って，

目的が学校の構成員に十分周知できていると判断

する． 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか． 

 

【観点に係る状況】  

教育研究理念を記載したホームページ（前述資料1-1-①-2）及び各学科の目的を記載した学校案

内パンフレット（前述資料1-2-①-1）を毎年開催する中学校訪問（資料1-2-②-1），学校説明会

（資料1-2-②-2），公開講座等の場で配布し，本校の目的を公表している．また目的を記載した学

資料 1-2-①-1 学校要覧 配布先リスト 

配布先 部数
文科省，高専機構本部等 3
技術科学大学 2
和歌山県 6
国会図書館等 13
御坊市等 8
産官学交流会 6
他大学・高専 79
本校関係者 166
保護者 870
中学校・就職関係 1500
その他予備等 447

合計 3100

平成１６年度学校要覧配布先一覧

 
（出典 庶務課資料） 

資料 1-2-②-2 学校説明会 

 

（出典 平成 16 年度ポスター） 

資料 1-2-②-1 中学訪問校数の推移 
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（出典 学生課資料） 
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生募集要項，編入学学生募集要項，専攻科学生募集要項を応募者に配布している．また本校ホーム

ページにも本校の目的を掲載している． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本科や専攻科への入学希望者等，本校に興味を持つ学生のみならず，公開講座や体験学習，出前

講座等，あらゆる機会に本校の目的を記載した資料を配布している．また本校ホームページでも目

的を広く公表している． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】  

対象毎に目的をわかりやすく表現して，本校の目的の周知を図っている．また公開講座や体験学

習等の機会に目的を記載した資料を配付している．さらにホームページでも本校の目的を広く社会

に公開している． 

 

【改善を要する点】 

ホームページを改善する等，社会に対する広報活動をより一層推進する必要がある． 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校では，創設時に教育基本法及び学校教育法に基づいて学校の目的を定め，それをわかりやす

く表現した教育研究理念を掲げて，技術者養成のための教育を行っている．また専門を深く学びた

い学生のために平成14年度に専攻科を設置し，本科とのつながりを考慮した教育プログラム，「地

域環境デザイン工学」の構築を進めている．専攻科でのマンツーマン指導による２年間の特別研究

の特徴を生かし，本科と専攻科とを合わせた高専での７年間の教育で，大学院修士課程修了時のレ

ベルに近い問題解決能力を持つ技術者の育成を目指している． 

さらに本校の目的は，ホームページや刊行物へ掲載するとともに，オープンキャンパスや公開講

座，学校説明会や和歌山県及び大阪府泉南地域の中学校訪問時の説明等によって，社会に対して広

く周知を図る十分な努力がなされている． 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校は，昭和39年に機械工学科，電気工学科及び工業化学科

の３学科で発足し，昭和44年に土木工学科を設置した．工学を

社会の繁栄と環境との調和に生かすための創造力と問題解決能

力を身につけた人材の養成のため，社会の要請の変化に応じて

学科の変更とともに，その教育内容を時代に対応させてきてい

る．平成5年に工業化学科をバイオテクノロジーや地球環境に

ついても十分な知識を備えた技術者養成のために物質工学科に

変更を行い，4年次以降２コース制（物質コースと生物コー

ス）を採っている．平成６年には構造物と環境との調和を考え

られる技術者の養成のため，土木工学科を環境都市工学科に変

更し，自然環境に恵まれた立地条件に適合した教育を行ってい

る．更に，電子情報技術の発展に対応できる技術者養成のため

電気工学科を平成16年より電気情報工学科に変更して，時代に

対応できる人材教育を実施している（資料2-1-①-1）．また物

質工学科は化学系企業が多い和歌山県の状

況（資料2-1-①-2）とニーズに十分対応で

きている。このように本校の学科構成は，

産業の基盤となる機械工学科，電気情報工

学科を基本とし，それらに加えて和歌山県

の状況に対応すべく物質工学科と環境都市

工学科を設置している。 

 

【分析結果とその根拠理由】  

特定の系統に偏ることなく，バランス良

く学科が配置されている．また和歌山県の

特色を考慮した学科を配置している．以上

のことから適切なものとなっていると判断

する． 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか． 

 

【観点に係る状況】  

本科の５年間を終了後，さらに２年間の教育カリキュラムを持つ専攻科を設置している．この専攻

資料 2-1-①-1 学科の変遷 
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土木
工学科
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工学科

電気
工学科機械

工学科

電気情報
工学科  

（出典 学校要覧） 

資料 2-1-①-2 製造業の業種別特化係数 

（製造品出荷額等）－平成 14 年，従業員 4 人以上－ 
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（出典 「和歌山県のすがた＝平成 16 年度版＝」） 
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科においては，中小企業の多い和歌山県

（資料2-1-②-1）に配慮して中小企業か

らの要求の強い生産工程の自動化等をカ

バーできる機械工学科と電気情報工学科

を基礎とするメカトロニクス工学専攻を，

また和歌山県の自然豊かな環境を生かす

べく，物質工学科と環境都市工学科を基

礎とするエコシステム工学専攻を設置し，

それぞれ固有の教育課程を備えている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本科の学科構成に配慮した上で，中小

企業が多く，また自然環境にも恵まれた

和歌山県の状況を反映した２つの専攻を設置している．以上のことから適切なものとなっている． 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか． 

 

【観点に係る状況】  

全学的なセンターとして①情報処理教育センター，

②地域共同テクノセンターおよび③図書館を設置し

ている．①情報処理教育センターの目的は，学内の

情報処理教育を推進することであり授業や実習で頻

繁に利用されている（資料2-1-③-1）．また地域住

民のための情報処理関連講習会を毎年実施しており，

地域のＩＴ推進の拠点となっている．②地域共同テ

クノセンターの目的は，地元企業との共同研究や技

術相談の窓口となるとともに（資料2-1-③-2），公

開講座や出前授業等の地域へのサービスを行うこと

である（資料2-1-③-3）．③図書館の目的は学内の

情報センターであるとともに，地域住民の情報セン

資料 2-1-②-1 

中小企業比率（民営，非一次産業，2001 年） 

 
（出典 中小企業白書 2003 年版（中小企業庁）より） 

資料 2-1-③-1 情報処理教育センター利用状況 

後期 平成１７年度時間割表（後期） （特別教室） １7．10．11から

後期 水

後期 1 2 3 2 3 1 2 3 3 1 3

情報処理
（第1演習

後期 4B 2A 5B 1D 3D - 4B 4B 3B 4B 3A

第2演習室 後期

第3演習室 後期 5B 4D 4D 5D 1A 3C 5B 1B HR 2D 2D 2D

マルチ 後期 専1 専1 M1 （M1) M1

4A

2B 3B

3D

専1

14 4

木

2

月 火

3D

1 42

金

3A

4

4A

1C4D

4

1A

4A

専1 (M1)

5B

 

（出典 本校時間割） 

資料 2-1-③-2 技術相談件数の推移 

 

（出典 テクノセンター広報誌） 
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ターにもなることである．この目的のために， 毎年図書整備計画をたてて蔵書数を増やしている

（資料2-1-③-4）．また平成12年度から図書館 を地域住民に開放し，平成16年度には1053名の地

域住民が図書館を利用している（資料2-1-③- 5）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

情報処理教育センターは，学生への教育面及び地域住民へのサービス等で十分機能している．ま

た地域共同テクノセンターも企業との関係を密にすべく企業訪問や交流会を開催しており，共同研

究や技術相談の件数も増加しつつある．図書館は地域住民にも広く利用されており，社会人をはじ

めとする地域教育の発展に大きく貢献している．よって適切なものとなっていると判断する． 

 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

資料 2-1-③-3 公開講座実施状況 

平成１６年度公開講座実施一覧

教室等名称 ㎡

8月 3日 小学生（高学年）

研修室 102 ～ 9：00～16：00 4,100 中学生 不実施
8月 5日 ３０名

本校 小学生（高学年）

機械工学科棟 多目的実験室 102 8月27日 10：00～12：00 0 中学生 実施

３０名

本校 8月23日 中学生

図書館棟 第２セミナー室 45 ～   13：00～ 0 ２０名 不実施

（旧名　中ゼミナール室） 8月24日

本校 中学生

図書館棟 情報処理第３演習室 84 11月20日 9：00～15：00 1 6 15 0 ２０名 不実施

本校　 本館２Ｆ 会議室 117 中学生（2,3年生）

１Ｆ 分析化学実験室 145 ６０名 実施

２Ｆ 無機工業化学実験室 106 8月25日 10：00～15：20 0

２Ｆ 有機工業化学実験室 145

テクノセンター２Ｆ 生物化学実験室 108

本校 小学校高学年

図書館棟 第２セミナー室 45 8月25日 9：30～11：30 0 １０名 不実施

（旧名　中ゼミナール室）

　 高校生から社会人まで

御坊市中央公民館 84 13：00～17：00 0 毎回３０名 実施

本校

ＥＸＣＥＬ活用 図書館棟 情報処理第３演習室 84 7月31日 10：00～15：00 3 6 18 0 市民一般 実施

２０名

電気情報工
学科担当

きのくにオープンキャン本校
7月24日

～
7月25日

10:00～15:00 2 4 62 0

小学生
中学生　　各３０

組

その保護者

実施

環境都市工
学科担当

なるほど体験科学教室 本校 11月 6日 79 0
小学生　各テーマ１０

名

中学生　１００名

実施

本校

図書館棟 情報処理第３演習室 84 8月 2日 13：30～15：30 1 2 22 0 中学生 不実施

２０名

田縁
正幸

　

30

受講
者数

講習
料

3

開催時間帯
開設
日数

開設時
間数

18

代表者 講座の名称 開催会場 開催期日

おもしろい科学の実験
工作教室

受講対象者

和歌山県工業
技術センター
（６Ｆ）

使用教室等

辻原
治

地球からのメッセージ
～地震について考えよ
う～

坂田
光雄

ロジック回路を学ぶ
－簡単なコンピュータ
回路－

たのしい機械工作
（マジック風車）

対戦型ロボットシミュ
レーターで遊ぼう

山川
文徳

たのしい化学実験

村田
充利

11日12

2日４

16

数値シミュレーション
技術による津波防災ハ
ザードマップの作成

71 2

物語られた世界
−−歴史と文学−−その３

2 8
 9月11日

10月 2日

研修室
㎡は本校情報処理第３演習
室と同程度とのこと
（森岡先生からの情報）

30

212 8

1 6

5 261

若野憲
一郎

環境都市工
学科

電気工学科

学科等

機械工学科

アンケート

徳田
将敏

小池
信昭

情報処理教
育センター

一般科目

環境都市工
学科

森川
寿

機械工学科

電気工学科

物質工学科

 

（出典 テクノセンター資料） 

資料 2-1-③-5 学外者の図書館利用実績 

年度 学外利用者 貸出冊数
H12 574人 370冊
H13 1205人 625冊
H14 805人 464冊
H15 1043人 428冊
H16 1053人 505冊  

（出典 図書館資料） 

資料 2-1-③-4 蔵書数の推移 

72000

74000

76000

78000

80000

82000

12 13 14 15 16

年度

蔵
書

数

 

（出典 図書係資料） 
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するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか． 

 

【観点に係る状況】 

教育課程全般にわたる大きな課題は，校長が各科から選んだ教授で構成

し校長が議長となる企画会議や運営委員会で検討している（資料2-2-①-

1）．教育課程の細部については各学科の委員で構成し，教務主事が主宰

する教務委員会で定期的に審議しており（資料2-2-①-2），そこでの決定

事項を運営委員会に報告している．また専攻科の設置等，学校の根幹に関

わる事項の場合には，校長の下に時限のプロジェクトチームやワーキング

グループを設置し，柔軟に対応している． 

専攻科の教育課程については，各科の委員で構成し，企画会議委員およ

び運営委員でもある専攻科長が主宰する専攻科委員会で検討している．各

学科との連絡を密にするために平成17年度は専攻科委員として各学科主任を充てている (資料2-2-

①-3)． 

資料 2-2-①-1 学校組織図 

専
門
職
員

（
学
務
担
当

）

校　長

副校長

 会 計 課 学 生 課  庶 務 課

専
門
職
員

（
情
報
処
理
担
当

）

人
事
係

技
術
支
援
室

施
設
係

用
度
係

出
納
係

専
門
職
員

（
企
画
調
査
担
当

）

庶
務
係

総
務
係

図
書
係

寮
務
係

学
生
係

教
務
係

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
委
員
会

　
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
委
員
会

　
専
攻
科
委
員
会

　
技
術
支
援
室
委
員
会

　
機
械
工
学
科

　
電
気
情
報
工
学
科

　
物
質
工
学
科

　
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

図
書
館

情
報
処
理

教
育
セ
ン
タ
|

　
環
境
都
市
工
学
科

　
一
般
科
目

 技術支援室長

教務委員会

　
専
攻
科

進路対策
委員会

学寮
委員会

国際交流
委員会

教 務 主 事

成績判定会
授業料等の免
除及び徴収猶

予委員会

厚生補導
委員会

ＦＤ委員会
安全衛生
委員会

 事 務 部 長

平成１7年度組織図／運営図

情報企画
委員会

 人権・セクハ
ラ委員会

組換えＤＮＡ実
験安全委員会

外部評価検
討委員会

企画会議

運営委員会

 学 生 主 事  寮 務 主 事

 

（出典 平成 17 年度学校要覧） 

資料 2-2-①-2  

教務委員会開催実績 

年度 開催回数
12 20
13 17
14 13
15 15
16 16  

（出典 学生課資料） 
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【分析結果とその根拠理由】  

教育の将来展望や大枠を企画会議で議論し，運営委員会に諮って学内に周知している．そこで決

定した方針に沿って教務委員会や専攻科委員会で具体的な事項を議論し，再度運営委員会に諮って

いる．また専攻科の設置等，限られた時間内に遂行すべき事項が発生した場合には，プロジェクト

チームを立ち上げて対処している．よって運営体制が整備され，必要な活動を行っていると判断す

る． 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか． 

 

【観点に係る状況】  

 学校設立当初より一般科目と専門科目とで担当

範囲を分けて，それぞれが個別組織のように活動

してきた経緯がある．このことは例えば低学年と

言われる１，２年生の担任は一般科目の教員が，

３年生以上の担任は専門学科の教員が担当する等，

明確な形で現れていた．教育に関しても一貫教育

を謳っていたにも関わらず，一般科目教員と専門

科目教員とが踏み込んだ議論をすることは少なか

った．教育に特化した高等専門学校では，一般科

目と専門学科との教員間の連携が必要なのは自明

である．そのため平成１５年度から数学担当の一

般科目教員と電気工学科（現電気情報工学科）教

員との間で電気工学のための数学カリキュラムの

検討を行い（資料2-2-②-1），一般科目教員と電

気情報工学科教員の両方が担当する形の新しいカ

リキュラムを平成16年度から実行に移している．

また平成17年度からはこれまで一般科目教員が担

資料 2-2-①-3 平成 17 年度校務分掌 

 

（出典 運営委員会配布資料） 

資料 2-2-②-1  

電気工学科の数学のモデルカリキュラム 
電気工学科における数学カリキュラムの概念図

学年

＜参考＞現状の数学履修単位数（平成１５年度SYLLABUSより）
(単位)

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
数学Ⅰα 3
数学Ⅰβ 3
数学Ⅱα 4
数学Ⅱβ 2
数学Ⅲα 3
数学Ⅲβ 2

応用数学 2*1(4*2)

電気数学 1
*1

(後期) 1
*1

(前期)

*1
：平成１３年度以降入学

*2
：平成５年度以降入学

数学

科目

複素数　　三角関数
行列　　行列式

数学

図形と式　方程式　不等式　整式の計算
実数と平方根　関数とグラフ　指数関数

対数関数

基礎数学

総合演習

一般

専門

確率の基礎　　数列　　漸化式　　偏微分　　級数
空間のベクトル　　微分方程式　　微分積分の応用

平面上のベクトル　行列　　行列式　　一次変換　　場合の数
微分法　　微分法の応用　　積分法　　積分法の応用

数学

1

2

3

4

5

数学 数学特論

確率変数　確率分布
データの整理
標本と検定 フーリエ解析

ラプラス変換

数学

履修内容

総合演習
一次変換

固有値問題
複素関数論

数学特論

 
（出典 電気工学科数学検討会資料（03-11）） 
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当していた１年生の担任を専門学科教員に変更し，一般科目教員は専門学科教員と共同で２，３年

生を担当するようにして（資料2-2-②-2），一般科目教員と専門学科教員との連携を深められるよ

うに配慮している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

教育課程や担任の配置，委員会の構成など，一般科目教員と専門学科教員との連携を後押しでき

るシステムの整備を進めており，一般科目と専門学科との教員間の連携が希薄であった過去の状況

は急速に改善されている．これらのことから機能的に行われていると判断する． 

 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか． 

 

【観点に係る状況】  

教員が授業改善を容易にできるように，①教員

同士による授業参観と参観後の懇談（資料2-2-

③-1），②保護者による授業参観（資料2-2-

③-2），③学生への授業アンケート（資料2-2-

③-3）を実施し，これらの結果を授業担当教員

にフィードバックしている．またこれらの結果

を教務委員で構成する教務委員会，教務主事・

主事補と保護者で構成される後援会教育部会で

議論し，改善策を検討している．また学生に対

しては年度末に教務主事・主事補との懇談会を

設定し，アンケートに反映されなかった意見等

資料 2-2-②-2 平成 17 年度担任配置表（下線が一般科目教員） 

 

（出典 運営委員会資料（2005-3-9）） 

資料 2-2-③-1 教務委員による授業参観の流れ 

担当 [1]教務委員会（総括) 担当 [2]教務委員 担当 [3]担当者 担当 [4]担当者 担当 [5]授業参観教員・科目担当教官 担当 [６]教務委員

期間 事前に配布 期間
実施前週末までに決

定
期間 当日 期間 実施から1週間以内 期間 実施から1週間以内 期間 授業参観終了後

授業参観教員は授業参
観報告書を、科目担当教
員は科目担当報告書を
作成し、各科教務委員に
提出します。処理

事項
処理
事項

処理
事項 授業参観

処理
事項

各科教務委員は、授業
参観報告書、科目担当
報告書を取りまとめ、保
管すると共に、教務委員
会へ提出します。処理

事項 懇談会
処理
事項

各学科教務委員は、科目
担当教員の授業参観計
画（日時、クラス、科目、
授業参観教員の決定）を
立て、その結果を教務委
員会に報告します。ただ
し、授業参観教員は学科
主任の承認を得て決定し
ます。

教務委員会より、各科教
務委員に授業参観計画
表、授業参観報告書、科
目担当報告書、授業参観
チェック用紙を掲示板に
掲げます。

 

（出典 教務委員会資料） 

資料 2-2-③-2 

平成 16 年度保護者による授業参観参加者数 

 参観日別参観者数

5

14

9

12

22

0

2
3

0

6

0

5

10

15

20

25

9月
1
3
日

（
月

）

9月
1
4
日

（
火

）

9月
1
5
日

（
水

）

9月
1
6
日

（
木

）

9月
1
7
日

（
金

）

1月
1
7
日

（
月

）

1月
1
8
日

（
火

）

1月
1
9
日

（
水

）

1月
2
0
日

（
木

）

1月
2
1
日

（
金

）

参観日

参
観
者
数

９月　６２名
１月　１１名　　合計７３ま名

 

（出典 学生課資料） 
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を集めるように努めている． 

また教員が新しい授業方法や授業

形態を実践し易いように，演示実験

を拡大表示可能なテレビカメラや液

晶プロジェクター，それに大型テレ

ビなどのハードウエアを揃えて（資

料 2-2-③-4），教員が適宜利用で

きる体制も整えている． 

さらに学校全体の教育方針や教育

課程全体について，外部の識者から

の意見を聴取するために，外部の委

員を招いて諮問委員会や教育懇談会，

教科毎の検討会を適宜開催し，教育

方針の再検討を常に行っている（資

料 2-2-③-5）．また不定期である

が卒業生へのアンケート調査も実施

している． 

また学級を指導する担任に対して

「学級担任の手引き」を作成し，初

めて担任になった教員の指針として

いる（資料 2-2-③-6）．課外活動

等の指導体制は，責任教員として

「部長」を企画会議で審議して決定

し，その他の指導教員とともに学生

指導を行っている（資料 2-2-③-7）． 

事務部は教育全般にわたり支援活動を行っている．特に学生課は教務係，学生係及び寮務係から

なり，それぞれの教務委員会，厚生補導委員及び寮務委員会を所掌し，担当教員と連携して委員会

の運営にあたっている（資料2-2-

③-8）． 

 

資料 2-2-③-5 外部評価委員会開催実績 

 
（出典 庶務課資料） 

資料 2-2-③-3 授業アンケート用紙 

平成１７年度授業アンケート 
 私たち教員は和歌山高専の授業をよりよいものにするために日々努力しています。また授業を改善する

過程で、学生の方の意見もできるだけ反映させたいと考えています｡皆さんが日頃授業で感じられているこ

とを率直に答えてください。（不真面目な答えや教員を誹謗中傷する回答はやめてください。） 

 
［設問欄］ 

あなたの授業に対する取り組みについて 

１．出席状況はどうでしたか。 

２．科目に興味を持ってのぞみましたか。 

３．先生に質問しましたか。 

４．予習をしていますか。 

５．復習をしていますか。 

６．ノートを取っていますか｡ 

 

授業の様子について 

７．授業内容はよく準備されていると思いますか。 

８．説明は分かりやすいですか。 

９．授業中、教員の声や言葉は明瞭で聞き取りやすいですか。 

10．黒板の字は見やすいですか。 

11．授業の理解を深めるような演習、小テスト、宿題は行われていますか。 

12．教員の授業に対する熱意を感じますか。 

13．授業の進み具合は適当ですか。 

 

成績について 

14．試験の内容はどうでしたか。 

15．成績評価は適切ですか。 

 

授業全般について 

16．授業の結果、内容が理解できましたか。 

17．授業の結果、内容に興味が持てますか。 

18．この教科の目的や意義を理解できましたか。  

（出典 教務委員会資料） 

資料 2-2-③-4 

使用可能な教育援助機器一覧 

ノートパソコン 

液晶プロジェクター 

接写可能なカメラ 

液晶テレビ 

ワイヤレスマイク 

（出展 学生課資料） 
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【分析結果とその根拠理由】  

教員が自己の授業を客観的に把握できる

ように，視点の異なる複数の評価システム

を設け，それぞれが活発に活動している．

また種々の新しい試みを実施できるように

ハードウエアを揃えている．また学外識者

の意見を聴取できる体制も整っている．さ

らに授業の評価も学生，教員，保護者と多

方面から評価してもらう体制が出来ている．

これらのことから支援体制が十分機能して

いると判断する．  

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】  

一貫教育の実現という学校全体の目的，

教育理念を明示し，学内外に広く公開し，

周知を図っている．また機械や電気等の特

定の系統に偏ることなく，４つの専門学科

がバランス良く配置され，それに加えて和

歌山県の特色を

考慮した学科も

配置している．

さらに本科の学

科構成に配慮し

た上で，中小企

業が多く，自然

環境にも恵まれ

た和歌山県の状

況を反映した２

つの専攻を設置

している． 

情報処理教育

センターは，学

生への教育面及

び地域住民への

サービスを十分

行っている．ま

た地域共同テクノセンターは企業との関係を密にすべく企業訪問や交流会を開催している．図書館

は地域住民にも広く利用されており，社会人をはじめとする地域教育の発展に貢献している． 

資料 2-2-③-7 クラブ指導教員配置表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 運営委員会資料） 

資料 2-2-③-6  

学級担任の手引き（最初のページ） 

 

（出典 学級担任の手引き） 
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教育課程や

担任の配置，

委員会の構成

など，一般科

目教員と専門

学科教員との

連携を後押し

できるシステ

ムの整備が進

められている．

また授業改善

のためのハードウエアを揃えている．またソフト面からも授業の評価も学生，教員，保護者と多方

面から評価してもらう体制が出来ている．また不定期であるが卒業生へのアンケートも実施してい

る．このように教育について検討する多様な組織を持ち，一般科目と専門科目との融合を進めるな

ど，学校全体の目的や教育理念に沿った教育の実現に努めている．教員個々の教育に関しても多様

な評価を実施するなど，教育を改善するシステムを構築し，活用している． 

 

【改善を要する点】  

情報処理教育センターは，学生への教育面及び地域住民へのサービスの観点からは十分機能して

いるが，より一層活動を進める必要がある．地域共同テクノセンターは企業との関係を密にすべく

企業訪問や交流会を開催しているが，より多くの成果を出すべく，さらに努力を続ける必要がある． 

学校として教育課程や担任の配置，委員会の構成など，一般科目教員と専門学科教員との連携を

後押しできるシステムの整備を進めているが，個々の教員の意識変革も後押しできるようにＦＤ活

動等にも注力する予定である． 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

専門分野のバランスや，中小企業が多く自然環境にも恵まれた和歌山県の状況を考慮した学科の

配置や専攻科の専攻の配置がなされている．各センターも地域へのサービスを十分行っている．構

成員個々の改善を後押しすべく，教育課程や担任の配置，委員会の構成などを配慮した運営を行っ

ている．また授業改善のために種々の機器等の整備に加え，学生，教員，保護者からの授業評価を

行うなど，ソフト面からの整備も進めている． 

資料 2-2-③-8 委員会と公務分掌 

 

（出典 運営委員会資料） 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成す

るために必要な一般科

目担当教員が適切に配

置されているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校の一般科目教員の現員は，専任教

員が設置基準を満足する18名（内１名は

８月１日赴任予定）で，それ以外に非常

勤教員が11名であり，一般科目教育の充

実を図っている（資料3-1-①-1）．内訳

は国語担当教員が５名（内非常勤教員３

名），社会担当教員が４名（同２名），

数学担当教員が４名，外国語担当教員が

10名（同３名），体育担当教員が３名，

物理担当教員が１名となっている．化学

は物質工学科と環境都市工学科の教員お

よび非常勤１名が分担して担当している．

また，数学，物理では専門学科の教員が

一部を分担している．一方，国際化を進

めるために留学生の積極的な受け入れ

（資料3-1-①-2），上海電機学院との交

流（資料3-1-①-3）等を行っており，外

国語担当者を６名配置し，英語を中心と

した外国語教育の充実を図っている．そ

の他，生物と音楽に各１名の非常勤教員

を配置している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

高等専門学校においても，各分野の基

礎を学ぶのに必要な人員を配置している．

ただし，特色ある一貫教育を実現するた

めには，低学年から専門に即した教育を

行う必要があると考え，専門学科と関連

の深い数学，物理，化学については専門

学科教員も担当している．また国際化を進める観点から留学生の積極的な受け入れ等を行っており，

そのため平成15年度から外国語担当教員をそれまでの５名から６名に増員し，学生への外国語教育

の充実を図っている．よって適切に配置されていると判断する． 

資料 3-1-①-2：留学生数の推移 

留学生数推移

0

2

4

6

8

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

年度（平成）

 
（出典 学生課資料） 

資料 3-1-①-3：経緯 

 

（出典 国際交流委員会資料） 

資料 3-1-①-1 一般科目教員の専門分野 

教授 助教授 計
国語 2(2) 2(2) 3
社会 2(2) 2(2) 2
外国語 2 4 6 3
数学 2 2 4 0
物理 1 0 1 0
化学 0 0 0 1
生物 0 0 0 1
体育 1 2 3 0
音楽 0 0 0 1
計 6 12(4) 18(4) 11

(括弧は博士号で内数）

専任教員分野 非常勤教員

 

（出典 庶務課資料） 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか． 

 

【観点に係る状況】 

専門学科の現員は，機械工

学科は専任教員が12名（内

訳：教授５，助教授５，助手

２），非常勤教員が３名とな

っている．分野別には機械工

作系に３名，熱流体系に３名，

材料系に３名，制御系に１名（他に１名採用手続中），情報処理・応用数学に２名，他に非常勤教

員３名と，各分野にバランス良く配置している．また電気情報工学科は，専任教員が11名（内訳：

教授５，助教授４，講師１，助手１），非常勤教員が６名となっている．分野別には強電系に２名，

電子材料系に２名，制御系に３名，情報系に４名，他に非常勤教員が６名であり，情報系に人員を

多く配置している．また物質工学科は，専任教員が12名（内訳：教授５，助教授６，助手１），非

常勤教員が６名となっている．分野別には有機・無機化学５名，化学工学・物理化学・分析系４名，

生物工学３名（他に１名採用手続中），他に非常勤教員６名となっている．環境都市工学科は専任

教員が11名（内訳：教授５名，助教授５名，助手１名），非常勤教員が９名となっている．分野別

には構造系に３名，建設材料系に４名，環境系に２名，都市計画・災害に６名（内非常勤教員４

名），その他に５名（内非常勤教員５名）となっている．いずれの専門学科においても，特定の分

野に偏ることなく教員を配置できている．また専門学科の専任教員46名の過半数を大きく越える34

名の教員が博士の学位を有している．特に教授20名に限ると，大半の16名が博士の学位を有し，助

教授以下の指導に当たっている（資料3-1-②-1）． 

また専門学科で科学技術を学生に伝えるためには，教員自身が相応の研究経験や業績を有するこ

とが望まれるが，専門学科担当教員

46名の約７割が博士の学位を取得し

ており，高等専門学校において十分

な教育研究レベルを保っている．な

お，博士の学位未取得者には大学院

に社会人入学させるなど取得を勧め

ている（資料3-1-②-2）．これらの

ことから適切に配置されていると判断する． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

各専門学科とも，特定の分野に偏ること無く，バランス良く教員を配置できている．また教授，

助教授，講師，助手も適切に配置されている．専門科目担当教員の約７割が博士の学位を取得して

おり，高等専門学校における十分な教育研究レベルを保っている．なお学位未取得者には大学院に

社会人入学をさせ，学位取得者数の向上に努めている．これらのことから適切に配置されていると

判断する． 

資料 3-1-②-1 専門学科教員配置表 

教授 助教授 助手 計
機械工学科 5(4) 5(2) 2(1) 12(7) 3(0)

電気情報工学科 5(4) 5(3) 1(1) 11(8) 6(3)
物質工学科 5(4) 6(5) 1(0) 12(9) 6(3)

環境都市工学科 5(4) 5(5) 1(1) 11(10) 9(1)
計 20(16) 21(15) 5(3) 46(34) 24(7)

（助教授は講師を含む．括弧内は博士号で内数）

学科 専任教員 非常勤教員
（のべ人数）

 

（出典 庶務課資料） 

資料 3-1-②-2 社会人入学実績 

Ｈ１４年 Ｈ１５年 Ｈ１６年 Ｈ１７年 編入先

西本（機械工学科） 西本（機械工学科） 岡山大学

森（電気工学科） 森（電気工学科） 森（電気工学科） 豊橋技術科学大学

岩本（物質工学科） 岩本（物質工学科） 岩本先生（物質工学科 和歌山大学

森岡（一般科目：英語） 森岡（一般科目：英語） 関西学院大学  

（出典 庶務課資料） 
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学科 職名 氏名 職歴（企業経験） 勤務年数 採用年月日 退社年月日
機械工学科 教授 藤原 昭文 株式会社神戸製鉄所 28.00 昭和48年4月1日 平成13年3月31日
機械工学科 教授 谷口 邁 三菱重工業株式会社 31.00 昭和43年4月1日 平成11年3月31日
電気情報工学科教授 山口 利幸 シャープ株式会社 3.09 昭和57年4月1日 昭和60年12月27日
電気情報工学科教授 藤本 晶 立石電機株式会社（現オムロン株式会社）19.00 昭和47年4月3日 平成3年3月31日
電気情報工学科教授 徳田 将敏 住友金属工業株式会社 28.00 昭和49年4月1日 平成14年3月31日

株式会社信光社 0.09 平成14年5月7日 平成15年3月31日
電気情報工学科助教授 若野 憲一郎安藤電気株式会社 3.00 昭和45年4月1日 昭和48年3月31日
電気情報工学科講師 森　徹 株式会社島精機製作所 6.01 昭和61年3月26日 平成4年3月31日
物質工学科 教授 米光 裕 株式会社ツムラ 12.00 昭和59年4月1日 平成8年3月31日
物質工学科 教授 高木 浩一 大日本インキ化学工業株式会社 6.00 昭和45年4月1日 昭和51年3月31日
物質工学科 助教授 林　純二郎 凸版印刷株式会社 4.10 昭和58年4月1日 昭和63年1月21日

日本モンサント株式会社 2.01 平成5年3月1日 平成7年3月31日
環境都市工学科教授 小川 一志 川崎重工業株式会社 32.00 昭和45年4月1日 平成14年3月31日
環境都市工学科教授 大久保 俊治日本上下水道設計株式会社 22.00 昭和56年4月1日 平成15年3月31日
環境都市工学科教授 久保井 利達日本鋪道株式会社 1.01 昭和49年3月1日 昭和50年4月1日
一般科目 教授 松田 雄治 第一計算株式会社 0.03 昭和43年4月1日 昭和43年6月30日

松田商会 1.09 昭和43年7月1日 昭和45年3月31日
マルピーメルクＳ＆Ｄ株式会社 8.08 昭和48年6月11日 昭和57年2月28日
国際試薬株式会社 7.04 昭和57年3月1日 平成1年6月3日
有限会社トランステック 13.10 平成1年6月4日 平成15年3月31日

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか． 

 

【観点に係る状況】  

 本校は機械工学科と電気情報工学

科を基礎とする「メカトロニクス工

学専攻」と，物質工学科と環境都市

工学科を基礎とする「エコシステム

工学専攻」の二つの専攻を有する専

攻科を設置している．専攻科の教育

には，専任教員37名と非常勤教員３

名が，専門科目

（専門共通科目，

専門専攻科目）

と一般科目を担

当している．専

任教員の大半の

29名は博士号の

学位を有してい

る （ 資 料 3-1-

③-1）．また実

践に即した教育

ができるように，

専攻科を担当す

る専任教員の約３分の１に当たる14名を企業経験者としている（資料3-1-③-2）．一方，これら教

員の専門分野を見ると，メカトロニクスの主要分野の一つである制御と，エコシステムの主要分野

の一つである環境を専門とする教員がやや手薄となっているが，これら手薄な分野を専門とする教

員の新規採用を進めており，過去３年間に採用した専門学科教員３名全員がこれらの分野を専門と

しており，急速に改善されつつある． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本校の専攻科には和歌山県の地域性，つまり自動制御の導入が要求される中小企業が多いこと等

を考慮してメカトロニクス工学専攻を，また自然豊かな環境の利用や保全等を考慮してエコシステ

ム工学専攻を設置し，現在40名の教員（内３名が非常勤教員）が授業を担当している．これら教員

の専門分野を見ると，メカトロニクスの主要分野の一つである制御と，エコシステムの主要分野の

一つである環境を専門とする教員がやや手薄となっているが，現在は急速に改善されつつある．よ

って授業に必要な教員を配置できているが，さらに制御や環境分野の教員の充実が必要と考える． 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

資料 3-1-③-1 専攻科担当教員表 

教授 助教授 計
メカトロニクス工学専門科目 ９（８） ８（４） １７（１２） ２（２）
エコシステム工学専門科目 ９（８） ７（７） １６（１５） ０（０）

両専攻一般科目 ２（０） ２（２） ４（２） １（０）
計 ２０（１６）１７（１３）３７（２９） ３（２）

専攻科教員の現員表（助教授は講師を含む。括弧内は博士で内数

専任 非常勤
教員

専攻・科目

 

（出典 庶務課資料） 

資料 3-1-③-2 実務経験した教員の職歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課資料） 
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えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る．）が講じられているか． 

 

【観点に係る状況】  

教員の採用や昇格においては，設置基準や学内の昇格規定に基づいて行っている．昇格において

は，均衡ある年齢構成（資料3-1-④-1）を考慮しながら，評価の高い教員には早期に昇格させるな

ど，教員意識の活性化を図っている．また，昇格には原則，博士の学位を必要としており，未取得

者には大学院への社会人入学を認めるなど，支援している（前述資料3-1-②-2）． 

新規採用では，基本的に公募制を敷いており，本校の年齢構成を考慮しながら，広くから良い人

材を採用するようにしている．５年一貫の専門教育をさらに進めるためには，企業等での実務経験

者の採用が重要と考え，特に専門学科で最近採用した３名の教員はすべて実務経験者である（前述

資料3-1-③-2）．平成12年には女性教員（一般科目）を１名採用し，さらに，平成14年にも女性の

外国人教員１名（電気情報工学科）を採用するなど，女性の意見や外国人の考えなどが取り入れら

れるように配慮している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

教員の採用や昇格においては，設置基準や学内の昇格規定を基に，均衡ある年齢構成を考慮しな

がら，採用や昇格を行っている．その中で，特に評価の高い教員の早期昇格や，企業での実務経験

者，女性教員並びに外国人教員の採用を進めるなど柔軟な人事を行い，教員組織の活性化を図って

いる．一方，博士の学位の未取得者には，大学院への社会人入学を認めるなど配慮している．よっ

て適正に配慮されていると判断する．今後，さらに，女性教員を増やしていく必要がある． 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか． 

 

【観点に係る状況】  

採用や昇格に関する基準や手続きが明確に定められており，それを基に人事を行っている．教員

資料 3-1-④-1 教員年齢構成表（2005.6.1 現在，校長を除く） 

機械工学科 教授 2 2 1 5
助教授 1 1 1 1 1 5
講師 0
助手 1 1 2

電気情報工学科 教授 1 1 2 1 5
助教授 1 1 1 1 4
講師 1 1
助手 1 1

物質工学科 教授 1 2 1 1 5
助教授 1 1 2 1 1 6
講師 0
助手 1 1

環境都市工学科 教授 1 1 1 1 1 5
助教授 1 1 1 1 1 5
講師 0
助手 1 1

一般科目 教授 1 1 1 1 1 1 6
助教授 1 1 2 2 1 1 1 9
講師 1 1 2
助手 0

合　　　計 4 3 2 3 3 1 2 3 1 4 2 2 1 0 3 0 3 0 5 2 2 2 1 2 3 1 0 2 4 0 2 63

35 34 33 32 合計39 38 37 3643 42 41 4047 46 45 4451 50 49 4855 54 53 5259 58 57 5662 61 60
　　　　　　　　　　　　　年齢
　

 

（出典 庶務課資料） 
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採用が必要となった際には，校長が指名した教授で構成されている企画会議において採用予定者の

専門分野を決定し，それらを考慮して学内の教授の中から選考委員を選出する．選ばれた選考委員

は学内に公表される．この選考委員で学内の状況，詳細な専門分野，年齢構成等を考慮して採用予

定者のプロフィールを明確にし，募集要項を作成する．作成した募集要項は文部科学省専門のホー

ムページや学会誌上に掲載し，応募者を募る．選考委員は応募者の中から採用予定者を書類審査と

面接とで絞る．なお，書類審査は高等専門学校設置基準および本校の採用や昇格に関する基準に適

合しているかを確認した上で，さらに専門性，高専教育に対する抱負等の観点から審査を行う．ま

た面接は選考委員に校長，副校長を加えたメンバーで行い，専門性の深み，高専教員としての適性

等を審査する．なお，講師以上での採用予定者には教育力をみるために15分程度の模擬授業も行っ

ている．以上の手順を経て選考委員が採用予定者を推薦し，最終的に校長が決定する．また昇格の

場合にも，昇格に至った経緯や昇格に関わった選考委員名，学外識者の推薦文を揃えて保管し，責

任の所在を明確にしている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

採用や昇格に関する基準や手続きが明確に定められており，採用や昇格時には専門分野や業績だ

けでなく，学科内はもとより学校全体の年齢構成も考慮している．また採用や昇格に至った経緯や，

それに関わった教員名を記録して残し，責任の所在を明確にしている．また採用や昇格にあたって

外部からの意見も聞いている．よって，適切に運用されている． 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか． 
資料 3-2-②-2 アンケートのまとめ（例） 

設問 評 価
5 4 3 2 1 無回答 平均

1 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (5.6%) 3 (8.3%) 31 (86.1%) 0 (0.0%) 1.19
2 1 (2.8%) 0 (0.0%) 2 (5.6%) 6 (16.7%) 27 (75.0%) 0 (0.0%) 1.39
3 12 (33.3%) 6 (16.7%) 11 (30.6%) 3 (8.3%) 4 (11.1%) 0 (0.0%) 3.53
4 3 (8.3%) 4 (11.1%) 2 (5.6%) 4 (11.1%) 22 (61.1%) 1 (2.8%) 1.91
5 0 (0.0%) 0 (0.0%) 5 (13.9%) 3 (8.3%) 28 (77.8%) 0 (0.0%) 1.36
6 1 (2.8%) 7 (19.4%) 17 (47.2%) 4 (11.1%) 1 (2.8%) 6 (16.7%) 3.10
7 4 (11.1%) 11 (30.6%) 16 (44.4%) 4 (11.1%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.36
8 4 (11.1%) 8 (22.2%) 18 (50.0%) 3 (8.3%) 3 (8.3%) 0 (0.0%) 3.19
9 3 (8.3%) 12 (33.3%) 13 (36.1%) 5 (13.9%) 3 (8.3%) 0 (0.0%) 3.19
10 10 (27.8%) 10 (27.8%) 11 (30.6%) 3 (8.3%) 2 (5.6%) 0 (0.0%) 3.64
11 1 (2.8%) 7 (19.4%) 9 (25.0%) 11 (30.6%) 8 (22.2%) 0 (0.0%) 2.50
12 0 (0.0%) 2 (5.6%) 18 (50.0%) 10 (27.8%) 6 (16.7%) 0 (0.0%) 2.44
13 5 (13.9%) 9 (25.0%) 18 (50.0%) 3 (8.3%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.39
14 2 (5.6%) 5 (13.9%) 28 (77.8%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4.44
15 4 (11.1%) 10 (27.8%) 21 (58.3%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3.94

16a 6 (16.7%) 1 (2.8%) 27 (75.0%) 1 (2.8%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.28
16b 2 (5.6%) 0 (0.0%) 33 (91.7%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4.72
17 0 (0.0%) 8 (22.2%) 15 (41.7%) 8 (22.2%) 5 (13.9%) 0 (0.0%) 2.72
18 3 (8.3%) 4 (11.1%) 14 (38.9%) 8 (22.2%) 7 (19.4%) 0 (0.0%) 2.67
19 2 (5.6%) 8 (22.2%) 14 (38.9%) 7 (19.4%) 5 (13.9%) 0 (0.0%) 2.86
20 3 (8.3%) 9 (25.0%) 15 (41.7%) 8 (22.2%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.14

21 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 25 (69.4%) 11 (30.6%) 1.00
22 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.8%) 35 (97.2%) 1.00
23 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.8%) 35 (97.2%) 1.00
24 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.8%) 35 (97.2%) 1.00

担当教員による分析と課題
この科目は４年生で学習した電気材料を基礎としています。そのため電気材料に興味を持った上で授業に臨んでいる学生と，そうで
ない学生とでは，興味や難易度に大きな差があるようです。また専門的な内容のため，就職先との関係で興味のあるなしがはっきり
分かれてしまいます。
できるだけ学生に興味を持ってもらおうと，前期に関連するビデオ鑑賞を多く取り入れました。その結果進度が多少遅れで，その結果
が「７」の数値の低下につながったと思います。また準備不足の印象を与えたのかもしれません。シラバス作成時に考慮したいと思い
ます。ただ「１８」，「１９」，「２０」の結果を見ると，結果につながっていないことがわかります。今後更に工夫して行こうと思います。

５B電子デバイス
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5 4 3 2 1 無回答

５B電子デバイス
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16a16b17 18 19 20

設問

平
均
値

平成14年度 平成15年度

学　　科 学　年 科　　　目 担当教員 必・選 単位数

電気工学科 5 電子デバイス 藤本　晶 必 2

 

（出典 授業アンケート報告書） 

資料 3-2-②-1 教員による授業評価 
授業参観チェック用紙 

          

平成１６年（   ）月（   ）日 （    ）限目 

  科目名（           ）  科目担当教官（             ） 

                       参観者（             ） 

 

チェック項目 評 価* 備 考 

授業内容はよく準備されているか   5 4 3 2 1   

教材（教科書、プリント等）を活

用しているか 

  5 4 3 2 1   

説明はわかりやすいか   5 4 3 2 1   

声や言葉は聞き取りやすいか   5 4 3 2 1   

黒板の字は見やすいか   5 4 3 2 1   

授業の理解を深めるような演習や

宿題を課しているか 

  5 4 3 2 1   

熱意が感じられるか   5 4 3 2 1   

学生と対話したかたちで授業を進

めているか 

  5 4 3 2 1   

学生の様子をよく注意しているか   5 4 3 2 1   

その他気づいた事柄 

 

 

   * 評価基準・・・5：優良、4：良、３：普通、２：やや悪い、１：悪い  
（出典 学生課資料） 
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【観点に係る状況】  

教育活動の評価について，

授業評価として，教務委員

会を中心としたメンバーに

よる授業参観を実施し，授

業評価をおこなっている

（資料3-2-②-1）．また，

学生の授業評価アンケート

も実施し，学生からの評価

も考慮している（資料3-2-

②-2）．教員の全体的な評

価としては，本校では平成

13年より全教員を対象に試

行的に目標管理システムを

導入している（資料3-2-②-3）．各教員は年度始めに教育面，校務面，研究面での当該年度の目標

を，所定の目標設定シート（資料3-2-②-4）に記入して提出する．提出された目標設定シートを基

に各教員と企画会議構成員との間で，目標とそのレベルが妥当か，目標達成のために本人がすべき

ことは何か，また学校として配慮すべきことは何か等について面談を行い，留意点を記入の上，本

人に返却する．年度末になると，実績報告書（資料3-2-②-5）にデータを記入し，目標設定シート

の実績欄に，設定した

目標がどの程度達成で

きたのかを記載すると

同時に，次年度の目標

を記入の上，提出する．

提出された資料を基に

再度企画会議構成員と

の間で面談を行い，必

要があれば目標の追加

修正を行っている．各

教員は目標を自ら設定

し，それに対する達成

度を自ら評価し，その

評価に対して企画会議

構成員からアドバイス

を受けることができる

ので，自らの長所等を

把握し易くなり，今後

注力すべき方向を明確にできる利点がある． 

 

資料 3-2-②-3 目標管理システムの運用手順 

 

（出典 企画会議資料） 

資料 3-2-②-4 業務調査票様式２ 

 

（出典 企画会議資料） 
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【分析結果とその根拠理由】  

教員による授業評価や学生による授業評価を実施している．また教員の全体的な評価として，目

標管理システムを導入し，目標の自己設定，自己評価，改善のサイクルを機能的に運用できている．

また各教員と執行部である企画会議構成員とが直接面談することにより，各教員からの意見を吸い

上げるシステムになっている．よって，整備され，かつ適切に行われている． 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか．  

 

【観点に係る状況】  

本校には44名の事務職員

（非常勤職員12名を含む）

と14名の技術職員を置いて

いる．事務職員の配置状況

は，庶務課に９名（非常勤

職員０名を含む），会計課

に14名（非常勤職員２名を

含む），そして学生課に21

名（非常勤職員10名を含

む）となっている（資料3-

3-①-1）．各事務職員は所

属課の職務を行うのは当然

であるが，入学試験や体育

大会等，学校全体の行事の

際には，所属課にこだわら

ず，職務に当たっている．

他方これまで各専門学科と

一般科目，情報処理教育セ

ンターに配置されていた技

術職員を，平成17年４月に

新たに設置した副校長をト

ップとする技術支援室（資

料3-3-①-2）に配置し，技

術職員が各学科にとどまら

ず，職務に柔軟に対応でき

る体制を整えて効率化を図

っている． 

 

【分析結果とその根拠理

由】  

資料 3-2-②-5 業務調査票様式１ 

 

（出典 企画会議資料） 
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事務職員は所属課にこだわらず，学校全体の職務を遂行できている．またこれまで所属学科の壁

が存在した技術職員においても，

全学的な技術支援室の設置に伴

って，全学的な職務に柔軟に対

応できる体制が整いつつある．

よって適切に配置されていると

考える． 

 

（２）優れた点及び改善を要する

点 

 

【優れた点】  

設置基準を満たした上で，本

校では技術者教育に特化した特

色ある高専独自の５年一貫教育

を実現できるように，一般科目

と専門学科の教育内容を見直し

てきた．その課程で数学，化学，

物理の授業を一般科目教員と専

門学科教員の両方で指導してい

る．また国際化に対応するべく，

外国語担当教員を通常より多く

配置するなど設置基準に合致さ

せつつ，一般科目教員と専門学

科の教員を柔軟かつ適切に配置

している． 

また各専門学科においても，

特定の分野に偏ることなく，教

員を適切に配置できている．ま

た実践的な教育ができるように

専門科目教員に企業経験者を多

く配置している． 

さらに専攻科においても，博

士の学位を有する研究面で充分

な資質を持つ教員を中心に，メ

カトロニクス工学とエコシステム工学の両専攻ともバランスの良い配置が出来ている． 

昇格および採用では，年齢構成を考慮しつつも，評価の高い教員の早期昇格をおこない，また企

業等実務経験者，女性および外国人の採用を進め，教員組織の活性化を図っている．これら教員の

昇格や採用に当たっては，予め校長が指名し，学内外に公表されたメンバーで構成される企画会議

で審議しており，専門性や教育研究能力のみならず，学内の年齢構成を考慮し，また採用や昇格に

資料 3-3-①-1 事務組織図 

 

企画広報室

庶務課長

庶務係員

人事係長 人事係員

庶務係長

専門職員
（企画調査担当）

係員

専門職員
（情報処理担当）

係員

和歌山工業高等専門学校
平成１７年４月１日現在

事務組織図（庶務課）

 

 

出納係員

運転手用度係長 用度係主任

施設係長

用度係員

施設係主任

和歌山工業高等専門学校
平成１７年４月１日現在

事務組織図（会計課）

会計課長

非常勤職員
（３０時間)

出納係長

総務係長 総務係員

非常勤職員
（３０時間)

総務係主任

 

 

事務組織図（学生課）

寮務係長 栄養士

図書係長

学生係長

非常勤職員
（３０時間)

教務係員

看護師

教務係主任

学生係主任

非常勤職員
（４０時間）

非常勤職員
（３０時間)

学生課長
非常勤職員
（３０時間)

和歌山工業高等専門学校
平成１７年４月１日現在

専門職員
（学務担当）

教務係長

 

（出典 運営委員会資料） 
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至る経緯，採用や昇

格に関わった教職員

を記録した書面を残

し，当該人事の責任

の所在を明確にして

いる．また外部の識

者の意見を入れるシ

ステムが構築され，

機能している． 

教員個々の業務評

価では，教員および

学生の授業評価だけ

でなく，授業目標管

理システムを導入し，

教員自身による目標

設定，遂行，評価が行われ，業務改善ができている． 

事務職員と技術職員も適切に配置され，機能している．特に技術職員においては，全学的な技術

支援室に所属し，特定の学科にとらわれずに，職務に柔軟に対応できるシステムが構築されている． 

 

【改善を要する点】  

専攻科において、メカトロニクス工学の主要分野の一つである制御と，エコシステム工学の主要

分野の一つである環境を専門とする教員のさらなる充実が必要と考える．また，女性教員の割合が

低いことから，今後積極的に採用していくことも考慮する必要がある． 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

設置基準を満たした上で，高専独自の５年一貫教育を実現できるように，一般科目の教員を配置

している．また実践的な教育ができるように専門学科教員に企業経験者を多く配置している．さら

に専攻科においても博士の学位を有する教員を重点的に配置し，教育水準の維持向上に努めている．

教員の採用や昇格においては，学内の年齢構成を考慮しながら，一方で教育研究能力などから早期

昇格や女性や外国人の採用を柔軟に進め，組織の活性化を図っている．なお，採用や昇格は本校企

画会議で審議し，また採用や昇格に至る経緯，採用や昇格に関わった教職員を記録した書面を残し，

当該人事の責任の所在を明確にしている．また外部の識者の意見を入れるシステムが機能している．

教員個々の業務評価では，目標管理システムを導入し，教員自身による目標設定，遂行，評価が行

われ，業務改善ができている．事務職員と技術職員も適切に配置され，機能している．特に技術職

員においては，全学的な技術支援室に所属し，特定の学科にとらわれずに，職務に柔軟に対応でき

るシステムが構築されている． 

 

資料 3-3-①-2 技術支援室組織図 

 

（出典 運営委員会資料） 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる．）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか．また，将来の学生を含め社会に公表されているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校は教育の指針として全学的なアドミッシ

ョン・ポリシーとして「教育研究理念」が，ま

た学科毎の学生募集方針を示した「望ましい学

生像」を，そして卒業生が身に付けて欲しい能

力を定めた「学習教育目標」を定めている． 

定めた「教育研究理念」はホームページ上

（資料4-1-①-1），及び毎年発行している学校

要覧（前述資料1-1-①-2）に記載して，学内外

に周知を図っている．また中学生や本校に編入

学を目指している高校生には，本校の募集要項

及び編入学募集要項に本校の教育方針をより判

り易く表現した「各学科の教育方針」や入学し

て欲しい「学生像」を記載して周知している．

また専攻科を目指す学生のために，専攻科の募

集要項にそれぞれの専攻の「アドミッション・

ポリシー」を記載している．さらに入学後も本

校の卒業生像を学生に周知するために，各教室

の前に卒業生が身につけて欲しい能力を記載し

て掲示している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学校全体としてのアドミッション・ポリシーである「教育研究理念」，学科毎の「学生像」，そ

して卒業生が身に付けて欲しい「学習教育目標」が適切に定められ，それぞれが学校要覧，入学者

募集要項，編入学者募集要項，専攻科募集要項，ホームページ，教室に掲載する等，あらゆる機会

を使って学内外への周知が図られている．これらのことから適切に定められ，周知されていると判

断する． 

 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校はこれまで推薦入試と学力入試によって入学者を選抜してきた．推薦入試においては，中学  

資料 4-1-①-1 本校の教育研究理念 

 

（出典 本校ホームページ） 
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校側から提出された調査書のデータと面接結果

により選抜しており，面接時には本校の専門に

興味があるかどうかを判断材料にいれて，本校

の教育方針に沿った学生を選抜している．さら

に受験生の適性をより正確に把握できるように，

平成17年度実施分から編入学希望者を含む受験

生全員に，本校への「志望理由書」を提出して

もらうことにしている．また本校のアドミッシ

ョン・ポリシーに沿った学生の受け入れをより

明確にするために，平成16年度から専門に対す

る学生の適性を重視したＡＯ（アドミッション

・オフィス）入試を導入し（資料4-2-①-1），

平成17年度には28名のＡＯ入試合格者を受け入

れている．また専攻科においては，推薦と学力

の２通りで選抜を行っており，いずれの選抜に

おいても面接で本校への適性を判断している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

推薦入試や編入学試験の際に，学力だけでなく，受験生が本校のアドミッション・ポリシーに合

っているかどうかでも判断している．また受験生に本校を志望した理由を書いてもらい，本校への

適性の判断材料にしている．さらに受験生の専門への適性を重視したＡＯ入試を実施している．ま

た専攻科においても各専攻への適性を判断できている．これらのことから入学者選抜が適切に実施

されていると判断する． 

 

観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校では学力入試と推薦入試とを実施しており，それ

ぞれの入学者に関して追跡調査を実施し，運営委員会等

で議論を続け（資料4-2-②-1），その結果を次年度の入

試に反映させている．また本校への適性を重視するＡＯ

入試を平成16年度（平成17年４月入学）に初めて実施し

た（前述資料4-2-①-1）．このＡＯ入試合格者に関して

は，学力のみならず生活状況も含めて追跡調査を実施中

である．また留年生数や退学者数，それに学生の欠席時

間数の変化を追跡し，その結果を運営委員会や教務委員

会で議論し，次年度以降の入試に反映させている．また

専攻科においても，専攻科委員会で入学者の追跡が実施

されている． 

資料 4-2-①-1 ＡＯ入試導入 

 

（出典 平成 17 年度学生募集要項） 

資料 4-2-②-1 

本校入学者の成績と調査書との関連

解析の一例 

１Ａ相関図（平成16年度方式）
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        （出典 学生課資料） 
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【分析結果とその根拠理由】  

本科，専攻科とも入学者の追跡を適宜行い，将来の入試に反映できている．また留年生や退学者

数等の変化を追跡している．平成16年度からは本校のアドミッション・ポリシーに合致した学生を

受け入れるべく，ＡＯ入試を導入している．平成17年度はこのＡＯ入試の合格者を含めて入学者の

追跡調査を実施中である．これらのことからアドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際

に行われているかどうかを検証し，その結果を入学者選抜の改善に役立てていると判断する． 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか．また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか． 

 

【観点に係る状況】 

本校には定員がそれぞれ40名の機械工学

科，電気情報工学科，物質工学科，及び環

境都市工学科の４つの学科があり，合計定

員は160名となっている．ここ数年はこの

定員の1.6～1.7倍の応募者があり，各学科

の入学者が40名になるように選抜している．

ただし合格のボーダーラインに複数の受験

者が存在し，甲乙付けがたい状況が生じた

場合には，40名を超えて入学者を選抜し，

選抜者のほとんどが入学している（資料4-

3-①-1）．また本校にはメカトロニクス工

学専攻とエコシステム工学専攻の二つの専

攻を持つ専攻科が設置されており，定員は各専攻８名の計16名となっている．これに対して毎年定

員を超える応募者があり，推薦と学力入試とで定員を確保している．しかし学科間で専攻科への進

学希望者数にアンバランスが生じた年度もあり（資料4-3-①-2），専攻科への希望者が少ない学科

から応募者が増えるように専攻科の魅力を説明する等の努力を続けている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本科においてはＡＯ入試，推

薦入試，学力入試の３つの選抜

方法によって定員160名，もし

くは160名を数名超える入学者

を選抜しており，選抜したほぼ

全員が入学している．また専攻

科においても推薦と学力の２つ

の方法で入学者を選抜して定員

を確保している．よって入学定

資料 4-3-①-1 

 過去５年間の合格者数と実入学者数 

定員 合格者数 実入学者数
本科 160 163 163
専攻科 ー ー ー
本科 160 166 165
専攻科 16 19 19
本科 160 170 170
専攻科 16 30 20
本科 160 167 167
専攻科 16 21 17
本科 160 164 162
専攻科 16 26 24

16

17

年度

13

14

15

 

（出典 学生課資料） 

資料 4-3-①-2 

専攻科入学者の本科での学科内訳 

14 15 16 17
機械工学科出身 6 3 4 1
電気工学科出身 3 5 6 12

9 8 10 13
物質工学科出身 5 5 4 3
環境都市工学科出身 5 7 3 8

10 12 7 11計

年度
メカトロニクス工
学専攻

エコシステム工
学専攻

計

 
 

（出典 学生課資料） 
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員と実入学者数との関係の適正化が図られていると判断する． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】  

学校全体の教育研究理念，教育方針等のアドミッション・ポリシーを明確に定めた上で，ホーム

ページや学校要覧上で積極的に公開している．また教育研究理念だけでなく，一般社会，在校生，

本校に編入学を希望する高校生，本校に入学を希望する中学生等，対象に合わせてアドミッション

・ポリシーを卒業生像や卒業生が身につけるべき能力等と言い換えて，平易に理解できるように工

夫している．このアドミッション・ポリシーに沿って，推薦入試やＡＯ入試を実施して入学者を選

抜して学生を受け入れている．さらにこれらの選抜方法により入学した学生の追跡調査を実施し，

常に入試の改善を続けている．これらの入試を実施した結果，毎年本科においては定員160名，も

しくはこれを数名上回る学生を，また専攻科においても定員を確保している． 

 

【改善を要する点】  

 専攻科の学生受け入れに際し，専攻科への進学希望者が多い学科と少ない学科とが存在し，専攻

科学生の専門がアンバランスになった学年があり，改善の努力を続けている． 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

学校全体の教育研究理念，教育方針等のアドミッション・ポリシーが明確に定められ，外部に積

極的に公開できている．また対象に合わせてアドミッション・ポリシーの表現を変えて，平易に理

解できるように工夫できている．さらにこのアドミッション・ポリシーに沿って，推薦入試やＡＯ

入試を実施して学生を受け入れ，入学した学生の追跡調査による入試の改善を続けている．これら

の入試により，毎年本科，専攻科とも適正な学生を受け入れている． 

 本科から専攻科への進学希望者の少ない学科から専攻科進学希望者を増やすことが今後の課題と

して残っている．  
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる．）され，

教育課程の体系性が確保されているか．また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か． 

 

【観点に係る状況】  

高等専門学校設置基準では，一般科目75単位以

上，専門科目82単位以上，合計で167単位を取る

ことが卒業要件となっている．本校では低学年か

ら高学年に掛けて少しずつ専門科目を増やす，い

わゆるくさび形のカリキュラムを組んで，無理な

く専門科目を導入すると同時に，専門に興味を持

って入学してきた低学年に専門の面白さを伝えら

れるように，低学年に実験実習等，専門を体験で

きる科目内容を配置している（資料 5-1-①-1）．

さらに多様化する学生のニーズに応え

るべく，従来は５学年のみに配置して

いた選択科目を４学年にまで広げてい

る（資料 5-1-①-2）．  

 

【分析結果とその根拠理由】  

設置基準に合致し，低学年から高学

年に掛けて専門科目が少しずつ増加す

るくさび形のカリキュラムを組みながら，専門に興味を持って入学してくる学生のニーズにも応え

るべく，実験実習の内容に工夫を凝らしている．さらに学生の多様なニーズに応えるべく，選択科

目数を増やし，かつ第４学年から選択できるように配慮している．これらのことから適切なものに

なっていると判断する．   

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる．）に配慮しているか． 

 

【観点に係る状況】  

多様化する学生のニーズに応えるため，科目数も限られ，従来５学年にのみ配置されていた選択

科目数を大幅に増やし，第４学年にも配置している（前述資料 5-1-①-2）．また専攻科では，一

資料 5-1-①-2 

入学年度 選択科目数 内４年での選択
平成５年度以前 10

平成５年度以降入学 10
平成13年度以降入学 28
平成16年度以降入学 26 9

不可

選択科目の推移（電気情報工学科の例）

 

（出典 学生便覧） 

資料 5-1-①-1 一般科目と専門科目の割合 

電気情報工学科の一般科目／専門科目の配置
学年 一般科目 専門科目 専門科目の割合(%)
１年 10 3 23
２年 10 6 38
３年 7 8 53
４年 8 18 69
５年 10 20 67
計 45 55 55

（選択科目を含む）  

（出典 学生便覧） 
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部を除くほとんどの科目を選択科目とし，か

つ両方の専攻の学生が一緒に学習する専門共

通科目を多く配置している．その他の選択科

目も互いに選択出来るように設定している

（資料5-1-②-1）．また平成６年には高等教

育機関コンソーシアム和歌山に加盟して，加

盟教育６機関との間で，さらに平成16年には

和歌山大学との間で単位互換協定を締結し，

他教育機関での単位取得を可能にしている．

高専間では舞鶴高専との間で平成14年度から

夏休みに英語合宿を行い，平成16年度には舞

鶴高専との間で単位互換協定を締結し，平成

16年には３名の専攻科生が外部単位として認定されている． 

本校は開校間もない昭和44年にインターンシップ（当時は工場実習と呼んでいた）を始め，第４

学年の全員がインターンシップに参加してきた（資料5-1-②-2）．このインターンシップは平成４

資料 5-1-②-1 専攻科の科目配置表 

   （メカトロニクス工学専攻） 

 

（出典 専攻科シラバス） 

資料 5-1-②-3 本科５年生と専攻科の時間割 

本科５年生（左），専攻科１年（右上）２年（右下） 
5 クラス 科目/担当 1 2 3 4 備考

科目名 英語 ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学 ﾒｶﾄﾛ概論 情報機器

担当教員 松田・森川・平山・庄司 田中 奥津 奥津

科目名 英語 アルゴリズム 通信工学 電気機器Ⅱ

担当教員 松田・森川・平山・庄司 謝 宮原 日和

科目名 英語 合成化学/培養工学 体育 物質実験Ⅱ 2限：並列科目

担当教員 松田・森川・平山・庄司 橋本巌/米光 西芝 山川・米光・土井・冨上・岩本・橋本・林・塩路・岸本・森田・高木

科目名 英語 都市衛生工学 卒研/機械工学概論 卒研/景観工学 ３・４限：隔週交代

担当教員 松田・森川・平山・庄司 大久保 /桐野 /小西

科目名 電子制御 卒研 工学実験 工学実験(0.5)

担当教員 若野 谷口･坂田・田縁・藤原･溝川･徳田・久保井･西本･樫原･三原

科目名 電子物性 体育

担当教員 松房 西芝

科目名 電気工学概論 物性物理化学 機器分析Ⅱ 物質実験Ⅱ

担当教員 山口 中西 中西 山川・米光・土井・冨上・岩本・橋本・林・塩路・岸本・森田・高木

科目名 環境水工学 電気工学概論

担当教員 小池 松房

科目名 ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 生産工学概論

担当教員 田縁 西畑

科目名 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ論 自動制御 高電圧工学 電気設計

担当教員 森 山吹 日和 日和

科目名 計測制御 物質実験Ⅱ

担当教員 春木 山川・米光・土井・冨上・岩本・橋本・林・塩路・岸本・森田・高木

科目名 構造設計学 数理計画学

担当教員 辻原 伊藤

科目名 振動工学 材料強度学 体育 機械ｼｽﾃﾑ工学

担当教員 坂田 久保井（徳） 西芝 谷口

科目名 情報科学

担当教員 謝

科目名 反応工学/分子生物学 化学工学 環境工学 物質実験Ⅱ １限：並列科目

担当教員 塩路/山川 岸本 藤原（修） 山川・米光・土井・冨上・岩本・橋本・林・塩路・岸本・森田・高木

科目名 構造力学特論 体育 建築学概論/地形情報処理 交通環境工学 ３限：隔週交代

担当教員 小川 西芝 浜田/妹尾 中原

科目名 材料力学特論 第２外国語 応用数学 流体工学

担当教員 藤原（昭） 吉田・平山・陳 藤原（昭） 坂田

科目名 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 第２外国語 電気法規 回路網理論

担当教員 藤本 吉田・平山・陳 西垣内 山口

科目名 量子化学/生物物理化学 第２外国語 食品工学 卒研 １限：並列科目

担当教員 冨上/林 吉田・平山・陳 駒野 山川・米光・土井・冨上・岩本・橋本・林・塩路・岸本・森田・高木

科目名 設計製図 第２外国語 施工管理学

担当教員 小川 吉田・平山・陳 久木

金

A

B

C

D

木

A

B

C

D

水

A

B

C

D

火

A

B

C

D

月

A

B

C

D

坂田・田縁･溝川･久保井･西本･樫原･三原・山吹

工学実験

雑賀・渡邊・村田

卒研

小川・久保井・尼田・佐々木・大久保・小池・伊藤・辻原・中本・三岩

卒研

谷口･坂田・田縁・藤原･溝川･徳田・久保井･西本･樫原･三原

卒研

山口・藤本・猪飼・徳田・渡邊・雑賀・山吹・若野・森・謝・村田

山川・米光・土井・冨上・岩本・橋本・林・塩路・岸本・森田・高木

卒研

小川・久保井・尼田・佐々木・大久保・小池・伊藤・辻原・中本・三岩

卒研

 

専１ クラス 科目/担当 1 2 3 4

科目名 材料科学

担当教員 久保井徳

科目名 遺伝子工学

担当教員 山川

科目名

担当教員

科目名

担当教員

科目名

担当教員

科目名

担当教員

科目名

担当教員

科目名 応用材料工学

担当教員 尼田、小川

科目名

担当教員

科目名

担当教員

専２ クラス 科目/担当 1 2 3 4

科目名 応用電子回路

担当教員 若野

科目名 建設設計工学 有機機能材料

担当教員 辻原 高木

科目名 熱流体工学

担当教員 坂田

科目名 生体高分子

担当教員 土井

科目名 情報伝送工学

担当教員 森

科目名 地域環境工学

担当教員 佐々木

科目名 ロボット工学 トライボロジー

担当教員 田縁・徳田・森 谷口

科目名 社会基盤計画学

担当教員 伊藤雅

科目名 機能材料学

担当教員 山口

科目名 植物工学

担当教員 米光

金
メカ

特別研究

エコ
特別研究

山川・岸本・高木・久保井・小川・佐々木・
小池・伊藤

坂田・谷口・溝川・山口・藤本・雑賀・青
山・山吹

木
エコ

現代アジア論
赤崎

メカ

水

特別ゼミナール
坂田・谷口・溝川・山口・藤本・雑賀・青
山・山吹

特別ゼミナール
山川・岸本・高木・久保井・小川・佐々木・
小池・伊藤

エコ

坂田・谷口・溝川・山口・藤本・雑賀・青
山・山吹

特別研究

月

火

特別研究

山川・岸本・高木・久保井・小川・佐々木・
小池・伊藤

エコ

金

木 数理工学
濱田

センサー工学
藤本

メカ

メカ

水 量子力学
溝川

特別ゼミナール
坂田・藤原・溝川・青山・山口・藤本・猪
飼・徳田・雑賀・山吹

特別ゼミナール
山川・米光・岸本・高木・久保井・小川・
佐々木・大久保・小池・伊藤・辻原

メカ

エコ

坂田・谷口・田縁・藤原・溝川・久保井・西本・青山・濱田・山
口・藤本・猪飼・徳田・雑賀・山吹・若野・森

メカ

エコ

空気力学
小川 工学特別実験

環境化学工学
岸本

月 時事英語
森川

メカ

メカ

エコ

メカ

火

工学特別実験

山川・橋本・米光・岸本・林・土井・高木・久保井・小川・尼田・
佐々木・大久保・小池・伊藤・辻原

特別研究

坂田・藤原・溝川・青山・山口・藤本・猪
飼・徳田・雑賀・山吹

ビジネスコミュニ
ケーション
塚本・西畑特別研究

山川・米光・岸本・高木・久保井・小川・
佐々木・大久保・小池・伊藤・辻原

メカ

エコ

エコ

エコ

 
（出典 学生課資料） 

資料 5-1-②-2 過去５年間のインターンシ

ップ参加者数 

第４学年 インターンシッ 

対象者数 プ参加者数

平成12年度 135 135

平成13年度 151 151

平成14年度 154 154

平成15年度 158 158

平成16年度 171 171

年度

 

（出典 学生課資料） 
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年に選択科目として１単位を認めるように

なった．平成16年には和歌山県インターン

シップ推進協議会に加盟し，現在では県内

の他の高等教育機関と合同でインターンシ

ップを実施している．また専攻科と本科と

の間では，専攻科の特別研究の時間と本科

の卒業研究の時間とを出来るだけ同じ時間

帯になるように時間割を作成し，本科と専

攻科との繋がりを確保している（資料5-1-②-3）． 

また学修の進度が遅い学生や及第点に達しなかった学生に対しては，科目担当教員と学生の所属

する学科が一体となって，進度の遅い学生には補習を，また及第点に達しなかった学生には特別指

導をそれぞれ実施し，学生の学修を援助している（資料5-1-②-4）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

選択科目数を大幅に増やし，また対象を４年生に広げて，多様化する学生のニーズに応えている．

また学科を越えて卒業研究を選べるように配慮している．さらに専攻科では，ほとんどの科目を両

方の専攻の学生が選択できるようにしている．和歌山県内の高等教育機関との間で単位互換を可能

にし，学生の選択の幅を広げている．インターンシップも学校設立初期から実施している．また専

攻科の特別研究と本科の卒業研究とを連携できるように時間割を工夫している．学修の進度が遅い

学生等には補習や特別指導を系統的に実施している．これらのことから配慮されていると判断する． 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か．（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる．） 

 

【観点に係る状況】  

資料 5-2-①-1 実験の見直しの検討 

 

（出典 電気工学科ミーティング記録（2004-2-3）） 

資料5-1-②-4 補講・特別指導実績表 

学年 15年度仮進級者前期成績不振者 計
1 0 16 16
2 31 10 41
3 62 9 71
4 79 40 119
5 74 48 122

合計 246 123 369  

（出典 学生課資料） 
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本校では実践的技術者養成のために実験

実習に多くの時間を割いている．電気情報

工学科を例にとると電気情報工学実験を１，

２年次にそれぞれ２単位，また３，４年次

にそれぞれ３単位配置している．また５学

年には実験実習２単位と卒業研究を８単位

配置し，１～４年次で学んできた内容を応

用できる力を身につけられるように配慮し

ている．実験実習の内容は適宜見直しを行

い（資料 5-2-①-1），時代の要請に応え

ている．また自学自習ができるように，シ

ラバスに学習のスケジュールとともに，各

項目における学習のポイントを解説してい

る（資料 5-2-①-2）．教員が対話型の授

業を取り入れるスキルを身につけられるよ

うに，教育方法の研修や教育ディベートの

講習会等を適宜開設している（資料 5-2-

①-3）．そして種々の情報機器を揃えて，

教員の新しい形態での授業実施を支援して

いる（資料 5-2-①-4）．さらに授業に対

する教員の新しい取組みを支援するために，

平成17年度には「教育奨励費」制度を発足

させている．また学修の進度が遅い学生等

には補習や特別指導を系統的に実施して

いる（資料5-2-①-5，資料5-2-①-6）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

実践的技術者を効率的に養成できるよ

うに実験実習に多くの時間を割いている．

また５学年には卒業研究を配置し，応用

力を身につけられるようにしている．ま

た実験実習の内容は適宜見直し，時代の

資料 5-2-①-2 シラバスの学習のポイント例 

 

（出典 本校シラバス） 

資料 5-2-①-3 ディベート講習会の様子 

 

（出典 本校ホームページ） 

資料 5-2-①-4 使用可能な教育援助機

器一覧 

ノートパソコン 

液晶プロジェクター 

接写可能なカメラ 

液晶テレビ 

ワイヤレスマイク 

（出典 学生課資料） 
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要請に応えている．シラバスには学習のスケ

ジュールとともに各項目における学習のポイ

ントを解説し，学生の自学自習を助けている．教員に対しても適宜講習会を実施し，スキル向上に

努めている．また種々の情報機器を揃えたり，教育奨励費制度を発足させたりする等，教育活動を

支援している．学生に対する補習や特別指導も系統的に実施できている．これらのことから十分配

慮されていると判断する． 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か． 

【観点に係る状況】  

平成６年度より，毎年年度始めにシラバスを作成し，学生に配布している．シラバスには学科毎

の学習目標，科目系統図や各科目の担当者，単位数，必修選択の別，科目の狙いと身につけるべき

内容，成績評価の方法，教科書と参考書，学習のスケジュールおよび特記事項が平易に記載されて

おり（資料5-2-②-1），シラバスを見ることで授業の概要を把握できるようにしている．さらに授

業のスケジュールに対応させて内容毎の自習のポイントも詳しく記載し，自学自習を支援している

（資料前述5-2-①-2）．また学生がシラバスを容易に活用できるように新入生に対して特別教育活

動でシラバスの活用方法を詳しく説明している（資料5-2-②-2）．また教員に対しては実際の授業 

資料 5-2-①-6 特別指導報告書 

 

（出典 学生課資料） 

資料 5-2-①-5 成績不振者への指導報告書 

 
（出典 学生課資料） 
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がどのように行われたかを，授業進捗報告書で

報告してもらっている（資料5-2-②-3）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学習内容やポイントが解説された詳しいシラ

バスが作成され，学生に配布されている．また

シラバスを容易に活用できるように説明会も開

いている．さらにシラバスに記載するだけでな

く，実際の授業の進捗を報告させている．これ

らのことから詳しいシラバスが作成され，活用

されていると判断する． 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（Ｐ

ＢＬなど）の工夫やインター

ンシップの活用が行われてい

資料 5-2-②-2 新入生特別教育活動でのシラバ

スの説明 

 

（出典 新入生特別教育活動スケジュール） 

資料 5-2-②-3 授業進捗報告書 

（出典 学生課資料） 

資料 5-2-②-1 シラバスの記載例 

 

（出典 本校シラバス） 
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るか． 

【観点にかかわる状況】  

本校は昭和44年に「工場実習」という

名の下にインターンシップを始め，現在

まで「和歌山工業高等専門学校学外実習

の履修に関する規則」に沿って毎年第４

学年のほぼ全員が参加している．参加者

はインターンシップ終了後，インターン

シップ報告書（資料5-2-③-1）を提出す

ると共に，学科毎に「インターンシップ

報告会」を開催し，インターンシップで

の体験を報告して，経験を共有すると同

時に，プレゼンテーションの訓練も行っ

ている．これらの報告は毎年「インター

ンシップ報告書」の冊子に纏めて学内外

に公表している．平成11年に機械工学科

の工作実習の中に「創造実習」及び機械

工学実験の中に「自主実験」という名目

の創造性教育を試行し，現在も継続され

ている（資料5-2-③-2）．また物質工学

科でも３年次の物質工学基礎実験の一部

を自由研究にあて，発表会を実施してい

る．さらにこれらの活動を支援するため，

平成17年度から競争的資金の一種として

「教育奨励費」制度を導入しており，組

織的な支援体制を整えつつある． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本校は昭和44年にインターンシップを始め，毎年第４学年のほぼ全員が参加している．参加者は

インターンシップ終了後，インターンシップ報告書を提出すると共に，学科毎に「インターンシッ

プ報告会」を開催するなど，インターンシップが教育に十分活用されている．また実験実習の中に

創造性教育を取り入れる試みを機械工学科および物質工学科で行っている．これらの試みを支援す

るための教育奨励費制度の導入等，組織的に取り組む体制を整えつつある．これらのことからイン

ターンシップやPBLは活用されており，更なる改善に取り組んでいるところである． 

 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか．また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか． 

 

【観点にかかわる状況】  

資料 5-2-③-1 インターンシップ報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 16 年度インターンシップ実施報告書） 
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平成１6 年度機械工学科 

自主実験発表会  
１． 日  時  ２００５年 ２月２４日（木）３・４時限 

２． 場  所  機械工学科２階 多目的実験室 

３． 発表時間  各テーマ 6 分（発表 4 分、質疑応答 2 分）、PP にて発表 
 
順番 報告者 自主実験のテーマ 指導教員 発表予定時刻 

開 会 挨 拶 と 諸 注 意 12:45 ～ 12:48 
１ 野下、野田 人力発電機の設計と製図 谷口 12:48 ～ 12:54 
２ 丸市、南村 ロボットアームの製作 谷口 12:54 ～ 13:00 
３ 浦上、太田 難切削鋼の加工、特殊鋼の加工 西本 13:00 ～ 13:06 
４ 永田、豊永、平木 刃物の切れ味測定―表面仕上げの違い― 西本 13:06 ～ 13:12 
５ 鴻谷、佐藤佑 魔鏡の製作 三原 13:12 ～ 13:18 
６ 井上、岩橋、田名加 ラーメン構造物の応力解析 藤原 13:18 ～ 13:24 
７ 山田将 投石機の弾道計算 藤原･溝川 13:24 ～ 13:30 
８ 岩崎、津志 防振材の研究 久保井 13:30 ～ 13:36 
９ 魚谷 プラスチック基複合材料の製作 久保井 13:36 ～ 13:42 

１０ 亀井 光触媒と金属やガラスを混合し、その特性と強度実験 久保井 13:42 ～ 13:48 
１１ 北垣外、望月、森 SMA(形状記憶合金)を用いたリフトの製作実験 久保井 13:48 ～ 13:54 
１２ 佐藤大、田本 SMA材による熱エンジンの検討 久保井 13:54 ～ 14:00 
１３ 角 非鉄金属の衝撃特性 樫原 14:00 ～ 14:06 
１４ 山根 鉄鋼の衝撃試験 樫原 14:06 ～ 14:12 

休    憩（注：時間変更がありえる） 14:12 ～ 14:25 
１５ 池田 列車の空力特性 坂田 14:25 ～ 14:31 
１６ 井口、辻本、金丸 自動車の空力特性 坂田 14:31 ～ 14:37 
１７ 鍵本、中筋 風力発電における羽根角と効率 坂田 14:37 ～ 14:43 
１８ 伊藤 はばたき飛行機の製作 坂田 14:43 ～ 14:49 
１９ 芝 水の沸騰と気圧の関係の実験 田縁 14:55 ～ 15:01 
２０ 日裏 スターリンエンジンの製作 田縁 15:01 ～ 15:07 
２１ 山下 カブの挑戦 田縁 15:07 ～ 15:13 
２２ 天倉 高速フーリエ変換のプログラムの作成 溝川 15:13 ～ 15:19 
２３ 新保、曽和 PIC を用いたロボピッチャーの制御 溝川 15:19 ～ 15:25 
２４ 山田晋 PIC ポログラムによる PWM 方式のモータ制御 溝川 15:25 ～ 15:31 
２５ 坂本、曽我 ポケコン・8255 を用いたＬＥＤの点灯実験 伊藤 15:31 ～ 15:37 
２６ 寺田、中谷 ポケコンを用いたライントレーサによる走行 伊藤 15:37 ～ 15:43 
２７ 新田、三原 オペアンプを用いたＩＣ温度センサによる温度計測 伊藤 15:43 ～ 15:49 
２８ 有本、田ノ岡、モハマド パソコンを用いた自動制御のシミュレーション 伊藤 15:49 ～ 15:55 
   閉 会  
◎ 発表会は全員、始めから終わりまで出席すること。 
◎ 自主実験報告書と発表要旨集（A4 要旨 1 枚）は各自の指導教員に提出すること。これらの提出

締切り日は２月１８日（金）の午後５時です。 
報告書は学科で保管しますので返却しません。報告書を欲しい学生は複製してください。 

成績評価と単位認定は「学業成績評価並

びに進級及び卒業の認定に関する規則」

（昭和42年制定，平成13年改訂）（資料5-3-①-1）に，また学外での単位認定に関しては「他の高

等専門学校及び高等専門学校以外の教育施設等で修得した単位等の認定に関する取扱要項」にそれ

ぞれ定められ運用されている．成績評価と進級，卒業認定は教務主事，学生主事，寮務主事，学科

主任，各科目責任者で構成されている成績判定会で前後期末に審議している（資料5-3-①-2）．ま

た学外で取得した単位認定は教務主事と主事補，各学科委員で構成された教務委員会で議論してい

る．これらの規定は規則集に載せることはもちろん，学生全員に配布している学生便覧にも載せて

周知を図っている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

成績評価と単位認定に関する規則が整備され，学生便覧に掲載して学生に周知されている．また

これらの事項は上記規則に従って成績判定会と教務委員会で適切に審議されている．よって周知さ

れ，適切に行われていると判断する． 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか． 

 

 

資料 5-2-③-2 機械工学科での創造実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 機械工学科資料） 

資料 5-3-①-1 進級及び単位認定に関する規定 

 

（出典 学生便覧） 
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【観点にかかわる状況】  

本校では低学年に週１時間のHRを実施し，

普段の授業では得られない教養を身に付けら

れるようにしている（資料5-4-①-1）．さら

に前後期の終了時期に２～３日の学校行事を

設定し，普段の授業日では実施しにくい学外

識者の講演や見学会等を行い，学生の視野が

広がるよう配慮している（資料5-4-①-2）．

また新入学生には，４月の早い時期に学校近

くの県立白崎青少年自然の家を利用して，宿

泊研修を実施し，学生間の理解を深めている．

研修では先輩である専攻科生や，教務主事が，

学生生活で必要な事柄などを，実体験を交え

て講話し，新入生に伝えている．また中学ま

での学習法と高専での学習法との違いやシラ

バスの活用法なども説明している（前述資料

5-2-②-2）．また全学生参加の体育大会を年

に２回，学外講師による人権講演会を年１回

行い，仲間との触れあいや人間としての素養を養っている．また平成16年度から研修旅行を学科別

に実施し，海外を含む各学科にふさわしい訪問先を選んで，学生の視野を広げている（資料5-4-

①-3）． 

資料 5-4-①-2 学校行事日スケジュール表（平成 16 年度） 

10 月５日（火）  
  

機械工学科 
 

電気情報工学科（電気工学科） 
 

物質工学科 
 

環境都市工学科 

午

前 
エ イ ズ 講 演 会   

演題：ＡＩＤＳについて    講師：御坊保健所長 野尻孝子 氏   講演場所：100 番教室  集合時刻：9：50 

 
１年生 

午

後 
講  演  会 （講演会終了後：遠足について諸注意）   

演題：南方熊楠と熊野古道  講師：吉川寿洋 氏  講演場所：100 番教室  集合時刻：13：00 

午

前 
球 技 大 会 

集合場所：グラウンド（雨天の場合：第 1 体育館）   集合時刻：8：45 
 
２年生 

午

後 

ビデオ鑑賞 
集合場所：情報センター第 1 演習室 
集合時間：13：00 

ビデオ鑑賞 
集合場所：情報センター第３演習室 
集合時間：13：00 

ビデオ鑑賞 
集合場所：視聴覚教室 
集合時間：13：00 

ビデオ鑑賞      

集合場所：ＨＲ教室 
集合時間：13：00 

午

前 
ビデオ鑑賞 

集合場所：ＨＲ教室  集合時刻：10：00 

ビデオ鑑賞 
集合場所：視聴覚教室 
集合時間：8：45 

3 年生 
午

後 

工場見学 
見学先：エクセディ、シマノ 
集合場所：ピロティー前 
集合時刻：8：00 
引率者：溝川 

講 演 会 
講演テーマ：卒業生からのメッセージ 
講演者：ダイニチ㈱ 小竹左知  氏 
集合場所：階段教室        集合時刻：13：00 

校外見学 
＜スクールバス＞ 

見学先：人と防災未来センター 
集合場所：ピロティー前 
集合時刻：8：20 
引率者：辻原教員、谷専門職員 

午

前 
 
4 年生 

午

後 

研修旅行（５～８日（物質は６～８日）） 
機械工学科：東京  電気情報工学科：韓国  物質工学科：沖縄  環境都市工学科：関東、東京 
引率：田縁、西本     若野、謝      （準 備 日）       大久保、三岩 
                        土井、河地 

午

前 

講  演  会 
講演テーマ：―社会保障―公的年金制度を考える 
講演者：社会保険庁 和歌山社会保険事務局 年金広報専門員 松下忠三郎 氏 
集合場所：階段教室        集合時刻：9：50 

 
5 年生 

午

後 
ス ポ ー ツ 大 会 

集合場所：グラウンド（雨天の場合：体育館）   集合時刻：13：00 
卒研中間発表準備 

集合場所：5Ｃ教室  集合時刻：13：00 

卒研中間発表会 
集合場所：専攻科棟 3 階教室 
集合時刻：13：00 
 

 

（出典 学生課資料） 

資料 5-4-①-1 ＨＲ配置表 

学年 １年 ２年 ３年
ＨＲ

時間数
30 30 30

 

（出典 学生便覧） 

資料 5-3-①-2 成績判定会議議事録 

平成 1６年度１～４学年学年末成績判定会議議事概要 
 
日時 平成 17 年 3 月 18 日 10：00～11：30 
場所 本館会議室 
出席者  藤本教務主事、雑賀教務主事補、小池教務主事補、赤崎教務主事補（社会）欠席、溝口（理

科）、西芝（体育）、森川（外国語）、日吉（数学）、手島（国語）、坂田（機械）、山口（電気

情報）、山川（物質）、小川（環境都市）、谷口学生主事（オブザーバー）、米光寮務主事（オ

ブザーバー）、千原学生課長、瀬戸教務係長 
議事概要 
  藤本教務主事から、資料の説明の後、各主任から成績が不振である学生について説明があった。 
   
１．１学年 

日吉学年主任から、１D 中早が中間時点から厳しい状況にあり、進路変更を進めている。手島１D
担任から紀央館高校の２年生に編入予定であるとの説明があった。 

２．機械工学科 
坂田機械工学科主任から説明があった。 
２学年 
  矢田は留年であるが、以外は仮進級でお願いしたい。 
３学年 
  全員（５名）仮進級でお願いしたい。 
４学年 
  豊永は休学状況であるが本人はもう一度履修する方向である。亀井は留年になる。 
  井口は１科目が前期終了科目で特別指導を受け合格しているので、仮進級でお願いしたい。 
  津志は病気（難病）で前期は勉強出来なかったが後学期で頑張っている。前期終了科目で特別

指導を受け２科目合格しており仮進級でお願いしたい。 
３．電気情報工学科 

山口電気工学科主任から説明があった。 
 ２学年 
   仮進級対象者はいるが、留年対象者はいない。 
 ３学年 
   井上は勉学意欲をなくしており、３年生をもう一度履修する予定である。２年生の仮進科目

の修得に専念した。 
   上畑は留年であるが専門学校へ進路変更で進んでいる。大隣、細川も留年であるが単位制の

高校へ転入予定である。 
   菊池と松本は仮進級でお願いしたい。 
 ４学年 
   菅は専門学校へ進路変更予定である。 
   山本友人は３科目欠点であるが、特別指導で２科目合格をしており、仮進級でお願いしたい。

４．物質工学科 
   山川物質工学科主任から説明があった。  

（出典 成績判定会議議事録） 
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【分析結果とその根拠理由】  

低学年への週１回のHR，前後期の

終了時期に設定された学校行事を通

じて，人間的素養や視野を広げるた

めの施策を実施している．新入学生

には，入学当初に宿泊研修を行い，

高専での心構えや学習法等を説明し

ている．全学生対象にも体育大会や

人権講演会を行っている．さらに学科別の研修旅行を実施し，学生の視野を広げている．これらの

ことから人間の素養の涵養がなされるよう配慮されていると判断する． 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか． 

 

【観点にかかわる状況】  

本校では教育研究目標に「豊かな人間性をもつ・・」と明記し，あらゆる機会を通じて学生の人

間としての素養の涵養が図られるように配慮している．とりわけ本校の学生定員の過半数の527名

の寮生数（資料5-4-②-1）を有する学生寮を通じての生活指導や課外活動は大きなウエイトを持っ

ている．日々の集団生活はもとより，グリーンキーパーと呼んでいるボランティア活動，寮生会活

動，寮生の指導に当たっている指導寮生で構成された指導寮生委員会活動，そして年に数回行って

いる学年毎の生活指導等を通じて，学生の人間としての素養の涵養を図っている． 

また単車や自動車で通学している学生に対しては年に２回，全国交通安全運動に呼応して命の尊

さや安全運転等についての講演会等を開催してい

る．さらに女子学生のために別途「女子学生対象

講演会」と銘打って女性の問題等の講演会も開催

している（資料5-4-②-2）．また法律や校則を破

る行為をした学生に対しては，学校，保護者が一

体となって指導を続けている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

全学生の過半数の学生が生活する学生寮でも

日々の集団生活，ボランティア活動，寮生会活動，

指導寮生委員会活動，生活指導

等を通じて，学生の人間の素養

の涵養を図っている．交通安全

に関する講話や人権講演会，女

子学生対象講演等会等，多くの

機会を通じて学生の人間の素養

資料 5-4-①-3 平成 16 年度研修旅行先一覧 

学科 行先 日程 主な見学先

機械
工学科

東京 １０月５～８日
航空宇宙技術研究センター国立科学博物館，

航空博物館等

電気情報
工学科

韓国 １０月５～８日
統一展望台，三星電子デジタルギャラリー，

サイエンスホール，国立民族博物館等

物質
工学科

沖縄 １０月５～８日
琉球ガラス村，ひめゆりの塔平和記念公園，

首里城等

環境都市
工学科

関東 １０月５～８日
富士急ハイランド，山梨リニア実験センター，
　　環状7号線地下調整池，六本木ヒルズ  

（出典 学生課資料） 

資料 5-4-②-1 寮生数の推移 

寮生数

470

480

490

500

510

520

530

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

年度

人

 
（出典 学生課資料） 

資料 5-4-②-2 女子学生対象講演会のテーマ 

年度 月日 テーマ 講師
6月20日 「もっと素敵に－好印象を与えるために－」蒲原牧子氏

12月19日 「女子学生のための就職講座」 尾崎美沙氏、宮本敏和氏
15 12月18日 「現代作法について」 田渕福美氏
16 1月20日 「アロマテラピーについて」 南藤昭美氏
17 6月30日 「出会い」 針生祐子氏

14

 

（出典 学生課資料） 
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の涵養が図られるように配慮している．

校則違反等を犯した学生には学校・保

護者一体となった指導を続けている．

これらのことから人間の素養の涵養が

図られるよう配慮されていると判断す

る． 

 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育

との連携を考慮した

教育課程となってい

るか． 

 

【観点に係る状況】  

本校の専攻科には本科の機械工学科

と電気情報工学科の卒業生を対象とし

たメカトロニクス工学専攻と，物質工

学科と環境都市工学科の卒業生を対象

としたエコシステム工学専攻の二つの

専攻からなり，それぞれ本科の科目と

関連した科目を開設している（資料5-

5-①-1）．また専攻科では異なったバ

ックグラウンドを持つ学生が一緒に学

び易いようにそれぞれの専門科目だけ

でなく，両方の専攻の学生を対象にし

た専門共通科目を12科目24単位設定し

ている（前述資料5-1-②-1）．さらにそれぞれの専攻を対象とした専門専攻科目においても，基礎

となる２つの学科のいずれの卒業生も受講できるように，メカトロニクス工学専攻においては「ロ

ボット工学」や「材料科学」，「生産工学」等，エコシステム工学専攻においては「応用材料工

学」，「地域環境工学」等，両方の学科のバックグラウンドで受講できるような科目を多く設定し

ている．また技術者としてのより深い一般教養を身につけるための一般科目として，技術者倫理，

英語を含むコミュニケーション，それにアジアとの連携を模索する科目を計６科目12単位開設して

いる． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

専攻科では，基礎となる本科の科目と関連した科目を開設している．また異なったバックグラウ

ンドを持つ学生も容易に学べるように専門共通科目を12科目24単位設定している．さらに専門専攻

科目においても，基礎となる両方の学科の卒業生が受講できる科目を多く設定している．さらに技

術者としての教養を身につけるために，分野を厳選した一般科目を６科目12単位開設している．こ

れらのことから連携を考慮した教育課程となっていると判断する． 

資料 5-5-①-1 カリキュラムの関連図 

 
（出典 専攻科認定申出書） 
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観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる．）され，教育課程の体系性が確保されているか．また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか． 

 

【観点に係る状況】  

専攻科では本科で培った専門を基礎に，各専攻の中心的な科目をより掘り下げ，それぞれの専攻

で専門家としての素養を深めると同時に，これまで培ってきた自己の「技術の幅を広げる」ことを

教育理念として謳っている． 

これらの目的を考慮して，専門を深めるために各専攻の中心となる「専門専攻科目」を両方の専

攻に配置している．また技術の幅を広げるために両方の専攻から選択できる専門共通科目を設定し，

さらに上述の専門専攻科目においても，他の専攻から選択できるように配慮している．同じく教育

理念の中に「地域環境に配慮する」ことも謳っており，この目的のために専門共通科目の中に環境

に関連した科目を導入している．これらの課程に加えて，技術者としてのより深い一般教養を身に

つけるための一般科目として，技術者倫理，英語を含むコミュニケーション，それにアジアとの連

携を模索する科目も開設している（前述資料5-1-②-1）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

技術の幅を広げるために両方の専攻から選択できる専門共通科目を多く配置し，専門専攻科目も

他の専攻から選択できるようにしている．また地域環境に配慮するために専門共通科目の中に環境

関連の科目を導入している．これらに加えて技術者倫理，英語を含むコミュニケーション，それに

アジアとの連携を模索する科目を一般科目として開設し，技術者の素養を身につけている．これら

のことから教育の目的を達成するために適切なものになっていると判断する． 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる．）に配慮してい

るか． 

 

【観点に係る状況】  

「学生が自らの興味で自己の技術の幅を広げられる」ことを理念として謳っている．その目的の

ために専門共通科目については基本的に両方の専攻の学生が選択できるように配慮しており，専門

専攻科目においても，その専攻の学生だけでなく，他専攻の学生も受講できるようにしている．ま

た平成16年度には高等教育機関コンソーシアム和歌山の単位互換協定に加盟し，加盟している他の

教育機関で単位を取ることを可能にしている（資料5-5-③-1）．また和歌山県インターンシップ推

進協議会を通してインターンシップを行い，２週間から２ヶ月の実務で２単位を与えている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学生の興味に合わせて，専門共通科目，専門専攻科目とも両専攻の学生が受講できるよう配慮し 
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ている．また高等教育機関コンソーシア

ム和歌山に加盟するとともに和歌山大学

と単位互換を行っており学生の選択の幅

を広げている．さらにインターンシップ

への参加で単位を与えている．よって社

会からの要請等に対応した教育課程の編

成に配慮している． 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らし

て，講義，演習，実験，

実習等の授業形態のバ

ランスが適切であり，

それぞれの教育内容に

応じた適切な学習指導

法の工夫がなされてい

るか．（例えば，教材

の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，情報機器の活用等

が考えられる．） 

 

【観点に係る状況】  

本校の専攻科の修了に必要な単位数は62単位であるが，その中で「工学特別ゼミナール」，「工

学特別実験」，「特別研究」の３科目22単位を必修科目としている．さらに選択科目としてインタ

ーンシップ（２単位）を設定し，修了に必要な単位数の約１／３をこれら実験・実習科目として学

生の自主性向上を図っている（前述資料5-1-②-1）． 

また本校専攻科は２つの専攻で構成され，各専攻の定員は８名に設定している．このため専攻科

では両専攻合同の授業でも受講者が16名と少なく，その分，学生との対話や討論を行い易く，きめ

細かな授業の実現をサポートしている．また専攻科での開設科目（メカトロニクス工学専攻：34科

目，エコシステム工学専攻：35科目）のほとんどは選択科目とし，必修科目は６科目のみとなって

いる．さらに選択科目の内の12科目は，いずれの専攻の学生も選択できる専門共通科目としており，

学生が興味を持つ科目を中心に受講できるよう配慮している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

修了に必要な単位数の約１／３をこれら実験・実習科目として学生の自主性向上を図っている．

専攻科の定員が本科の１割と少なく，またほとんどの開設科目を選択科目としたことで，少人数の

対話型教育を実現させている．よって授業形態のバランスが適切であり，適切な学習指導法の工夫

がなされていると判断する． 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか． 

 

資料 5-5-③-1 単位互換協定に加盟 

 

（出典 本校ホームページ） 
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【観点に係る状況】  

工学特別実験の一部では学外に出向いて

現地調査を行うといったフィールドワーク

を取り入れている．またマルチメディア室

に設置しているＯＡ機器を用いてデータの

作成からプレゼンテーションまでを行って

いる．さらに各講義室にスクリーンを備えるとともに，ノートパソコンやプロジェクター，教材投

影機等が自由に使用できる環境を整えて，教員が行う授業の工夫や改善の支援体制を整えている

（前述資料5-2-①-4）． 

本科のインターンシップは歴史があるが，専攻科は設置後３年しか経っていないこともあり，イ

ンターンシップの参加者は少ない（資料5-6-②-1）．しかしインターンシップを社会の修学体験，

実地訓練の場，そして学習の動機付けの場として捉えて，期間を２週間～１ヶ月と本科よりも長期

に設定して学生の選択を促している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

教員が行う授業の工夫や改善のサ

ポートができている．インターンシ

ップは未だ専攻科の歴史が浅い事も

あり，実績が少ない．よってインタ

ーンシップの活用が行われているが

実績は少ない． 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成

の趣旨に沿って，

シラバスが作成さ

れ，事前に行う準

備学習，教育方法

や内容，達成目標

と評価方法の明示

など内容が適切に

整備され，活用さ

れているか． 

 

【観点に係る状況】 

専攻科修了生が到達すべきレベル

を平易に表現した「学習・教育目

標」をシラバスの最初に掲載してい

る．そしてその到達目標の達成度の

評価方法等も詳しく説明し，学生の

学習の一助となるように工夫している．さらに授業の完了時には学生自らが学習目標に対する達成

資料 5-6-②-1 専攻科でのインターンシップ実績 

年度 参加者数 インターンシップ先
15 1名 セイコー製作所
16 1名 ノーリツ鋼機（株）
17 3名 県水産増殖試験場他  

（出典 学生課資料） 

資料 5-6-③-1 自己達成度評価表（１ページ目） 

 
（出典 学生課資料） 
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資料２－２  授業完了報告書 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

有機機能材料 

Functional Organic Mate

rial 

選 
 

高木浩一 

２年E 

 
２ 半期３０時間 

授業時間 ３０時間（内訳：講義２２時間、演習６時間、発表会２時間） 

受講者数 ４名 

学生別学習保

障時間 
上西純平（２８）、宮本恵里（３０）、宮脇美枝（２４）、藪井佑輔（２８） 

学習・教育目標

コンピューターを用いて、有機化合物の特性を計算し、それを用いた材料を創生していく場合の方

法論を学ぶことを目指している。そのためこの授業を通じて目標とする能力は以下のとおりである。

１、単純ヒュッケル計算ができる。 

２、分子軌道計算から出てくる数字から有機化学の理論を説明することができる。 

３、対称性を利用して計算を簡略化できる。 

４、材料設計していく場合の例をあげることができる。 

授業実施方法

１の項目を達成するために 

原子軌道関数の成り立ちを説明し、分子に拡張するときの近似方法としてLCAO-MOについて話をし

た。そしてもっとも確からしい分子軌道を導く手段として変分法について話をし、実際に演習をお

こなった。 

２の項目を達成するために 

パイ電子を有する化合物の計算方法としての単純ヒュッケル法について話をし、コンピューターを

用いて解き、そこから出てくる数字の意味を説明した。実際の分子に適用し、有機化学で説明され

ている内容をコンピューターから出てくる数字と照らしあわして説明できるかどうか演習問題を課

し発表会を行った。 

３の項目を達成するために 

群論の話を行い、行列式の簡素化の方法論について話をした。単純ヒュッケル計算で出てくる高次

の行列を簡素化し、単純ヒュッケル計算を手で解くことができるようにした。 

４の項目を達成するために 

色素分子の波長設計をしていく場合の方法論いついて文献を読み、解説した。その後演習問題を課

して到達度をチェックした。 

学生の到達度

到達度評価は最終の確認問題と演習レポートと口頭発表とする。上記に掲げた１～４の能力に関し

て、以下のような評価判断でCランクが取れれば達成したとする。 

            評価の判断 

確認問題     Aランク：100～90点 

         Bランク： 89～70点 

             Cランク： 69～60点 

         Dランク： 59点以下           

評価の判断 

レポート、演習等 Aランク：よく調べられて簡潔でわかりやすい 

Bランク：よく調べられているが説明が冗長である。 

Cランク：調べられているが調査不足で説明が物足りない。 

Dランク：報告しない、もしくはできない 

Ｃランク以上であれば目標を達成したとする。 

上西純平Ｂ、宮本恵里Ａ、宮脇美枝Ｃ、藪井佑輔Ａ 

 学生の自己 

達成度 

  上西純平  宮本恵里  宮脇美枝   藪井佑輔 

 

 学生の授業アンケートおよび要望 

少人数のため演習を行って能力をつけることができたが、演習や宿題が多いという意見が多かった。 

 

度を自己評価する「自己評価書」（資料

5-6-③-1）を，教員の作成する「授業完

了報告書」（資料5-6-③-2）とともに提

出し，専攻科委員会で審査している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学習・教育目標を記載したシラバスを

作成するとともに，授業終了時には教員

が作成する「授業完了報告書」とともに，

学生が自らの達成度を自己評価した結果

を記載する「自己評価書」を提出させて，

学習目標の達成度を明確にしている．よ

って内容が適切に整備され，活用されて

いると判断する． 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するに

ふさわしい研究指導

（例えば，技術職員な

どの教育的機能の活用，

複数教員指導体制や研

究テーマ決定に対する

指導などが考えられ

る．）が行われている

か． 

 

【観点に係る状況】 

特別研究の各テーマには，主担当の教員である主査に加えて，主査をサポートする教員の副査を

配置し，マンツーマンのきめ細かな個人指導を進めるとともに，複数人の教員で指導することによ

り，教員の資質による指導の偏りを防いでいる（資料5-7-①-1）．そして平成17年度からは研究テ

ーマの設定の際に主たる指導教員である主査に特別研究計画書を作成してもらい，半期ごとに計画

に対する進捗状況を特別研究指導計画書（資料5-7-①-2）として纏めて専攻科委員会に提出させて

いる．学生にはこれらの進捗報告を兼ねて年に２回の研究発表を実施している． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

特別研究においては，主査・副査による指導を実施し，研究テーマ作成に際しても複数の教員で

その妥当性をチェックしている．また年に２回，学生に進捗状況を発表させて，きめ細かでかつ適

切な指導を実現している．よって専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われていると判断す

る． 

資料 5-6-③-2 授業完了報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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平成16年度電気工学科卒研の指導体制と研究室 4月20日

主査 副査 テーマ 本科生氏名 研究場所 専攻科生氏名 専攻科生の副査

○山口 渡邊 薄膜太陽電池の作製に関する研究－CuIn(S,Se)2太陽電池 2 浅井　佑 2M仲　成浩 藤本

薄膜太陽電池の作製に関する研究－Cu(In,Ga)(S,Se)2太陽電池 5 石橋　卓也 １階 1M酒井　誉平 山吹

薄膜太陽電池の作製に関する研究－色素増感太陽電池 19 小林　亮太 高電圧実験室 1M平尾　敏廣 藤本

太陽光発電システムの性能評価に関する研究 37 巻川　晃典 Ａ１３６

42 森田　真吾

43 山田　耕治

○藤本 山吹 香りセンサの基礎的検討 6 梅本　博司 2M置田　秀一 猪飼

ガスセンサの温度変化の解析 9 大谷　真司 ２階

ガスセンサの表面反応の解析 12 加藤　孝一郎 自動制御実験室

半導体レーザのモード解析 20 坂本　翔平 Ａ２３３東

24 中谷　晃司

31 服部　充宏

○猪飼 森 放電加工の電磁波ノイズ 1 赤岩　松太郎 １階 2M松尾　太一郎 山吹

ポーラス電極による放電加工 3 飯田　雄幸 電気応用実験室

8 大谷　耕司 Ａ１３５

22 炭　章太

○徳田 若野 13 川野　裕亮

14 木下　恭彰 ３階

21 鈴木　章生 通信実験室

23 寺田　泰幸 Ａ３３１

40 森口　雄一朗

山口 ○若野 ソーラー・ディスプレイ 11 梶山　真司

正弦波ディジタル発振器の性能評価 16 久保　高彦 ２階

赤外線センサの応用 29 西川　永康 自動制御実験室

36 藤野　貴志 Ａ２３３西

39 松本　晋輔

44 湯船　貴志

○雑賀 渡邊 画像修復アルゴリズムに関する研究１（最大事後周辺確率推定法の応用） 18 桑原　隆史 ３階 2M森　研太 徳田

28 成川　智久 通信実験室 1M白井　佑季 徳田

32 林　秀行 Ａ３３１

適応光学における波面推定法の構築

○山吹 雑賀 配電系統における雷遮へい理論式に関する研究[実験・理論計算] 10 大野　真義 ４階 1M輪玉　信大 猪飼

電磁誘導を応用した雷電流波形測定法の開発[製作・実験・数値処理] 33 菱山　善澄 照明実験室

電力系統における数値電磁界解析に関する研究[実験・プログラミング] 38 松川　芳巳 Ａ４０５

３次元磁界センサーの開発[製作・実験・数値処理]

藤本 ○森 ネットワークセキュリティに関する研究－システムログの解析ツールの検討 15 貴志　俊樹

データベースに関する研究-定期試験データベースの利用状況の調査 17 串上　真太朗 ２階
インバースハーフトーンに関する研究-カルマンフィルタによるインバースハーフトーン手法の最適化 25 中山　和明 電気磁気実験室

カラーハーフトーンに関する研究-複数のマスクパターンによるカラーハーフトーンの検討 27 長野　良将 Ａ２３１

45 ハビエル

徳田 ○謝 震災直後の火災における消火エージェントの行動モデル 4 石川　博基 1M立花　敦 雑賀(主査)

御坊・日高地区における震災直後の火災の予測 26 長井　哲也 ３階

セルオートマトンによる拡散のモデル化と解析 30 野久保　宏幸 通信実験室

自然現象のCG表現とその応用 34 平尾　智紀 Ａ３３１

複数エージェントの協調行動の獲得

猪飼 ○村田 FDTD法によるマイクロ波フィルタの解析 7 尾崎　宏樹 ２階

Linuxによる新演習室学習環境の構築 35 福壽　啓太 電気磁気実験室

ロボットシミュレータを用いたプログラミング学習方法の開発 41 森下　雄太 Ａ２３１

振動片方式粘度計に関する研究（ハードウェア主体）
-防振や振動源の適正選択による測定範囲の拡大などに関する研究

振動片方式粘度計に関する研究（ソフトウェア主体）
-Visual Basicを用いた最適な（測定時間、測定精度等）信号処理
方法に関する研究

画像修復アルゴリズムに関する研究２（線過程を含むマルコフ確率
場モデルの応用）

No.

1 D3,E1,G1 B C

2 教員との討議。論文要約。 B B

3 教員との討議。実験資料。 B B

4 報告書。中間発表会評価。 B C

5

クロメン化合物の合成と物性

自己評価

ランク 点数

30%

30%

70点

90点

成績評価(教員)

90点

70点

10%

30%

計画書。
実験計画を立てることがで
きる。

計画書の作成指導。

論文輪講。教員との討
議。

実験結果についての討
議。

報告書の製作指導。 H1

達成目標に到達することができなかった。
指導教員によるきめ細かな補助のもと、設定した目標に到達した。

成績評価基準※

判断基準

D

JABEE項目※

実験をまとめて報告書にま
とめることができる。

評価方法
※

配分
※

学習・教育目標
※

指導方法
※

文献等を調査し、研究を遂
行してゆける。

実行した内容をまとめ、説
明することができる。

G2

F1

A
B
C

59点以下

100点～91点
90点～81点
80点～71点

E
70点～60点

雑　　賀　　洋　　平学 生 氏 名
※高　　木　　浩　　一　

自主的に、設定した目標に到達した。
ほぼ、自主的に設定した目標に到達した。
指導教員による補助のもと、設定した目標に到達した。

80点

80点

90点

研　究　の　進　捗　状　況

高木

　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別研究実施計画・指導報告書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

備考

教員氏名
※

さ　　い　　か　　　　　よ　　う　　へ　　い

研究課題
※

ふ　　り　　が　　なた　　か　　ぎ　　　　こ　　う　　い　　ち　　

80点

実施報告チェック欄

総　　合　　成　　績

８１点・B
研　究　の　実　施　時　間

雑賀

H１７ 年10 月８ 日 H17 年10 月８ 日

学年・クラス※

研　　究　　概 　要※

クロメン化合物はフォトクロミック性を示し、光によって色の変化をきたすことができる化合物である。また、金属イオンが存在すると金属イオンを取り込
み色が変化する。これに光エネルギーを与えると、金属イオンを放して元の化合物に戻ることができる。このような性質を利用して、水中から金属イオン
を抽出するための分子設計を行う。

２M

専門領域※ 専門工学系
（有機化学）

実施計画チェック欄

H１７ 年４ 月14 日 H１７ 年４ 月14  日

ふ　　り　　が　　な

実　　　施　　　期　　　間※

平成17年度・前期

指導教員印 学生のサイン 指導教員印 学生のサイン

高木 雑賀

210時間
4月下旬に6ヶ月間の研究計画を提出することができた。

中間発表のための要旨とプレゼンテーションを行なった。
文献検索を行ない文献内容を理解した。

学習･教育目標、指導方法、評価方法、JABEE項目、成績評価
コメント欄

 

資料 5-7-①-1 主査・副査担当表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 電気情報工学科ミーティングメモ） 

資料 5-7-①-2 特別研究指導計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 専攻科委員会資料） 
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか．また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか． 

 

【観点に係る状況】  

専攻科の成績評価や単位認定，終了判定は，学則で定めた終了判定会議で議論し，その結果を議

事として残している．また17年度から授業が終われば授業完了書を提出し，成績評価については，

その根拠を示すデータとともに資料として残し，客観性を持たせるように配慮している．また答案

用紙と成績評価の根拠となった資料は電子ファイルとして保存している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

複数人による専攻科修了判定を行い，達成状況等を絶えず議論している．成績評価や単位認定，

終了判定は成績判定会議で行い，根拠書類を残している．よって適切に実施されていると判断する． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】  

本科では一般科目と専門科目とを適切に配置している．また４年生から選択科目を配置するなど，

学生のニーズに応えている．インターンシップは１単位の選択科目としており毎年４年生全員が経

験している．シラバスには学習のスケジュール等とともに学習のポイントを解説し，学生の自学自

習の一助としている．さらに授業の進行状況を授業進捗報告書で常に確認している．学生にはシラ

バスの使用法を新入生の合宿で説明している．またインターンシップ終了時には報告会を行い，報

告書を冊子に纏めている．教育上の工夫を支援するシステムも整備され，機械工学科では創造実習

や自主実験を実施している．進級や成績判定に関する規定も整備され，学生に周知されている．学

生の人間的素養を養うため，１～３年にホームルームを配置するとともに，前後期の終了時に学校

行事日を設け，学外の有識者の講演会等を実施している．またこの時期に４年生の学科別研修旅行

を，海外を含む各学科にふさわしい訪問先を選んで実施している．さらに本校学生の過半数が生活

する学生寮では共同生活はもとより，ボランティア等の活動を通じて人間教育を行っている．また

女子学生対象の講演会も実施している． 

専攻科では本科と関連した科目を配置し，その多くを選択科目としていずれの専攻からも選択可

能として学生のニーズに応えている．また高等教育機関コンソーシアムへの加盟や和歌山大学との

単位互換協定の締結を通じて，学生の選択の幅を広げている．インターンシップも実績は少ないが，

実施できている．また教員の教育上の工夫をサポートする機材や支援システムも整備している．特

別研究の指導は複数で行っている．成績評価等も成績判定会議で議論し，その根拠を残している． 

【改善を要する点】  

学生が自ら学ぶ教育方法について，組織として検討する必要がある．また実社会の就業を経験し

て実践的問題解決能力のある学生を養成するために，長期のインターンシップへの参加を増やす必

要がある． 

 

（３）基準５の自己評価の概要 



和歌山工業高等専門学校 基準５ 

 49

本科では一般科目と専門科目とを適切に配置し，４年生から選択科目を配置して学生のニーズに

応えている．インターンシップも毎年４年生全員が経験し，視野を広げている．学習のスケジュー

ルや学習のポイントを解説したシラバスを作成し，その使用法を説明するなど，学生の自学自習を

支援している．教員には授業の進行状況を授業進捗報告書で報告してもらい，進捗を確認している．

教育上の工夫を支援するシステムを整備し運用している．進級や成績判定に関する規定も整備され，

学生に周知している．１～３年のホームルーム，学校行事日での講演会，学科別研修旅行等を通じ

て人間的素養を養っている．さらに過半数の学生が生活する学生寮での共同生活やボランティア等

の活動を通じて人間教育を行っている． 

専攻科では本科と関連した科目を配置し，その多くを選択科目とし，さらに高等教育機関コンソ

ーシアムへの加盟や和歌山大学との単位互換協定で学生のニーズに応えている．実績は少ないが，

インターンシップも実施できている．特別研究の指導は複数で行い，成績評価等も成績判定会議で

議論し，その根拠を残している． 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校では卒業生が社会で要求されている資質や能力を身に付けているかどうかを把握するために

卒業生を受け入れている企業関係者や卒業生自身にアンケート調査を行っている（資料6-1-①-1，

資料6-1-①-2，資料6-1-①-3）．また外部有識者を委員とする諮問委員会（後述資料11-2-①-1）

や専攻科検討会，数学や国語等の科目検討委員会を適宜開催し，本校の教育課程や学習・教育目標

が適切か否かについての意見を積極的に聴取し，本校の教育改善を図っている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本校卒業生が卒業時に身に付けておくべき能力等について卒業生を受け入れている企業や卒業生

自身，そして外部有識者を委員とする委員会等で本校の教育全般に対する意見を適宜聴取出来てい

る．よって十分では無いが，客観的な評価

を得ていると判断する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 6-1-①-1 企業アンケート 

（出典 国立高等専門学校協会教育方法改善プロジェクト

報告書 平成 14 年 3 月） 

資料 6-1-①-2 卒業時に求められる資質 

 
（出典 国立高等専門学校協会教育方法改善プ

ロジェクト報告書 平成 14 年 3 月） 
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか． 

 

【観点に係る状況】  

本科では定期試験を年に4回実施して学生の学習達成度を把握し，その結果，学習達成度が低い

と判断された学生に対して，科目担当教員が中心となって補講プログラムを実行し，学習達成度の

向上を図っている（資料6-1-②-1）．このような地道な活動を続けた結果，年によって変動がある

が，毎年20～30名に上っていた留年者数を徐々に

減少させることに成功している（資料6-1-②-2）．

卒業研究や特別研究では学科毎に年に数回の発表

会を実施して進捗状況を把握し，主査・副査によ

る複数指導体制と相まってきめ細かな指導を続け

ている．さらに卒業研究，特別研究での優秀な研

究に対しては卒業式で表彰して学生への動機付け

を行っている．また学内で学生の学会発表旅費を

予算化する等，学生の学会発表も積極的に支援し

ている（資料6-1-②-3）．さらに実用英語検定や

工業英語検定合格者に英語の外部単位を認める等，

学外の資格取得を奨励し，学生の能力向上を図っ

ている． 

 

資料 6-1-①-3 企業アンケート回答 

 

（出典 国立高等専門学校協会教育方法改善プロジェクト報告書 平成 14 年 3 月） 

資料 6-1-②-1 平成 16 年度補講の実施状況 

補講実施回数

0
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年度
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（出典 教務係提出の補講計画書） 
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【分析結果とその根拠理由】  

学習達成度の低い学生に対しては十分な補講を行っており，その結果留年者数が年々減少してい

る．また卒業研究や特別研究では複数教員での指導を実施しており，きめ細かな指導を実現してい

る．この結果，学会などの学外での発表件数も増加傾向にあり，内容の充実が図られている．さら

に実用英語検定や工業英語検定合格者に単位を与える等，外部の資格取得を支援できている．よっ

て効果が上がっていると判断する． 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか． 

 

【観点に係る状況】  

本科では４学科計

150名前後の卒業生を

輩出し,その60～70％

は就職を希望し，残り

が専攻科入学ないし大

学３年編入を希望して

いる（資料6-1-③-1）．

就職状況は一般に，企

業業績や経済活動の影

響を強く受けるが，本

校卒業生に対してその

ような影響は認められ

ない．本科卒業生の就

職希望者数は，全卒業

資料 6-1-②-2 留年者数の推移 
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（出典 成績判定会資料） 

資料 6-1-②－3 学生の学会発表件数 
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（出典 後援会旅費支払い記録） 

資料 6-1-③-1 進路状況一覧 

 

（出典：学生課資料） 
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生の約70％程度の100名前後であるが，それ

に対して企業からの求人数は800～900人にも

達し（資料6-1-③-2），その結果希望者全員

が就職している．残りの30％を占める約60名

の進学希望者も，ほぼ全員が本校専攻科を含

む国公立大学への編入学を果たしている（資

料6-1-③-3）．また専攻科では現状その認知

度が低いにもかかわらず，修了生の高い学習

意欲や資質により，就職・進学率とも100％

を続けている（資料6-1-③-4）． 

 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本校卒業生に対する企業からの評価は高く，例年

就職希望者に対して８～９倍もの求人数を確保でき

ている．また進学希望者はほぼ全員が本校専攻科や

希望の国立大学に進学している．歴史が浅い専攻科

修了生も同様の状況となっている．よって教育の成

果や効果が上がっていると判断する．  

 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか． 

 

【観点に係る状況】  

本科では学生が学習内容を自己の専門と結びつけ易いように，一般科目と専門科目との連携を急

ピッチで進めている．その結果高学年になると学生は目的意識を明確に持ち，学習内容への関心度

が高くなっている．これらの成果は卒業研究や研究発表など積極的な姿勢となって現れている（資

料6-1-④-1及び前述資料6-1-②-3）．また専攻科では学生自身が自己の学習達成を把握・評価でき

資料 6-1-③-3 本校卒業生の進学先 

（出典 学生課資料） 

資料 6-1-③-2 本校卒業生への求人数の推移 

 

（出典 学生課資料） 

資料 6-1-③-4 卒業・修了者の進学状況 

 

（出典：学生課資料） 
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るように，授業終了後に「自己達成度評価表」を作成し自己分析と反省材料にしている（前述資料

5-6-③-1）． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

本科では学年が進むにつれて学生が自己の目的意識を高めている．これらは学生の研究発表の増

加となって現れている．また専攻科では授業終了時に「自己評価書」を作成し，自らの達成度を把

握・評価している．よって学校の意図する教育の成果や効果が上がっていると判断する． 

  

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか．

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか． 

 

【観点に係る状況】  

卒業（修了）生の学習達成状況は，学生が就職した企業に対してアンケートを実施し（前述資料

6-1-①-1），学習教育目標の見直しに使用している（前述資料6-1-①-2）．また数年に一度と頻度

資料 6-1-⑤-1 卒業生へのアンケート 

 

（出典 教育方法改善プロジェクト報告書） 

資料 6-1-④-1 学外における研究発表 

 

（出典：学生課資料) 
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は低いが，本科卒業生や専攻科修了生自身に対

してアンケート調査を実施し（資料6-1-⑤-1），

本校の教育に対する意見を聴取している（資料

6-1-⑤-2）．さらに外部有識者で構成している

諮問委員会や，個別の科目や専攻科で実施して

いる外部有識者を交えたカリキュラム検討会や，

教育検討会を実施し，カリキュラムのみならず

本校の教育全般の見直しに役立てている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

卒業（修了）生が就職した企業に対して，卒

業（修了）生の学習達成状況等についてのアン

ケート調査を実施している．また卒業生（修

了）自身に対してもアンケート調査を実施して

いる．さらに諮問委員会や各種外部評価委員会を通じて外部有識者からの意見を聴取し，教育課程

や学習教育目標，及び本校の教育全般の見直しに役立てている．よって教育の成果や効果が上がっ

ていると判断する． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】  

本校卒業生が卒業時に身に付けておくべき能力等については諮問委員会や卒業生を受け入れてい

る企業に対するアンケート調査を通じて広く外部の意見を聴取できている．学生の学習達成度は，

年４回の定期試験を中心に把握し，学習達成度の低い学生に対しては十分な補講が行えている．ま

た卒業研究や特別研究では複数教員によるきめ細かな指導を実現し，その結果学生の学外での研究

発表件数が増加している．さらに実用英語検定や工業英語検定等の外部の資格取得を支援できてい

る． 

授業内容では本科の一般科目と専門科目との融合を積極的に進め，学生の目的意識向上を支援し

ている．また専攻科学生には，授業終了時に自ら「自己評価書」を作成し達成度を評価させている．

さらに頻度は少ないが卒業（修了）生自身に対してもアンケート調査を実施する等，広く外部の意

見を聴取している． 

 

【改善を要する点】  

卒業（修了）生自身に対するアンケート調査の頻度が低く，十分とは言えない．また専攻科で実

施している「自己評価書」を，本科にも拡大することも必要と考えている． 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

本校の教育に対しては外部有識者で構成される諮問委員会や卒業生を受け入れている企業に対す

るアンケート調査から意見を聴取できている．また卒業（修了）生自身に対するアンケート調査も

実施できている．学生の学習達成度は年４回の定期試験で把握し，学習達成度の低い学生に対して

は十分な補講を行っており，留年者数の減少に効果を上げている．卒業研究や特別研究では複数教

資料 6-1-⑤-2 企業アンケート結果の一例 

 

（出典 教育方法改善プロジェクト報告書） 
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員でのきめ細かな指導をしており，学生の学外での研究発表件数も増加している．また実用英語検

定や工業英語検定合格者に単位を与える等，外部の資格取得を支援できている．これらの結果本校

卒業生に対する企業からの評価は高く，例年就職希望者に対して８～９倍もの求人数を確保できて

おり，企業側が必要とする人材を供給できていると判断する．また進学希望者はほぼ全員が本校専

攻科や希望の国立大学に進学しており，本校の教育の成果の一端があらわれているものと考える． 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか．また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか． 

 

【観点に係る状況】  

新入学生には，４月の早い時期に学校近くの

県立白崎青少年の家を利用して，宿泊研修（１

泊２日）を実施し(資料7-1-①-1)，学生間の理

解を深めている．研修では，先輩である専攻科

生や教務主事が，学生生活で必要な事柄等を実

体験を交えて話し，新入生に伝えている．また

同時に中学までの学習法と高専での学習法との

違いやシラバスの活用法なども説明している．

また，教育理念や教育目標，教育課程等が記載

された学生便覧を年度初めに学生に配布し，周

知を図っている。学内の連絡事項は学科主任や

学年主任，クラス担任から確実に学生に伝達さ

れる体制がとられている．担任に対しては学級

担任の手引き(資料7-1-①-2)と担当するクラス

の学生の成長の記録（自署録，フロッピイディ

スクに保存）を手渡し，学生個人毎の対応が取

られるようにしている．１年から３年のクラス

担任によるホームルームでは，学習遂行に重要

な情報が伝達されるとともに，学生からの学習

上の疑問，悩み等に丁寧な対応を行っている．

さらに本校では平成15年度から全教員がオフィ

スアワーを設定し，学生に対応している(資料

7-1-①-3)． 

資料 7-1-①-1  

白崎研修のスケジュール 

 

（出典 学生課資料） 

資料 7-1-①-2 

 

（出典 学生課資料） 
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前後期の終了時期に設定された学校行事日に

人間的素養や視野を広げるための施策を実施し

ている(資料7-1-①-4)．また同じ時期に学科別

の研修旅行(前述資料5-4-①-3)を実施し，学生

の視野を広げている．さらに全学生対象の体育

大会や人権講演会も開催している．編入学生に

対しては，入学前の特別指導を行い，編入学後

本校の授業にスムーズに入れるように配慮して

いる． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

入学当初の合宿研修，低学年への週１回のホ

ームルーム，及び学科主任や担任を通じて必要

な事が学生に伝達できる体制ができている。ま

た全教員がオフィスアワーを設定して学生に対

応している。学校行事日に人間的素養を養うた

めの行事を行っている。また編入学生には入学

前に特別指導を行っている。これらのことから

ガイダンスが整備され，適切に実施されており．

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を

行う体制が整備され，機能していると判断する． 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる．）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

資料 7-1-①-4 学校行事日（４年生は学科別研修旅行） 

 
（出典 学生課資料） 

資料 7-1-①-3 

 

（出典 学生課資料） 
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効果的に利用されているか． 

 

【観点に係る状況】  

学生が自主的に学習できる環境として，図書館があり，平日（21時まで）及び土曜日に利用でき

る(資料7-1-②-1)．また平成16年度にシステムを更新した情報処理教育センターでは，インターネ

ットに繋がったパソコンが利用でき，学生の自学自習を支援している。さらに，専攻科棟のマルチ

メディア室でも同様の端末を利用できる．パソコン端末が自由に利用できるため，情報処理関連の

授業のみならず，その他の授業や実験実習のデータ整理でも幅広く利用できる環境を整えている．

これらの端末は許可をとれば時間外も利用できる．また学生寮にもパソコンルームを備え，自学自

習できる体制を整えている(資料7-1-②-2)．定期試験前には大講義室を学習スペースとして学生に

開放している．厚生施設，コミュニケーションスペースとしては図書館棟に設置された学生談話室，

福利棟に設置された「オレンジルーム」と呼んでいる学生相談室，さらには学生食堂，学生会室等

がコミュニケーションスペースとして利用されている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学生は図書館，情報処理教育センター，学生寮のパソコン室等を利用して，自学自習をすること

ができる。また定期試験の前には学習スペースを準備している。図書館棟の学生談話室，福利棟の

学生相談室，学生食堂，学生会室等が厚生施設，コミュニケーションスペースとして自由に利用で

きる。これらのことからキャンパス生活環境等が整備され，効果的に利用されていると判断する． 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる．）が適切に把握されているか． 

 

【観点に係る状況】  

資料 7-1-②-1 

 

（出典 学生便覧） 

資料 7-1-②-2 

学生寮パソコンルーム利用実績 

 

（出典 学生課資料） 
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実用英検，TOEIC，及び工業英検等の英語関連の検定試験について，学内に掲示して受験生を募

集している。また電気技術者資格試験，情報処理技術者試験，CAD，公務員等の専門的な資格試験

については各専門学科で掲示し，受験手続きの説明や受験対策のための補講を実施する等，学生の

希望に応えている。また交流協定を締結してい

る上海電機学院への留学生は国際交流委員会が

学生の希望を聞く形で募集し(資料7-1-③-1)，

平成17年３月には12名の学生が応募し，短期留

学を果たしている．その他の外国留学に関して

は取扱要項を定めて(資料7-1-③-2)，学生の留

学を支援している。これら学生のニーズは，ホ

ームルームや教務主事・主事補と学生との懇談

会等を通じて収集している。さらに授業アンケ

ートを通じても学生のニーズを収集している

(資料7-1-③-3)． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

実用英検，TOEIC，工業英検，及び電気技術

者資格試験，情報処理技術者試験，CAD，公務

員等の資格試験について，受験案内や受験対策

資料 7-1-③-1 上海への留学生募集 

 

（出典 学生課資料） 

資料 7-1-③-3 

 

（出典 授業アンケート結果考察） 

資料 7-1-③-2 

 

（出典 学生便覧） 
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のための補講を行い，受験を支援している。上海電機学院への留学も学生を募集している。その他

の外国留学も積極的に支援している。ホームルームや学生との懇談，アンケートを通じて学生のニ

ーズを把握している．これらのことから学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されていると

判断する．  

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか． 

 

【観点に係る状況】 

実用英検，TOEIC，工業英検等の語学検定，

及び公務員や電気技術者資格試験，情報処理

技術者試験，CAD試験等の資格試験について

は各教室に受験情報を掲示して学生に案内し

ている。また受験手続き等についても，書類

の配布等で支援している。特に実用英検や工

業英検では学校を試験会場に提供するなど，

学生の受験の便を図っている。専攻科では

TOEIC受験を促すために，学内で行うIPテス

トの受験料を後援会費から半額負担している．

さらに資格試験取得者に外部単位として認定

できる単位認定規定を整備している．これら

の支援の結果，多くの学生が資格を取得して

単位認定を行っている(資料7-1-④-1)。また

公務員試験に挑戦する学生も多い（資料7-1-

④-2)．また上海電機学院への留学も広く学

生から募集する等，学生の希望に添えるよう

に配慮している。さらに外国で取得した単位

を認定して外国留学を支援している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

実用英検，TOEIC，工業英検等は受験案内

や手続きについて便を図っている。実用英検，

工業英検では，単位を認定し，さらに学校を

会場として受験を促している。また上海電機

学院への短期留学の実施や外国での単位を認

定するなど，学生の留学を支援している。こ

れらのことから検定試験受講，外国留学のた

めの支援体制が整備され，機能していると判

断する． 

 

資料 7-1-④-1 外部単位の申請状況 

 

（出典 学生課資料） 

資料 7-1-④-2 

年　度 職　　　種

H14年度 国家Ⅲ種：1名

H15年度 国家Ⅲ種：1名

都道府県Ⅱ種：2名

町役場：1名

　　　　市役所：1名

H16年度 都道府県Ⅱ種：2名

大阪府警：1名

公務員試験合格者

 

（出典 環境都市工学科資料） 
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観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害を

持つ学生等が考えられる．）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか． 

 

【観点に係る状況】 

本校では留学生に対し留学生用カリキュラムを作成し，特に日本語，日本事情などの科目を取り

入れている．また留学生の生活の場となっている学生寮に，学生のチューターを配置し学習面と生

活面の支援を行う等，留学生が無理なく日本の

生活に慣れるように配慮している(資料7-1-⑤-

1)．さらに留学生指導教室にTV衛星放送受信機，

DVD，パソコン利用等を設置し，留学生の便を

図るとともに，留学生同士のコミュニケーショ

ンの場としている．さらに留学生の研修旅行(1

泊2日) (資料7-1-⑤-2)や地域との交流会等の

行事も実施している．編入学生に対しては入学

前指導計画表を作成し，入学前年の夏休みに，

個人面談や指導を行っている．また必要な科目

の予習等のために交換ノート等も用いて指導を

行っている．これらのことから留学生，編入学

生に対する支援体制が整備され，機能している

と考える．なお社会人学生，障害を持つ学生等

は現在専攻科，本科に在籍していない． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

留学生に対し，入学の事前指導，留学生用カリキュラムの実施，学生寮でのチューターの配置等 

資料 7-1-⑤-1 在籍留学生とチューター（右端） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 

資料 7-1-⑤-2 留学生研修旅行旅程表 

 
（出典 学生課資料） 
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を行っている．また種々の設備を揃えた留学生指導教室を設置している．さらに研修旅行(1泊2日)

や地域との交流会も設定している．編入学生には入学前の夏休みに個人面談や指導を行っている．

社会人学生，障害を持つ学生等は現状在籍していない． 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校には体育系クラブ，文系クラブ，同好会があり、各クラブには教員の中から選ばれた部長と

指導教員が配置され(資料7-1-⑥-1)，学生主事の指示の下で学生の指導にあたっている．部長は各

クラブで責任を持って指導・運営を行い，指導教員は部長の下で指導にあたっている．また学生主

事の指導の下，各クラブの学生から選ばれた主将で主将会議を構成し，体育大会等の行事の運営や

資料 7-1-⑥-1 クラブ，部長，指導教員一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 運営委員会資料） 

資料 7-1-⑥-2 年度別対外試合数 

 
（出典 学生課資料） 
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合宿について話し合いを行っている．さらに本校は高等学校総合体育大会等，高校生の大会にも参

加し，学生が参加できる試合を確保している(資料7-1-⑥-2)．これらの活動を財政面で支援するた

めに，学生の保護者で組織された後援会が設置されている．また学生の自主的活動の場である学生

会も組織され，年二回の体育大会や高専祭を企画実行する等活発に活動している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本校では体育系クラブ，文系クラブ，同好会があり，学生主事の指示の下で部長（教員）が責任

を持って指導に当たっている．また高校生の大会にも参加し，学生の活動の場を広げている．これ

らの活動を支援するために学生の保護者で構成される後援会が組織されている． 

また学生の自主的活動の場である学生会も，学生主事の指導の下に活発に活動している．これら

のことから学生の課外活動に対する支援体制が整備され，機能していると判断する． 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか． 

 

【観点に係る状況】  

各クラスに担任を配置し，

学生の学習面や生活面の指導

を行っている(資料7-2-①-1)．

また交通指導や人権関係の指

導も主として担任を通じて行

っている．各学年の担任から

学年主任を選抜し，担任間の

調整等を行っている．これら

の担任の業務を手引書に纏め

て，担任に配布し，担任の活動を支援している（前述資料7-1-①-2）．さらに学生の悩みや相談に

対応するため，教員から選抜された学生相談員とカウンセラーで構成する学生相談室を組織してい

る(資料7-2-①-2)．また常勤の看護師を配置した保健室を設置し，学生の健康管理や健康や精神面

での相談に応じている．さらに職員や学生の人権やセクシャルハラスメントに対応するため，学生

主事を長とする人権・セクハラ委員会も設置している． 

経済的には授業料免除制度を整備し(資料7-2-①-3)，学生を支援するとともに，各種奨学金の紹

介や申請等も行っている．これらの制度の説明や案内は担任を通じて行い，毎年予算枠を大きく上

回る申請者がある．申請者は経済面と学習面を考慮し，教務主事を中心とした選考委員会で推薦学

生を決定している(資料7-2-①-4)．各種奨学金に関しても授業料免除選考と同様に扱っている． 

 遠方からの入学者で，入寮選考に漏れた学生の大半が下宿生活をしている(資料7-2-①-5)．これ

らの学生の状況を把握するために学生主事を中心に下宿主との懇談会を開催し，情報交換を行って

いる． 

 

(資料 7-2-①-1) 平成 17 年度担任配置表（右端は学年主任） 

 

（出典 庶務課資料） 
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【分析結果とその根拠理由】  

各クラスに担任を配置し，学年主任を選抜して，

学生との連絡を密にしている．学生相談教員で構成

する学生相談室を組織し，学生の悩みや相談に対応

している．また学生の健康管理のため，保健室に常

勤の看護師を配置している．職員や学生の人権を守

るため，人権・セクハラ委員会を設置している．学

生の経済面での支援のためには，授業料免除制度を

整備し学生に案内している．毎年募集枠を上回る申

請者があり，選考委員会で選考している．また各種

奨学金の申請の便も図っている．下宿学生の状況を

把握するため，下宿主との懇談会も開催している． 

これらのことから学生の生活や経済面に係わる指

導・相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

ると判断する． 

資料 7-2-①-3 授業料等免除関連規則 

 

（出典 学生便覧） 

資料 7-2-①-2 学生相談室の組織 

 

（出典 学生相談室パンフレット） 
資料 7-2-①-4 各種奨学金受給状況 

 

（出典 学生課資料） 

資料 7-2-①-5 クラス別の通学生，下宿生，寮生数 

 

（出典 学生課資料） 
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観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害を持つ学生等が考えられる．）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか． 

 

 

【観点に係る状況】 

本校では留学生に対してチューター制度を整

備している．チューターは原則として同級生か

ら選抜し，学生寮での生活面，学習面，精神面

での支援者として活躍している．チューターは

月に一度報告書を作成し，留学生の状況を担任

に報告している(資料7-2-②-1)．学生寮では留

学生のために専用の補食室を設け，冷蔵庫，電

子レンジ等の調理器具を設置している．また，

留学生専用のシャワー室を設置し，大浴場と併

せて利用できるようにしている．さらに留学生

専用の指導教室を設け，「日本事情」等の留学

生のための授業を実施している．この指導教室

は留学生の交流や憩いの場としても機能してい

る．また留学生の研修旅行（前述資料7-1-⑤-

2）の他，日本人学生や地域住民との交流会を

図るため，サイエンスセミナーや討論会，スピ

ーチ大会，サイクリング大会等を実施している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

留学生に対して，同級生のチューターを配置し，学生寮での生活，および学習面，精神面で支援

している．学生寮には留学生専用の補食室やシャワー室を設置している．また留学生専用の指導教

室を設け，日本語事情等の授業を実施するとともに，留学生の交流や憩いの場としている．さらに

研修旅行や，日本人学生や地域住民との交流を図るためサイエンスセミナー，討論会等の行事を実

施している．これらのことから留学生に対して支援が十分行われていると考える． 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか． 

資料 7-2-②-1 留学生指導報告書 

 

（出典 学生課資料） 
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【観点に係る状況】  

本校には定員520名の学生寮が設置されてい

る．指導寮生を中心に適切な運営がなされてお

り，定員を大きく超える入寮希望者がある(資料7-2-③-1)．運営状況を参考にしようと，毎年他高

資料 7-2-③-1  

入寮希望者数と入寮者数 

 

（出典 学生課資料） 

資料 7-2-③-2 他高専からの訪問依頼 

 

（出典 学生課資料） 

資料 7-2-③-3 学寮のしおり 

 

（出典 学寮のしおり） 

資料 7-2-③-4  

指導寮生研修会日程表 

 

（出典 学生課資料） 
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専の寮生や寮関係教職員が視察に訪れている(資料7-2-③-2)．入寮生に対しては，寮の運営規則，

生活状況を詳しく説明した「学寮のしおり」(資料7-2-③-3)を配布し，周知を図っている．また寮

生の生活指導のために，教職員による寮生を対象とした生活指導を適宜開催している．さらに寮生

自身の活動を活発にするため，指導寮生，副指導寮生の研修会(資料7-2-③-4)や，寮周辺の環境改

善のための「グリーンキーパー」と名付けたボランティア活動も行っている．施設・設備面では各

階に補食室や洗濯場を設置している．低学年棟に設置されたパソコンルームは宿題やデータ整理に

活用されている．また各居室にはインターネットに接続できる電話回線と電話機，各談話室と食堂

にはエアコンを設置し，快適な寮生活を支援している．学習面では，平日の夜間に自習時間を設定

し，当直教員が巡回して指導している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

定員520名と多いにも関わらず，定員を大きく超える入寮希望者がある．また運営状況を参考に

しようと，他高専からの視察が後を絶たない．寮生活の状況を詳しく説明した「学寮のしおり」を

配布する等，寮生活の支援もできている．さらに指導寮生，副指導寮生の研修会の実施やボランテ

ィア活動の支援等，寮生の自主的活動も育んでいる．施設・設備面では補食室や洗濯場，パソコン

ルームを設置し，またインターネットに接続できる電話回線と電話機を各居室に備える等，快適な

寮生活を支援している．以上のことから，学生の生活及び勉学の場として有効に機能していると判

断する． 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか． 

 

【観点に係る状況】  

学生の進路指導のために，学生主事の下，

５年生クラス担任，各専門学科主任を中心

に構成された進路指導委員会を設置してい

る(資料7-2-④-1)．また本校への進学理由

に就職率が良い事を挙げる学生が多いこと

から，インターンシップの機会を利用した

企業訪問等を通じて就職先の開拓に積極的

に取り組んでいる(資料7-2-④-2)．さらに

年度末には，次年度に５年生となる学生の

保護者に対して進路指導説明会を実施し，

就職活動への理解を深めてもらっている．

学生に対しては，低学年からＨＲ等を通し

て将来の進路の説明をし，５年生に対して

はクラス担任と学科主任，卒業研究指導教

員が協力して進路指導を行っている．また

進学希望者に対しては学内で各大学の説明

会も適宜実施している．進路に関する資料

は学生進路指導室に備えられ，本年度はも

資料 7-2-④-1 進路指導委員会議事録 

 

（出典 学生課資料） 
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とより過年度の状況も調べることができる．

またインターネットに接続した２台のPCから

企業や大学の情報を直接入手できるようにし

ている．これら進路に関する事務作業は，学

生課に専門の職員を配置して学生の便を図っ

ている．これらの活動の結果，毎年，就職や

進学希望者の全員が希望を叶えている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学生主事の下に進路指導委員会を設置し，

関係教員一丸となって進路指導にあたっている．また就職先の積極的な開拓や，学内での大学説明

会など，きめ細かな指導ができている．進路指導に関連する資料を閲覧できる進路指導室を設置し，

学生の便を図っている．これらの結果，毎年就職進学希望者全員が希望を叶えて社会に出ている．

以上のことから就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能していると判断される． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】  

本校では学生が学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されている．また学生の

自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能している．さらに学生のための

自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されている．学習支援に関する学生のニーズも適切に把握されている．学生に対する

支援体制が整備され，資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制も整備され，機能して

いる． 

特別な学習支援が必要な者が在籍する場合には，そのための学習支援体制が整備され，機能して

いる．また学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能している．

さらに学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能している．また

留学生，編入学生に対しては，生活面での支援が適切に行われている．キャンパス内には大規模な

学生寮が整備されており，学生の生活及び勉学の場として有効に機能している．就職や進学などの

進路指導を行う体制も整備され，機能している． 

 

【改善を要する点】  

社会人学生や障害を持つ学生は現在本科，専攻科とも在籍していないが，今後該当者が出てきた

時のために環境を整える努力をしている． 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 

学習を進める上でのガイダンスが整備されるとともに，学生の自主的学習を進める上での相談・

助言を行う体制が整備され，機能している．またそのための自主的学習環境及び厚生施設，コミュ

ニケーションスペース等，キャンパスが整備されて効果的に利用されている．さらに学生の学習支

資料 7-2-④-2  

インターンシップの際の企業訪問実績 

学科 訪問企業数
機械工学科 7

電気情報工学科 41
物質工学科 25

環境都市工学科 39
合計 112

平成16年度インターンシップ先企業訪問実績

 

（出典 庶務課資料） 
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援に関するニーズも適切に把握され，資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備

され，機能している． 

特別な学習支援が必要な者（障害を持つ学生）は現在在籍していないため，それらの学習支援体

制には未整備の部分がある． 

学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制，および学生の生活や経済面に係わる

指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能している．また通学困難な学生のための大規模な学

生寮も整備され，学生の生活及び勉学の場として有効に機能している．さらに就職や進学などの進

路指導を行う体制も整備され，機能している． 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる．）が整備され，有効に活用されているか． 

 

【観点に係る状況】  

 本校の校地面積は101,400平米，校舎延面積は20,164平米であり，設置基準に定められている基準

値を満足している．また設置基準に定められている運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，

演習室，情報処理教育センター，LL教室，図書館，実習工場，さらに地域との連携のための地域共

同テクノセンターも設置され，授業や課外活動に活用されている．図書館は平成12年度から地域に

開放され，利用者数も全国の高専で上位に位置するなど，有効に活用している（資料8-1-①-1）．ま

た体育館や陸上競技場等も休日など授業の無い日には，地域住民に積極的に開放している．ただ，

建築から約40年が過ぎた施設が多く，老朽化が目立つ施設もある．営繕予算を学内的にも確保し，

計画的にメンテナンスを実施しているが，狭隘や非耐震，電気容量不足等の課題が山積している． 

 

 

【分析結果とその根拠理由】  

本校は設置基準に合致した校地面積を

有し，設置基準に定められている運動場

等の各施設を完備している．それらの施

設は地域に広く開放されている．しかし

建物の老朽化が甚だしく，狭隘や非耐震，

電気容量不足等の課題も抱えている．よって整備され，有効に活用されているが，老朽施設の改修

は必要不可欠である． 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか． 

 

年度 学外利用者 貸出冊数
H12 574人 370冊
H13 1205人 625冊
H14 805人 464冊
H15 1043人 428冊
H16 1053人 505冊

資料8-1-①-1　図書館の学外利用者数、貸出冊数

 

（出典 図書館便り） 

資料 8-1-②-1 ネットワーク技術管理グループ 

 

（出典 運営委員会資料） 
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【観点に係る状況】  

 

 学内の情報管理のために教務主事を委員長とす

る情報企画委員会を設置し，ネットワークを含む

情報管理に当たっている．ネットワーク管理の具

体的作業のために，情報企画委員会の下に，ネッ

トワーク技術管理グループを設置している。ネッ

トワークの維持管理に当たり，学内のサーバーに

アクセスできる担当者を少数に限定することで，

情報セキュリティを確保している（資料8-1-②-1）．

学生は情報処理教育センターの演習室から学内情

報ネットワークにアクセスが可能で，教育研究等

に有効に利用されている．また学内情報ネットワ

ーク上に学内教職員用の「掲示板」を設置し（資

料8-1-②-2），学内の情報伝達の推進と，ペーパー

レス化を推進している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

情報管理のために情報企画委員会を，またネッ

トワーク管理のためにネットワーク技術管理グル

ープを設置している．学生は学内情報ネットワークにアクセスし，教育研究等に利用している．ま

たネットワーク上に「掲示板」を設置し，情報伝達とペーパーレス化に貢献している．よって整備

され，有効に活用されていると判断する． 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか． 

 

【観点に係る状況】  

 図書館には蔵書約10万冊，雑誌・論文

誌460種類，視聴覚教材780タイトルを揃

えており，それらは分野毎に整理され，

書架に整然と並べている．蔵書は図書館

に設置した端末からも自由に検索でき，

学生の学習，教職員の教育研究活動に広

く利用されている．また平成14年度から

コンソーシアム図書館に加盟し，和歌山大学等の教育機関や各自治体の図書館等，加盟図書館の蔵

書の検索も可能になっている．平日は昼間だけでなく時間外も開館し，利用者の便を図っている（資

料8-2-①-1）．さらに平成12年度からは図書館を広く地域に開放し，学外の利用者の便を図ってい

資料 8-1-②-2 ネットワーク上の掲示板 

 

（出典 学内 LAN 画面） 

年度 8:30～17:00 17:00～21:00 合計
H12 19,205人 7,439人 26,644人
H13 18,968人 7,416人 26,384人
H14 14,552人 5,114人 19,666人
H15 20,185人 6,631人 26,816人
H16 19,770人 6,864人 26,634人

資料8-2-①-1　図書館利用者数

 

（出典 図書館便り） 
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る．しかし予算不足から外国の学術雑誌を中心に購読数が減少しており（資料8-2-①-2），図書館

関係者の懸案事項となっている．  

 

【分析結果とその根拠理由】  

多くの蔵書，雑誌・論文誌，視聴覚教材を揃え，

分野毎に整理されている．蔵書の検索は端末から

可能で，コンソーシアム図書館に加盟している図

書館の蔵書検索もできる．また放課後も開館し利

用者の便を図っている．さらに地域にも開放して

いる．外国の学術雑誌を中心に購読数の減少が続

いている．これらのことから整備され，有効に活

用されていると判断するが，予算上の問題で，学術雑誌が不足している． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 【優れた点】 

 図書館は平日夜９時まで開館し利用者の便宜を図っている．また早くから地域に開放されており，

その利用者数および貸出冊数ともに全国高専の上位にある．情報処理センターも地域住民のための情

報処理関連講習会を毎年実施しており地域のＩＴ推進の拠点として機能している． 

 

 【改善を要する点】 

 予算不足から外国雑誌の購読数が減少傾向にある．また校舎の改修が遅れており，一部の施設が老

朽化している． 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 設置基準に定められている施設・設備が整備されている．また各施設は地域に広く開放されている．

情報ネットワークの管理は担当者を少数に限定することによりセキュリティ確保している． 

 図書館は平日も夜間も開館しており，学生の学習，教職員の教育研究活動に広く利用されている．

また地域にも開放しており，その利用者，貸出冊数とも全国高専の上位に位置している．情報処理セ

ンターは学内の情報処理教育の推進とともに地域住民対象の情報処理講習会を毎年実施しており，地

域のＩＴ技術のスキル向上に貢献している． 

年度 購読数
H12 38
H13 37
H14 34
H15 29
H16 22

資料8-2-①-2　外国雑誌購読数

 

（出典 図書館便り） 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか． 

 

【観点に係る状況】  

期間を通じての授業計画や評価方法等は

シラバスに記載されている．シラバス通り

に授業が行われたかどうかについては平成

16年度から５週間に１度（平成17年度は定

期試験前に）「授業進捗報告書」（資料9-1-

①-1）を教務係に提出している．また毎年

全授業の様子を教務委員が参観し，その後

授業担当者と授業改善について懇談してい

る．さらに平成15年度からは学生の保護者

による授業参観週間を設定し，広く社会に

授業を公開している．そしてそれまで曇り

ガラスであった教室の窓を透明ガラスにし

て，外部から見えるようにし，開かれた授

業実現を支援している（資料9-1-①-2）．専

攻科においては，平成17年度から授業完了

後，「授業完了報告書」を専攻科長に提出し，

シラバスの目標に対しての成果を記載して

いる．また授業改善の成果の確認や今後の

改善点の検討資料として利用できるように，

答案やレポートなどの資料を高学年と専攻

科については平成16年度分から，低学年を

含めた全学年については平成17年度分から

保存している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

授業の概要が記載されたシラバスが公表

され，シラバス通りに授業が行われたかを

チェックするシステムが存在し，機能して

いる．また教員と保護者による授業参観も

実施し，授業改善と開かれた授業を実現さ

せている．専攻科においては，平成17年度

から授業完了後，「授業完了報告書」を提出

し，シラバスの目標に対しての成果を記載 

資料 9-1-①-1 授業進捗報告書例 

（電気情報工学科５年 電子デバイス） 

（出典 学生課資料） 

資料 9-1-①-2 透明ガラスとなった教室 
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している．また授業改善の成果の確認や今後の改善点の検討資料として利用できるように，答案や

レポートなどの資料を保存している．よって評価を適切に実施できる体制が整備されていると判断

する． 

 

観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる．）が行われており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映さ

れているか． 

 

【観点に係る状況】  

毎年授業毎に学生へのアンケート（資料9-1-②-1）を実施し，授業への要望等を聞き，その内容

を科目担当者に伝えてコメントを依頼している．アンケートの結果と担当教員のコメントは学内外

に公表して，授業改善に用いている（資料9-1-②-2）．また教務主事・主事補と学生との懇談会を実

施し，授業内容や教授法，学校全般に関する意見や要望を聞いている．授業等に対して出された意

見は関係者に通知し，授業改善に役立てている．さらに専攻科においては科目終了時に学生がどの

くらいその授業に取り組めたかの自己評価を「自己達成評価表」に纏めて提出させている（前述資

料5-6-③-1）． 

資料 9-1-②-1 授業アンケート用紙 

平成１７年度授業アンケート 
 私たち教員は和歌山高専の授業をよりよいものにするために日々努力しています。また授業を改善する

過程で、学生の方の意見もできるだけ反映させたいと考えています｡皆さんが日頃授業で感じられているこ

とを率直に答えてください。（不真面目な答えや教員を誹謗中傷する回答はやめてください。） 

 
［設問欄］ 

あなたの授業に対する取り組みについて 

１．出席状況はどうでしたか。 

２．科目に興味を持ってのぞみましたか。 

３．先生に質問しましたか。 

４．予習をしていますか。 

５．復習をしていますか。 

６．ノートを取っていますか｡ 

 

授業の様子について 

７．授業内容はよく準備されていると思いますか。 

８．説明は分かりやすいですか。 

９．授業中、教員の声や言葉は明瞭で聞き取りやすいですか。 

10．黒板の字は見やすいですか。 

11．授業の理解を深めるような演習、小テスト、宿題は行われていますか。 

12．教員の授業に対する熱意を感じますか。 

13．授業の進み具合は適当ですか。 

 

成績について 

14．試験の内容はどうでしたか。 

15．成績評価は適切ですか。 

 

授業全般について 

16．授業の結果、内容が理解できましたか。 

17．授業の結果、内容に興味が持てますか。 

18．この教科の目的や意義を理解できましたか。  

（出典 教務委員会資料） 



和歌山工業高等専門学校 基準９ 

76 

 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学生へのアンケートや懇談会を実施し，学生の意見や要望等を聞いて，改善に反映させている．

専攻科においては科目終了時に「自己達成評価表」を提出させて，教員，学生双方の改善に役立て

ている．よって学生の意見の聴取が行われており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形

で反映されていると判断する． 

 

観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる．）の

意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか． 

資料 9-1-②-2 アンケートのまとめ（例） 

設問 評 価
5 4 3 2 1 無回答 平均

1 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (5.6%) 3 (8.3%) 31 (86.1%) 0 (0.0%) 1.19
2 1 (2.8%) 0 (0.0%) 2 (5.6%) 6 (16.7%) 27 (75.0%) 0 (0.0%) 1.39
3 12 (33.3%) 6 (16.7%) 11 (30.6%) 3 (8.3%) 4 (11.1%) 0 (0.0%) 3.53
4 3 (8.3%) 4 (11.1%) 2 (5.6%) 4 (11.1%) 22 (61.1%) 1 (2.8%) 1.91
5 0 (0.0%) 0 (0.0%) 5 (13.9%) 3 (8.3%) 28 (77.8%) 0 (0.0%) 1.36
6 1 (2.8%) 7 (19.4%) 17 (47.2%) 4 (11.1%) 1 (2.8%) 6 (16.7%) 3.10
7 4 (11.1%) 11 (30.6%) 16 (44.4%) 4 (11.1%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.36
8 4 (11.1%) 8 (22.2%) 18 (50.0%) 3 (8.3%) 3 (8.3%) 0 (0.0%) 3.19
9 3 (8.3%) 12 (33.3%) 13 (36.1%) 5 (13.9%) 3 (8.3%) 0 (0.0%) 3.19
10 10 (27.8%) 10 (27.8%) 11 (30.6%) 3 (8.3%) 2 (5.6%) 0 (0.0%) 3.64
11 1 (2.8%) 7 (19.4%) 9 (25.0%) 11 (30.6%) 8 (22.2%) 0 (0.0%) 2.50
12 0 (0.0%) 2 (5.6%) 18 (50.0%) 10 (27.8%) 6 (16.7%) 0 (0.0%) 2.44
13 5 (13.9%) 9 (25.0%) 18 (50.0%) 3 (8.3%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.39
14 2 (5.6%) 5 (13.9%) 28 (77.8%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4.44
15 4 (11.1%) 10 (27.8%) 21 (58.3%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3.94

16a 6 (16.7%) 1 (2.8%) 27 (75.0%) 1 (2.8%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.28
16b 2 (5.6%) 0 (0.0%) 33 (91.7%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4.72
17 0 (0.0%) 8 (22.2%) 15 (41.7%) 8 (22.2%) 5 (13.9%) 0 (0.0%) 2.72
18 3 (8.3%) 4 (11.1%) 14 (38.9%) 8 (22.2%) 7 (19.4%) 0 (0.0%) 2.67
19 2 (5.6%) 8 (22.2%) 14 (38.9%) 7 (19.4%) 5 (13.9%) 0 (0.0%) 2.86
20 3 (8.3%) 9 (25.0%) 15 (41.7%) 8 (22.2%) 1 (2.8%) 0 (0.0%) 3.14

21 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 25 (69.4%) 11 (30.6%) 1.00
22 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.8%) 35 (97.2%) 1.00
23 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.8%) 35 (97.2%) 1.00
24 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (2.8%) 35 (97.2%) 1.00

担当教員による分析と課題
この科目は４年生で学習した電気材料を基礎としています。そのため電気材料に興味を持った上で授業に臨んでいる学生と，そうで
ない学生とでは，興味や難易度に大きな差があるようです。また専門的な内容のため，就職先との関係で興味のあるなしがはっきり
分かれてしまいます。
できるだけ学生に興味を持ってもらおうと，前期に関連するビデオ鑑賞を多く取り入れました。その結果進度が多少遅れで，その結果
が「７」の数値の低下につながったと思います。また準備不足の印象を与えたのかもしれません。シラバス作成時に考慮したいと思い
ます。ただ「１８」，「１９」，「２０」の結果を見ると，結果につながっていないことがわかります。今後更に工夫して行こうと思います。

５B電子デバイス

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16a
16b
17
18
19
20

5 4 3 2 1 無回答

５B電子デバイス

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16a16b17 18 19 20

設問

平
均
値

平成14年度 平成15年度

学　　科 学　年 科　　　目 担当教員 必・選 単位数

電気工学科 5 電子デバイス 藤本　晶 必 2

 

（出典 授業アンケート報告書）
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【観点に係る状況】  

年に数回，学生の保護者で構成される後

援会教育部会，後援会下宿通学生部会，後

援会寮生部会を開催し，保護者の視点から

の意見を聞くと同時に，学校の教育方針を

説明し，周知を図っている．また卒業生に

対してもアンケートを行い（前述資料6-1-

⑤-1），学校への意見・要望を聞いている．

さらに卒業生の就職先にもアンケートを行

い（資料9-1-③-1），卒業生の身につけてい

るべき能力等を教示してもらっている．ま

た学外有識者で構成される諮問委員会を開

催し（前述資料2-2-③-5），本校の運営や将

来展望等に意見をいただき，その内容を冊

子として公表している．諮問委員会以外に

も，学科毎のカリキュラムの検討や数学，

国語等の教科，専攻科の教育等についての

検討会を，外部の識者を入れて適宜実施し

ている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学生の保護者，卒業生，卒業生の就職先

等，学外の意見を定期的に聞いている．外

部有識者で構成される諮問委員会を開催し

意見をもらい，内容を公表している．また

個別の事項においても適宜学外有識者の意

見を聞いている．諮問委員会の開催回数を

増やす必要があるが，学外関係者の意見が，

教育の状況に関する自己点検・評価に適切

な形で反映されていると判断する． 

 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，

自己点検・評価，教員の

教育活動に関する評価，

学生による達成度評価等

が考えられる．）の結果を

教育の質の向上，改善に

結び付けられるようなシ 

資料 9-1-④-1 平成 15 年度年報表紙 

 

（出典 平成 15 年度年報） 

資料 9-1-③-1 就職先へのアンケート回答例 

 
（出典 専攻科委員会資料） 
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ステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策が講じられているか． 

 

【観点に係る状況】  

学校の教育研究活動全般は，年報に纏めて公表している（資料9-1-④-1）．また学生のアンケート

結果，企業からのアンケート結果等については，各学科の委員で構成される教務委員会や専攻科委

員会で検討し，各学科等で改善している．また教育全般に渡る評価や改善のための対策は，教務委

員会や専攻科委員会および教育システム点検部会で検討し，改善策を立案，実行している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

教育研究活動やアンケート結果を広く公表している．それらの結果を教務委員会や専攻科委員会，

教育システム点検部会等で検討し，改善策を立案，実行している．よって各種の評価の結果を教育

の質の向上，改善に結び付けられるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ

継続的な方策が講じられていると判断する． 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか．また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として

把握しているか． 

 

【観点に係る状況】  

全教員に対して，年度始めに「教育」，「研

究」，「校務」面での当該年度の目標を記入し

た業務調査表を提出してもらい，業務調査表

を基にした面談を行って，学校として教員

個々の目標や改善を要する点を把握すると共

に，必要な支援を行っている．日々の授業の

進捗状況や，授業の問題点等は，５～８週間

毎に報告を求めている（前述資料9-1-①-1）．

また授業内容は年に一度教務関係教員による

全授業を対象とした授業参加と，担当教員と

資料 9-1-⑤-1 教務委員による授業参観の流れ 

 

担当 [1]教務委員会（総括) 担当 [2]教務委員 担当 [3]担当者 担当 [4]担当者 担当 [5]授業参観教員・科目担当教官 担当 [６]教務委員

期間 事前に配布 期間
実施前週末までに決

定
期間 当日 期間 実施から1週間以内 期間 実施から1週間以内 期間 授業参観終了後

授業参観教員は授業参
観報告書を、科目担当教
員は科目担当報告書を
作成し、各科教務委員に
提出します。処理

事項
処理
事項

処理
事項 授業参観

処理
事項

各科教務委員は、授業
参観報告書、科目担当
報告書を取りまとめ、保
管すると共に、教務委員
会へ提出します。処理

事項 懇談会
処理
事項

各学科教務委員は、科目
担当教員の授業参観計
画（日時、クラス、科目、
授業参観教員の決定）を
立て、その結果を教務委
員会に報告します。ただ
し、授業参観教員は学科
主任の承認を得て決定し
ます。

教務委員会より、各科教
務委員に授業参観計画
表、授業参観報告書、科
目担当報告書、授業参観
チェック用紙を掲示板に
掲げます。

 

（出典 学生課資料） 

資料 9-1-⑤-2 

平成 16 年度保護者による授業参観参加者数 

 参観日別参観者数

5

14

9

12

22

0

2
3

0

6

0

5

10

15

20

25

9
月
1
3
日
（
月

）

9
月
1
4
日
（
火

）

9
月
1
5
日
（
水

）

9
月
1
6
日
（
木

）

9
月
1
7
日
（
金

）

1
月
1
7
日
（
月

）

1
月
1
8
日
（
火

）

1
月
1
9
日
（
水

）

1
月
2
0
日
（
木

）

1
月
2
1
日
（
金

）

参観日

参
観
者
数

９月　６２名
１月　１１名　　合計７３ま名

（出典 学生課資料） 
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の懇談を実施し，授業の優れている点や改善すべき点について話し合いを行い，授業改善に繋げて

いる（資料9-1-⑤-1）．また学生からの授業アンケートを行い（前述資料2-2-③-3），その結果を担

当教員に示して，改善策等のコメントを書いてもらい，それらを学内外に公表し，授業改善に役立

てている．さらに年に１回程度学生と教務主事・主事補との懇談会を実施し，授業に対する学生の

意見を直接集めると共に，改善すべき内容を担当教員に伝えている．また年に１～２回，授業参観

週間を設定して，保護者の授業参観も実施している（資料9-1-⑤-2）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

全教員を対象に業務調査表の提出を求め，それを基に面談を行って，教員個々の目標を設定し，

支援している．授業の進捗状況は進捗報告書で確認し，授業内容は教務関係教員による授業参観や

担当教員との懇談で改善している．また学生対象の授業アンケートや懇談を実施し授業改善に役立

てている．さらに保護者対象の授業参観週間を設定して，授業を公開している．これらのことから

教授技術等の継続的改善が行われ，個々の教員の改善活動状況を，学校として把握していると判断

する． 

 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか． 

 

【観点に係る状況】  

各教員には平成11年度から研究業績調査を実施し，結果を研究業績報告書に纏めて公表している．

平成13年度分からは年報に衣替えし（前述資料9-1-④-1），現在まで公表を続けている．また研究活

動の活発な教員には，競争原理を導入した研究奨励費（資料9-1-⑥-1）を配分し，研究活動をサポ

ートしている．これらの研究は，本科の卒業研究，専攻科の特別研究と連携して行われるため，学

生による学会での発表も増加している．平成16年度には学生の研究発表が36件に達しており（前述

資料6-1-②－3），教員の研究活動の成果が教育に反映出来ている．  

 

資料 9-1-⑥-1 研究奨励費採択テーマ一覧表 

地域に関連する研究 一般研究
梅実の乾燥処理機の開発
(中紀精機株式会社)

絶縁重ね銅板電極による放電加工

梅干しの調味廃液のリサイクルに関する研究
（研究協力として南紀熊野産官学技術交流会会員の中田食品株式会社）

アルミニウム単結晶の圧延変形挙動に及ぼす拘束の影響

臭い識別センサの検討 静電ミストを用いた切削加工

御坊・日高地区の震災直後の火災の予測システムに電子住宅地図の導入 放電加工における電極点現象

ボタン屑の建設資材への有効利用に関する研究 確率的情報処理に基づく波面再構成とその性能評価

自然素材を有効利用した水質浄化システムの構築に関する研究 リーダ進展方向の影響を考慮した雷遮蔽確率計算法に関する研究

日高川の水質汚濁特性に関する研究 抗原性蛋白質に対する抗体ライブラリーの作製

集中豪雨による日高川流域の内水氾濫および河川洪水氾濫危険度に関する
研究

土壌中の遺伝子資源からの新規有用遺伝子の検索

ムメフラールの選択的合成の検討
（中野酒造（株））

クラウンエーテル部位を有するクロメン誘導体の金属イオン指示薬として
の応用

コラーゲンモデルペプチドの熱安定性と水和の関係

モデル細胞膜–タンパク質間相互作用に基づく構造異常タンパク質のモニ
タリング

アミノ置換擬糖化合物の機能化

衝撃質量ダンパ（IMD）の高性能化

樋口一葉を中心とする明治中期の文学・思想の研究　―緑雨と秋水―  

（出典 テクノセンター資料） 
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【分析結果とその根拠理由】 

各教員には平成11年度から研究業

績調査を実施し，結果を研究業績報

告書に纏めて公表している．平成13

年度分からは年報に衣替えし，現在

まで公表を続けている．また競争原

理を導入した研究費（奨励費）を配

分し，研究活動をサポートしている．

これらの結果の一端として，平成16

年度には学生の研究発表が36件に達

しており，教員の研究活動の成果が

教育に反映出来ている．よって研究

活動が教育の質の改善に寄与してい

ると判断する． 

 

観点９－２－①： ファカルティ・デ

ィベロップメントに

ついて，組織として適切な方法で実施

されているか． 

 

【観点に係る状況】 

カリキュラムの検討等の際には，学内での議論のみ

ならず，学外の有識者を講師に招いた検討会を適宜実

施し，外部有識者の意見を改善に反映させている（資

料9-2-①-1）．また学校全体の事項については，学外有

識者で構成される諮問委員会で適宜意見を聴いている．

このような検討会や諮問委員会は教職員に公開され，

教職員の資質向上に役立っている（資料9-2-①-2）．ま

た希望する教員を積極的に他大学に派遣し，学位の取

得等，教員の資質向上に努めている（前述資料3-1-②

-2）．さらにこれらの事項を学校全体として積極的に推

進すべく，平成17年度に教務主事を長とするＦＤ委員

会を設置した（資料9-2-①-3）． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

種々の問題について適宜外部の有識者の意見を聴き，内容は学内外に公表されている．また教職

員の他機関への派遣も積極的に推進している．これらの事項を全学的に推進するためにＦＤ委員会

を設置している．よってファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実

施されていると判断する． 

資料 9-2-①-1 電気情報工学科の数学検討会報告 

（出典 運営委員会資料） 

資料 9-2-①-2 諮問委員会報告書表紙 

 

（出典 第二回諮問委員会報告書） 
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロッ

プメントが，教育の質の向上

や授業の改善に結び付いてい

るか． 

 

【観点に係る状況】 

授業方法改善や教室ディベートのやり方，電

気工学のための数学，高等専門学校における国

語教育等をテーマに，適宜教員対象の研修会を

実施し，教員の資質向上に努めている（資料9-2-

②-1）．また教務関係者や保護者による授業参観，

全教科を対象にした学生による授業アンケート

等により授業改善と教員の教育力向上を図って

いる（前述資料9-1-②-1）．これらの結果の多く

は，その内容を冊子に纏めて，学内外に公表し

ている．さらに学外の研究会や研修会に積極的

に教員を派遣し，資質向上に努めている． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

適宜教員対象の研修会を実施し，教員の資質

向上に努めている．また教務関係者や保護者に

よる授業参観や学生による授業アンケートを実

施し，その内容を公開している．さらに学外の

研究会や研修会に教員を派遣している．よって

ファカルティ・ディベロップメントが，教育の

質の向上や授業の改善に結び付いていると判断

する． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 【優れた点】 

詳しいシラバスを作成し，さらにシラバスに沿った授業が行われているかを，全教員が提出する

「授業進捗報告書」で定期的にチェックしている．それに加えて専攻科では授業終了時に「授業完

了報告書」を提出して貰い，授業の記録としている．授業改善や成果の確認のために，成績の根拠

となる答案やレポートを保存している．また学生に「授業アンケート」や「自己達成評価表」に記

入して貰い，要望や意見を集めている．さらに卒業生，及び卒業生を受け入れている企業関係者に

もアンケート調査を行い，本校の教育に対する意見を集めて改善の一助としている．全教員の授業

は教務委員が参観し，担当者と懇談を行うことで授業改善に繋げている．また保護者の参観週間を

設定し，開かれた授業を目指している．さらに授業改善を支援するため，授業法に関する講演会等

資料 9-2-①-3 ＦＤ委員会規則 

 

（出典 運営委員会資料） 

資料 9-2-②-1 主なＦＤ活動 

研修会等名 開催回数 延参加人数
教員研究発表会 2 47
国語教育検討会（学術講演会） 1 24
職員対象人権講演会 1 35
ＪＡＢＥＥ説明会 2 117

（出典 庶務課資料） 
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も実施している．これらの活動は「年報」に纏め，冊子およびホームページで広く公開している． 

 

【改善を要する点】 

教育の状況について点検・評価し，その結果に基づいて改善・向上を図るシステムは整備されて

いるが，より一層機能するように努力する必要がある．  

 

（３）基準９の自己評価の概要 

詳しいシラバスを作成し，シラバスに沿った授業が行われているかを，全教員が提出する「授業

進捗報告書」で定期的にチェックしている．その上に専攻科では授業終了時に「授業完了報告書」

を提出させている．授業改善や成果の確認のために，成績の根拠となる答案やレポートを保存して

いる．学生には「授業アンケート」や「自己達成評価表」に記入して貰い，要望や意見を集めてい

る．さらに卒業生，及び卒業生を受け入れている企業関係者にもアンケートを行い，本校の教育に

対する意見を集めている．全教員の授業は教務委員が参観し，担当者と懇談を行うことで授業改善

に繋げている．また保護者の参観週間を設定し，開かれた授業を目指している．さらに授業改善を

支援するため，授業法に関する講演会等も実施している．これらの活動は「年報」に纏め，冊子お

よびホームページで広く公開している． 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか．

また，債務が過大ではないか． 

 

【観点に係る状況】  

 平成16年度４月に独立行政法人国立高等専門学校機構和歌山工業高等専門学校となったこと

に伴い，平成15年度まで国の制度下で高等専門学校として教育活動を行ってきた校地・施設・

設備等の資産を国から承継しており，安定して教育活動を遂行する環境を整備している（資料 

10-1-①-1）．さらに老朽化した施設も多く残っているが，平成15年度末には，機械工学科棟の

改修が完了し，また専攻科棟も竣工して関連の機器等も整備する等，安定して教育活動を遂行

できる環境整備を進めている．  

 債務については，運営費交付金債務として休職者給与の端数である160円が残っているが，確

実に教育を実施し授業料債務は残っておらず，過大な債務は持っていない．校地は，和歌山県

からの借地が99,986.71㎡あるが，借地料の34,811,459円は別途予算措置されており問題はない． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学校の目的に添った資産を国から承継している．さらに機械工学科棟の改修や専攻科棟の新設等，

安定して教育活動を遂行できる環境整備を進めている．また確実に教育を実施し授業料債務は残っ

ておらず，過大な債務は持っていない．また和歌山県からの借地料も別途予算措置されており問題

資料 10-1-①-1 貸借対照表 

単位：円

［資産の部］ 2,047,703,679 ［負債の部］ 339,346,801

流動資産 231,201,939 流動負債 252,619,491

現金及び預金 230,842,447 運営費交付金債務 160

未収学生納付金収入 338,400 預り寄附金 13,767,406

前払費用 21,092 未払金 198,924,087

固定資産 1,816,501,740 未払費用 33,172,622

有形固定資産 1,816,091,741 預り金 6,755,216

無形固定資産 409,999 固定負債 86,727,310

資産見返負債 86,727,310

［資本の部］ 1,708,099,326

資本金 1,856,307,000

資本剰余金 △ 148,906,122

資本剰余金 14,535,000

損益外減価償却累計額 △ 163,441,122

[本支店勘定] △ 257,552 利益剰余金 698,448

当期未処分利益 698,448

2,047,446,127 2,047,446,127

貸　　借　　対　　照　　表
平成17年3月31日

資産の部合計 資本・負債の部合計
 

（出典 平成１６年度会計課資料） 
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はない．よって資産保有状況は良好であり， 過大な債務はない． 

 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか． 

 

【観点に係る状況】  

 自己収入としての授業料，入学料及び検定料，講習料，学校財産貸付料，寄宿料は，国立の

時代より，経常的に確保しており（資料 10-1-②-1），この状況は，独立行政法人化した 

 

平成16年度に至っても継続している．また，国の制度下で歳出予算として配分されていた額と

自己収入との差額は，運営費交付金として予算措置されている．その他，外部資金等も，共同

研究費，受託研究費，奨学寄附金及び科学研究費補助金を継続的に確保している（資料 10-1-

資料 10-1-②-2 外部資金等一覧表 

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

件 円 件 円 件 円 件 円 件 円

産学連携等研究経費 11 12,302,500 9 13,781,000 2 1,200,000 4 4,730,000 4 3,652,000

奨 学 寄 附 金 18 9,573,600 16 16,093,000 12 6,474,707 17 14,350,000 25 21,640,000

科学研究費補助金 5 5,200,000 7 12,100,000 4 9,900,000 2 7,300,000 1 1,644,000

計 34 27,076,100 32 41,974,000 18 17,574,707 23 26,380,000 30 26,936,000

平成１２年

区　　分

外部資金等一覧表

平成１６年 平成１５年 平成１４年 平成１３年

 

（出典 平成１６年度会計課資料） 

資料 10-1-②-1 収入金比較表 

円

科　　　目 平成１６年度 平成１５年度 平成１４年度 平成１３年度 平成１２年度

授 業 料 186,122,400 185,803,800 172,110,200 153,701,850 151,016,700

入学料及び検定料 21,623,400 21,211,800 24,240,600 19,335,300 18,085,200

講 習 料 123,000 127,100 117,000 140,400 315,000

学校財産貸付料 378,143 370,124 409,468 478,294 573,174

寄 宿 料 4,474,800 4,540,500 4,466,100 4,262,900 4,327,000

計 212,721,743 212,053,324 201,343,368 177,918,744 174,317,074

収入金比較表

 

（出典 平成１６年度会計課資料） 
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②-2）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

自己収入や外部資金等の収入につい

て安定した状況を維持している．独立

行政法人化後は，安定した教育活動を

維持するため高専機構本部から運営費

交付金が措置されるシステムが整備さ

れ，財源としての収入を確実に確保し

ている．また共同研究費等の外部資金

も積極的に受け入れている．よって経

常的収入が継続的に確保されていると判

断する． 

 

 

観点10－２－①： 学校の目的を達成す

るための活動の財務上

の基礎として，適切な

収支に係る計画等が策

定され，関係者に明示

されているか． 

 

資料 10-2-②-1 平成１6 年度決算書 

単位：千円

金　額 金　額

運営費交付金 1,428,908 運営費交付金 1,428,908

入学料収入 16,437 862,061

授業料収入 186,122 1,275

検定料収入 5,186 204,119

職員宿舎貸付料収入 8,156 275

寄宿料収入 4,475 16,110

その他 5,796 344,391

運営費交付金 1,202,736 留保額 677

施設整備費補助金 16,712 施設整備費補助金 16,712

施設整備費補助金 16,712 施設整備費補助金 16,712

1,445,620 1,445,620

退職手当

赴任旅費

超過勤務手当

物件費

平成１６年度　　決　　算　　書

収　入　計 支　出　計

収　　入 支　　出

科　　　　目科　　　　目

常勤職員人件費

休職者給与

 

（出典 平成１６年度会計課資料） 

資料 10-2-②-2 損益計算書 

単位：円

［経常費用］ 1,555,932,665 ［経常収益］ 1,556,631,113

業務費 1,422,772,105 運営費交付金収益 1,187,262,191

教育・研究経費 238,698,139 授業料収益 197,864,400

教育研究支援費 47,913,404 入学金収益 16,437,500

受託研究費 12,217,500 検定料収益 5,185,900

受託事業費 79,430 受託研究等収益 12,222,500

教員人件費 679,233,009 受託事業等収益 80,000

職員人件費 444,630,623 寄附金収益 10,021,883

一般管理費 133,160,560 施設費収益 3,377,400

資産見返負債戻入 27,766,002

財務収益 531

雑益 96,412,806

［経常利益］ 698,448

［当期純利益］ 698,448

［当期総利益］ 698,448

1,556,631,113 1,556,631,113収益の部合計費用の部合計

損　　益　　計　　算　　書
平成16年4月1日～平成17年3月31日

 

（出典 平成１６年度会計課資料） 
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【観点に係る状況】  

 収支計画は機構本部から示される当初予算に基づき，運営委員会で年間を通じての予算配分

の考え方及び配分額について審議し決定している．また，年度中に緊急に必要となる経費につ

いては，校長はその必要性を勘案し，校長裁量経費にて執行する体制を整備している．このよ

うに決定した学内予算配分は，教員にメールで連絡し，さらに学内ネットワーク掲示板で周知

を図っている．さらに，限られた資源の中で，より有効な教育研究が実施できるように競争原

理を取り入れた「教育研究活性費」及び「研究奨励費」の制度を整備し，効果的に運用してい

る．これらに加えて平成17年度からは優れた教育活動を支援する「教育奨励費」制度を発足さ

せている．これらの予算についても運営委員会で公表して全構成員に予算をオープンにしてい

る． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

適切な収支に係る計画としての予算を策定している．さらに，限られた資源の中で，より有

効な教育研究が実施できるように「教育研究活性費」、「研究奨励費」及び「教育奨励費」の

しくみを導入し、競争的環境の整備もしている．また，運営委員会での公表とともに全構成員

に予算をオープンにしている．よって適切な収支に係る計画等が策定され，関係者に明示され

ていると判断する． 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか． 

 

【観点に係る状況】  

 平成 16 年度の決算（資料 10-2-②-１）および損益計算（10-2-②-2）において収入と支出は

均衡しており，支出超過とはなっていない．校長は本校としての支出の必要性を企画会議に諮問す

るなどして，その緊急性，重要度を常に把握し，予算の範囲内で，適切な支出を確保している． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

平成16年度の決算および損益計算において，収入と支出は均衡している．また校長が予算の範囲

内で，適切な支出を確保しており，過大な支出超過となっていない． 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか． 

 

【観点に係る状況】  

 競争的環境の創出として，教育研究活動を支援するため，基本経費で配分するとともに，各

学科等の教育充実のため運営委員会で選考する「教育研究活性費」と，各教員の研究を奨励す

るため地域共同テクノセンター委員と運営委員会委員で選考する「研究奨励費」という経費を

設けて資源配分を行っている．また平成17年度から優れた教育方法の試行を支援する「教育奨

励費」制度を導入している． 

 平成16年度は，全国的に台風，地震といった災害に見舞われ，本校においても大きな被害を

受けたため，その修繕経費を処置するとともに，老朽建物のメンテナンスを踏まえつつ，狭隘
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教室の解消等，教育活動の効率化のための経費を配分している． 

 

 

【分析結果とその根拠理由】  

資源配分についての考え方や仕組みは，運営委員会で審議しており，その中で教育研究費に

競争原理を導入し適切に配分している．また，概算要求による大型改修が必要な施設を多数保

有しているが，その中で効率的な施設メンテナンスにも努めている．よって適切に資源配分し

ていると判断する． 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人

の財務諸表等が適切な形で

公表されているか． 

 

【観点に係る状況】  

 国立の時代には，歳入及び歳出の決

算書を作成していたが，公表はしてい

なかった．独立行政法人化後の財務諸

表は，学校要覧及びホームページで適

切に公表している（資料10-3-①-1）． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

 独立行政法人となった平成16年度の

決算については，財務諸表を学校要覧

及びホームページに掲載し，適切な形

で公表している． 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計

監査等が適正に行われてい

るか． 

 

【観点に係る状況】  

 本校は国立時代より会計法令等にの

っとった，適正な執行を図るべく，内

部監査を実施してきた．また法人化後は機構本部として全国の高専の財務データをとりまとめ，

財務諸表，事業報告書及び決算報告書に基づく監事監査及び会計監査人監査を受けている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

平成16年度の決算についての監事監査及び会計監査人監査は機構本部が受けている．本校は

適切な決算手続きを行い，本部と連絡を密にして対応している．よって会計監査等が適正に行

われていると判断する． 

資料 10-3-①-1 学校要覧記載の財務諸表

 
 

（出典 平成 17 年度学校要覧） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】  

 資源配分については，国立の時代から進めてきている競争的環境の創出として，教育研究費

における「教育研究活性費」及び「研究奨励費」を充実させている．さらに平成17年度には

「教育奨励費」制度も新たに設けている． 

また，校長のリーダーシップをより明確にするため校長裁量経費の大幅な増額を図っている． 

 

【改善を要する点】  

外部資金の確保はより一層拡大する必要がある．  

 

（３）基準10の自己評価の概要 

 平成16年度は国立高等専門学校においては，独立行政法人初年度であり，独立行政法人としての

財務は，従来の国の会計処理から大きな転換が図られている．国立高等専門学校の独立行政法人化

は国立の高等専門学校として行ってきた事業をより効率的に実施できるようにするための改革であ

り，国立の時代の資産は確実に承継され，かつ，予算的な裏づけもある．本校においても財務諸表

上安定した財務基盤となっている．さらに資源配分については，競争的環境を創出として「教育研

究活性費」や「研究奨励費」を整備している．また平成17年度からは優れた教育の支援のための

「教育奨励費」制度も整備している．財務に係る監査については，機構本部が全国の高専と連携し，

財務データをとりまとめ，監事監査及び会計監査人監査を受けて適切な決算手続きを行い，本部

と連絡を密にしている． 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか． 

 

【観点に係る状況】  

高等専門学校では，校長は学校運営のすべての責任を負っており，本校でも校長がすべての決定

権を持っている．そして，校長を補佐するために校長が指名した副校長を配置している．実務に関

しては，教務，学生，寮務の各主事がそれぞれの分野を担当しているが，それらの事項に関しても

校長が最終的に決定する．校長の意思決定を助けるために，副校長と主事，事務部長，それに校長

が指名した教授数名で構成される企画会議(資料11-1-①-1)と，これらメンバーに学科主任(一般科

目を含む)，専攻科長，センター長を加えた運営委員会（資料11-1-①-2）とが設置されている．企

画会議では教員人事について審議するとともに，将来構想等重要案件の原案を作成し運営委員会に

提案している．運営委員会では企画会議より提案された案件を含む学校運営全般に関することにつ

いて審議している． 

各主事の下には教務委員会，厚生補導委員会，寮務委員会が配置され，それぞれの担当分野に関

する議論を行っている．また，専攻科長，センター長の下にはそれぞれ専攻科委員会，地域共同テ

クノセンター委員会，メディアセンター委員会が配置されている．(前述資料2-2-①-1) 

 

【分析結果とその根拠理由】  

校長が学校運営のすべての責任を負っている．校長を補佐するために副校長および教務，学生，

資料 11-1-①-2 運営委員会規則 

 
（出典 和歌山高専規則集） 

資料 11-1-①-1 企画会議規則 

（出典 和歌山高専規則集） 
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寮務の主事を配置し，校長の了解の下で各分野を担当している．企画会議では教員人事について審

議するとともに，重要案件の原案を作成して運営委員会に提案している．運営委員会では企画会議

から提案されたことを含め学校運営全般に関することについて審議している．よって校長，各主事，

委員会等の役割が明確になっており，効果的な意思決定が行える態勢となっている． 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校は「和歌山工業高等専門学校管理運営規則」に従って，主に教員で構成する19の各種委員会

と各事務組織で管理運営を行っている(前述資料2-2-①-1)．運営委員会は企画会議から提案された

ことを含め学校運営全般に関することについて審議している．企画会議は教員人事を審議するとと

もに，将来展望等の重要案件の原案を作成して運営委員会に提案している．学内の主な委員会とし

ては，各主事が主宰する教務委員会，厚生補導委員会，学寮委員会，専攻科長が主宰する専攻科委

員会，地域共同テクノセンター長が主宰する地域共同テクノセンター委員会，メディアセンター長

が主宰するメディアセンター委員会があり，その他には安全衛生委員会，国際交流委員会，人権・

セクハラ委員会など学校運営を円滑に行うための各種委員会が設置されている．そして，例えば運

営委員会は庶務課庶務係が，また教務主事が主宰する教務委員会は学生課教務係が担当するといっ

たように，学内のすべての委員会には事務担当係が定められており，資料作成や記録作成等適切に

業務を分担している(資料11-1-②-1)． 

 なお，本年度より技術職員を学生課から分離し，新たに設置した技術支援室に集めることにより，

技術職員の効果的な運用を図ると共にその立場を明確にした組織改正が行われている． 

資料 11-1-②-1 校務分掌表と所掌 

 

（出典 運営委員会資料） 



和歌山工業高等専門学校 基準11 

 91

 

【分析結果とその根拠理由】  

本校管理運営規則に従って管理運営を行

っている．運営委員会は学校運営全般に関

することについて審議している．企画会議

は教員人事を審議するとともに，将来展望

等の重要案件の原案を作成して運営委員会

に提案している．学内の委員会は所轄事務

が定められており，適切に業務を分担して

いる．これらのことから効果的に活動して

いると判断する． 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整

備されているか． 

 

【観点に係る状況】  

 本校の活動の大枠は「学則」や「組織・

運営規則」で規定されている．また企画会

議や運営委員会等，学内で活動するすべて

の委員会には，その目的，審議事項，構成

員等を定めた規則や規定が定められて，適

切に運用されている．さらに図書館，地域

共同テクノセンター，情報処理教育センタ

ー等の付属施設に関する運用規定も定めら

れている．それに加えて公開講座や地元企

業との共同研究，技術指導等の諸活動の規

定も定められ，適切に運用されている(資料11-1-③-1)． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

「学則」，「組織規則」から各種委員会，付属施設，地域活動等の規則や規定が整備され適切に

運用されている．よって適切に整備されていると判断する． 

 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか． 

 

【観点に係る状況】  

学校の有るべき姿や将来像等，学校全体の事柄について外部有識者の意見を聞くための諮問委員

会規定を設け，和歌山大学長等大学関係者，和歌山県企画部長や和歌山県工業技術センター長等の

行政関係者，御坊市長等の地元自治体，それに(株)島精機やノーリツ鋼機(株)等の県内有力企業関

係者らに委員を依頼し(資料11-2-①-1)開催している．それに加えて，カリキュラム等の限られた

分野の事柄，例えば電気系の数学カリキュラムや専攻科教育に関しては，適宜外部有識者の意見を

資料 11-1-③-1 規則集目次 

 

（出典 和歌山高専規則集） 
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聞き，施策に反映させている（前述資料2-2-③-5） 

 

【分析結果とその根拠理由】  

外部有識者の意見を聞くための諮問委員会規定を策

定し，委員会を開催している．その他でもカリキュラ

ム等の検討の際に適宜外部有識者の意見を聞き，施策

に反映させている． 

 

観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）

が高等専門学校の活動の総合的な状

況に対して行われ，かつ，それらの

評価結果が公表されているか． 

 

【観点に係る状況】  

本校の教育活動，各種行事，教員の研究活動等，本

校の活動全般に関しては平成13年度より「和歌山高専

年報」に纏め，冊子体とホームページ上の電子媒体と

して，広く学内外に公開している(資料11-3-①-1)．

それ以外にも「地域共同テクノセンター広報」，「図書館だより」等各部門で活動を冊子に纏めて

公表し，広く意見を求めている． 

 

【分析結果とその根拠理由】  

学内の活動状況を詳しく社会に公表し，意見を貰って

いる．よって自己点検・評価が行われ,且つ,公表されて

いる． 

 

観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高

等専門学校の目的の達成のための改善

に結び付けられるような，システムが

整備され，有効に運営されているか． 

 

【観点に係る状況】  

 諮問委員会等で外部有識者から出された意見は，冊子

に纏めて学内外に広く公開している．また意見の内容を

運営委員会，企画会議，教務委員会等で議論し，早急に

改善する必要がある事柄や，緊急ではないが改善しなけ

ればならいない事柄等に分けて，対処している(資料11-

3-②-1)．またそれらの改善が進んでいるかどうかを運

営委員会や企画会議，そして平成16年度に設置された教

育システム点検部会がチェックしている． 

資料 11-2-①-1 諮問委員名簿 

 

（出典 庶務課資料） 

資料 11-3-①-1 平成 15 年度年報目次 

 

（出典 平成 15 年度年報） 
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【分析結果とその根拠理由】  

外部有識者から出された意見を学内に反映す

る委員会を持ち，有効に反映させている．また

改善の状況をチェックする組織も整備されてい

る．よって改善に結び付けられるシステムが整

備され，有効に運営されていると判断する． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】  

校長が学校運営のすべての責任を負い，それ

を補佐する副校長，教務，学生，寮務の各主事

の役割が明確になっている．また管理運営に関

する規則や規定が整備され，各委員会の職務分

担も明確になっている．また学内で活動するす

べての委員会，付属施設には規則や規定が定め

られ，運用されている．さらに共同研究等の諸

活動の規定も定められ，運用されている． 

外部有識者の意見を聞く場として諮問委員会

を設置し，定期的に開催し，意見を学内外に公

表すると共に学校運営に反映させている．また，

カリキュラム等の検討時にも，適宜外部有識者

の意見を聞く体制がとられ，検討委員会が開催されている． 

本校全体の活動は年報に，また各部門の活動はそれぞれの広報誌に纏めて学内外に公開している．

外部から寄せられた意見は企画会議や教務委員会等で議論して適切に対応している．改善状況は運

営委員会や企画会議，教育システム点検部会がチェックしている． 

 

【改善を要する点】  

 諮問委員会等，外部の有識者の意見を聞く機会をさらに多くする必要があると考えている． 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

校長が学校運営のすべての責任を負っており，その下で実務を担当する副校長，主事，事務の役

割や責任の分担が明確になっている．管理運営に関する規則や規定，各委員会が所掌すべき規則や

規定も定められており，大きな問題は見あたらない．教育カリキュラム等について外部有識者の意

見を聞くシステムが整備され，適切に機能している．外部有識者の意見や指摘事項を受けての改善

が図られると共に，それらは積極的に公開されており，開かれた学校が実現している．各委員会の

更なる活性化が期待される． 

資料 11-3-②-1 諮問委員会報告書抜粋 

 
（出典 第２回諮問委員会報告書） 
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選択的評価基準 研究活動の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか． 

 

【観点に係る状況】 

本校で行う研究は主として高等専

門学校での教育に資するために行わ

れており，その成果の一端として学

生の学会での研究発表が増加してい

るのは基準6-1-④で述べた通りであ

るが，教育に資する目的以外に，地

域の発展に結びつくための研究も行

っている． 

地域企業の動向や要望に応えた研

究活動を推進することを目的に，総

合技術教育研究センターを平成７年

４月に開設した．その後，平成15年

４月に地域共同テクノセンターと改

称したが，本センターは企業からの

技術相談・共同研究等といった産学

連携をはじめ地域社会との交流活動

に専門分野の枠を越えて対応できる

組織として活動している．さらに，

本センターを中心に，日高・御坊地

区の企業を対象にした「和歌山工業

高等専門学校産官学技術交流会」，田辺地域の企業を対象にした「南紀熊野産官学技術交流会」が

組織され，産業界との定期的な交流活動の基盤となっている（資料 研-1-①-1）． 

高度実践技術の教授及び自主研究や地域社会に貢献できる技術の教授に係る自主研究費として，

基本経費と教育研究活性費を各教員に配分している．さらに，地域共同テクノセンターを通して研

究奨励費助成テーマを教員から公募した後，研究内容や研究活動状況から助成テーマ（地域に関す

る研究，一般研究）を選定し,研究費補助を行っている（資料 研-1-①-2）．研究費補助による研

究成果は毎年3月に開催される教員研究発表会および地域共同テクノセンター広報を通じて公表し

ている． 

資料 研-1-①-1 産官学技術交流会会員一覧 

和歌山工業高等専門学校産官学技術交流会名簿 南紀熊野産官学技術交流会

  ア イ エ ム テ ィ ー        (株) (株)モリカワ
  旭化成ケミカルズ(株)和歌山工場 (株)小山安吉醸造元
  (株) エ　ム　イ　ー　エ　ス　由 良 大芝建材(株)
  関西電力(株)御坊発電所 丸長水産(株)
  紀    伊    商    事       (株) (株)マルサ
  (株)セイコー製作所 和歌山工場 池田化学工業(株)
  大    洋    化    学       (株) (資)グローウィンドコンサルティング
  大和歯車製作所(株)和歌山工場 (株)酒のかまくら
  (株) た に ぐ ち  和 歌 山 工 場 ネットサービス
  中    紀    精    機       (株) 田上米穀店
  中    紀    バ    ス       (株) (株)山長商店
  南    海    果    工       (株) (株)アセロラフーズ
  日  高  卸  売  市  場    (株) (株)二宮
  日高地区生コンクリート(協) 田辺米穀(株)
  松 屋 電 工  (株)  日 高 工 場 (有)丸惣
  丸  紀  木  材  工  業    (株) (有)協和釦工業所
  (株)  　　 丸            福 (株)白浜ビーチゴルフ倶楽部
  ミ  ナ  ベ  化  工     (株) (株)大西食品
　宮　　路　　製　　材　　所 五嶌幹夫事務所
  ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ｼ ｮ ｯ プ    む  か  い 林田(株)
  ヨ  シ  ダ  エ  ル  シ  ス   (株) (株)ガーデンホテルハナヨ

(株)タチバナ
(株)NTN紀南製作所
(株)ナカシゲ
セレモニーホール中田
中田食品(株)
(株)西山鉄工建設
(有)福亀堂
(有)ハマコー
紀南段ボール(株)
(株)会津家具センター
(株)オークワ　パビリオンシティ
(有)丸心
(有)銀ちろ
(株)梅屋
(有)山本板金

(株)光洋  

（出典 庶務課資料） 
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【分析結果とその根拠理由】  

研究奨励費助成テーマを選定し，研究費補助を行って，その成果を教員研究発表会および地域共

同テクノセンター広報で発表する体制が整備され，機能している．また，地域共同テクノセンター

は，学科の枠を越えた組織で地域企業からの技術的要望に応じている．よって適切に整備され，機

能している． 

 

観点１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか． 

 

【観点に係る状況】 

 研究活動の成果は学会での研究論文や口頭発表，企業からの技術相談や共同研究，さらに，科学

研究費補助金申請，特許取得などに反映されている．過去３年間における科学研究補助金申請件数，

採択件数および交付額，平成16年度における受託研究，共同研究および寄付金はいずれも着実に増

加している（資料 研-1-②-1）．活動の具体的成果の例として，御坊市の住民を対象にした東南

海・南海地震による津波浸水被害予測図を示す．（資料 研1-②-2） 

資料 研-1-①-2 研究奨励費採択テーマ一覧 

地域に関連する研究 一般研究
梅実の乾燥処理機の開発
(中紀精機株式会社)

絶縁重ね銅板電極による放電加工

梅干しの調味廃液のリサイクルに関する研究
（研究協力として南紀熊野産官学技術交流会会員の中田食品株式会社）

アルミニウム単結晶の圧延変形挙動に及ぼす拘束の影響

臭い識別センサの検討 静電ミストを用いた切削加工

御坊・日高地区の震災直後の火災の予測システムに電子住宅地図の導入 放電加工における電極点現象

ボタン屑の建設資材への有効利用に関する研究 確率的情報処理に基づく波面再構成とその性能評価

自然素材を有効利用した水質浄化システムの構築に関する研究 リーダ進展方向の影響を考慮した雷遮蔽確率計算法に関する研究

日高川の水質汚濁特性に関する研究 抗原性蛋白質に対する抗体ライブラリーの作製

集中豪雨による日高川流域の内水氾濫および河川洪水氾濫危険度に関する
研究

土壌中の遺伝子資源からの新規有用遺伝子の検索

ムメフラールの選択的合成の検討
（中野酒造（株））

クラウンエーテル部位を有するクロメン誘導体の金属イオン指示薬として
の応用

コラーゲンモデルペプチドの熱安定性と水和の関係

モデル細胞膜–タンパク質間相互作用に基づく構造異常タンパク質のモニ
タリング

アミノ置換擬糖化合物の機能化

衝撃質量ダンパ（IMD）の高性能化

樋口一葉を中心とする明治中期の文学・思想の研究　―緑雨と秋水―  

（出典 テクノセンター広報） 

資料 研-1-②-1 科研費，受託研究，共同研究の推移 

 

(出典 広報，Vol.10，p.21) 
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【分析結果とその根拠理由】  

科学研究補助金申請件数，採択件数，受託研究，共同研究，寄付金等がいずれも順調に増加して

いる．よって着実に効果が上がっていると判断する． 

 

観点１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を

把握し，改善を図っていくための体制が整備され，

機能しているか． 

 

【観点に係る状況】  

卒業研究および特別研究を核に研究活動の実施

状況が卒業・特別研究発表会で学内に公開されて

いる．また，3月の教員研究発表会で研究成果を

議論し，次年度の研究計画に反映させる体制がと

られている．地域共同テクノセンターは校長直属

のセンター長の下で各科１名の委員で運営されて

いる（資料 研-1-③-1）．平成17年度からはセ

ンター委員に各学科の主任を充てて各科との連携

を密にすると共に企業からの技術相談や共同研究

に対して実施状況や問題点を把握し迅速に対応し

ている．特別研究では所定の計画書，報告書を指

導教員が作成し専攻科委員会に提出する．特別研

究は計画書に沿って主査と副査の教員２名が特別

研究生の指導を行う体制がとられている．特許申

請の要否等については知的財産評価委員会で審査

を行う体制がとられている． 

 

資料 研 1-②-2 東南海・南海地震による 

津波の浸水被害予測（御坊市） 

 

(出典：公開講座資料) 
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【分析結果とその根拠理由】  

以下のように，研究活動の実施状況や問

題点を把握し，改善を図っていくための体

制が整備され機能している．卒業研究や特

別研究の発表会が行われ，教員研究発表会

が実施されている．特別研究では所定の計

画書，報告書を指導教員が作成し，専攻科

委員会に提出する体制となっている．地域

共同テクノセンター委員会が定期的に開催

され，企業からの技術相談や共同研究に関

する問題点に対応している．特許申請の要

否については知的財産評価委員会で審査が

行われる体制となっている．よって適切に

整備され，機能していると判断する． 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】  

教員の研究成果が教員研究発表会で公に議論され評価される． 

本校の地域共同テクノセンターを中心に地域企業を対象にした「和歌山工業高等専門学校産官学技

術交流会」，「南紀熊野産官学技術交流会」が組織され，定期的な交流活動を行っている． 

 

【改善を要する点】  

特別研究の計画書に沿った指導は始まったばかりで，実際の運用状況を見守る必要がある． 

企業からの技術相談や共同研究の件数を増加させることが望まれる． 

特許申請に対する知的財産評価委員会での審査もこれからとなる． 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

本校では教育に資するための研究にとどまらず，地域の発展に繋がる研究を推進している．地域

共同テクノセンターは地域企業からの技術的要望に専門分野の枠を越えて対応できる組織として設

置され，地域企業からの技術相談や共同研究に応じるとともに，地域産業界との定期的な交流活動

を行っている．地域共同テクノセンターを通して研究奨励費助成テーマを学内の教員から公募し，

その中から選定された助成テーマに研究費補助を行っている．研究費補助による研究成果は教員研

究発表会で評価され，次年度の研究費補助に反映されている． 

 

（４）目的の達成状況の判断 

卒業研究・特別研究の指導を核にして査読付き論文発表や口頭発表，あるいは学内での教員研究

発表会によって，高等実践技術を教授するための教員の能力向上が行われている． 

地域共同テクノセンターを中心とした産学連携活動によって，地域企業からの要望に対応した技術

相談や共同研究を実施しているが，さらに共同研究の件数を増やすことが望まれる． 

資料 研-1-③-1 地域共同テクノセンター組織 

（出典 テクノセンター広報） 
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選択的評価基準 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか． 

 

【観点に係る状況】 

年間スケジュールに基づいて，地域の若年層を対象に，夏休みに公開講座を実施し，学園祭に併

せて「なるほど体験科学教室」を開講している．また，学校を広く地域社会に公開する「きのくに

オープンキャンパス」や和歌山県下の自治体とタイアップした出前授業を実施して，小中学生の理

工系離れ防止の一助としている．さらに，地域の社会人を対象にした情報システム関係講座（パソ

コン教室等）や文系講座，留学生等も対象にした「きのくにサイエンスセミナー」，和歌山県とタ

イアップした「きのくに県民カレッジ」も実施している（資料 正-1-①-1）．また，近い将来発

生が危惧される東南海・南海地震に伴う津波対策の一環として，和歌山県下の自治体からの委託を

受けて，地域住民を対象に津波浸水被害予測の講演会や防災研修会を実施している（前述資料 研

1-②-2）． 

 

【分析結果とその根拠理由】 

年間スケジュールを立てて実施しており，計画的に実施されている．よって正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されていると判断する． 

 

観点１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか．ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか． 

 

【観点に係る状況】 

本校は上述の通り年間を通じて数多くの公開講座等を実施しているが，講座開催の際には参加者

にアンケート調査を行い，聴取した意見を以後の開催に反映させるようにしている（資料 正-1-

正-1-①-1  平成 16 年度公開講座開設一覧 
アンケート

㎡

8月 3日 小学生（高学年）

研修室 102 ～ 9：00～16：00 4,100 中学生 不実施
8月 5日 ３０名

本校 小学生（高学年）

機械工学科棟 多目的実験室 102 8月27日 10：00～12：00 0 中学生 実施

３０名

本校 8月23日 中学生

図書館棟 第２セミナー室 45 ～   13：00～ 0 ２０名 不実施

（旧名　中ゼミナール室） 8月24日

本校 中学生

図書館棟 情報処理第３演習室 84 11月20日 9：00～15：00 1 6 15 0 ２０名 不実施

本校　 本館２Ｆ 会議室 117 中学生（2,3年生）

１Ｆ 分析化学実験室 145 ６０名 実施

２Ｆ 無機工業化学実験室 106 8月25日 10：00～15：20 0

２Ｆ 有機工業化学実験室 145

テクノセンター２Ｆ 生物化学実験室 108

本校 小学校高学年

図書館棟 第２セミナー室 45 8月25日 9：30～11：30 0 １０名 不実施

（旧名　中ゼミナール室）

　 高校生から社会人まで

御坊市中央公民館 84 13：00～17：00 0 毎回３０名 実施

本校

ＥＸＣＥＬ活用 図書館棟 情報処理第３演習室 84 7月31日 10：00～15：00 3 6 18 0 市民一般 実施

２０名

電気情報工
学科担当

きのくにオープンキャン本校
7月24日

～
7月25日

10:00～15:00 2 4 62 0

小学生
中学生　　各３０

組

その保護者

実施

環境都市工
学科担当

なるほど体験科学教室 本校 11月 6日 79 0
小学生　各テーマ１０

名

中学生　１００名

実施

本校

図書館棟 情報処理第３演習室 84 8月 2日 13：30～15：30 1 2 22 0 中学生 不実施

２０名

徳田
将敏

小池
信昭

情報処理教
育センター

一般科目

環境都市工
学科

森川
寿

機械工学科

電気工学科

物質工学科

環境都市工
学科

電気工学科

学科等

機械工学科

5 261

若野憲
一郎

30

212 8

11日12

2日４

16

数値シミュレーション
技術による津波防災ハ
ザードマップの作成

71 2

物語られた世界
−−歴史と文学−−その３

2 8
 9月11日

10月 2日

研修室
㎡は本校情報処理第３演習
室と同程度とのこと
（森岡先生からの情報）

辻原
治

地球からのメッセージ
～地震について考えよ
う～

坂田
光雄

ロジック回路を学ぶ
－簡単なコンピュータ
回路－

たのしい機械工作
（マジック風車）

対戦型ロボットシミュ
レーターで遊ぼう

山川
文徳

たのしい化学実験

村田
充利

1 6

おもしろい科学の実験
工作教室

受講対象者

和歌山県工業
技術センター
（６Ｆ）

代表者 講座の名称 開催会場 開催期日

田縁
正幸

30

受講
者数

講習
料

3

開催時間帯
開設
日数

開設時
間数

18

 
（出典 庶務課資料） 
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②-1）． 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

アンケート調査結果によると参加者の満足度が高い．和歌山県ともタイアップできている．よっ

て活動の成果が上がっており，改善のためのシステムがあり，機能していると判断する． 

 

（２）優れた点及び改善

を要する点 

【優れた点】  

公開講座や出前授業

等を，年間スケジュー

ルを立てて計画的に実

施し，小中学生を主な

対象に組織的に活動を

展開できている．東南

海・南海地震による津

波浸水被害予測の講演

を地域に密着して実施

し，防災教育に関する

自治体の要望に対応で

きている． 

 

【改善を要する点】 

参加者の少ない講座もあり，PRに工夫を要する． 

 

（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

年間スケジュールに基づいて，小中学生を対象にした公開講座等を実施し，小中学生を初めとし

て地域住民の工学教育に対する理解・関心を喚起している． 

 一般社会人を対象にした情報システム関係講座（パソコン教室等），文系講座，きのくにサイエ

ンスセミナー，きのくに県民カレッジを実施し，さらに和歌山県下の自治体からの依頼による津波

浸水被害予測の講演を行っている． 

 

（４）目的の達成状況の判断 

小中学生を対象にした公開講座等は小中学生の工学分野への理解・関心を高めており，高専への

受験者を確保することに貢献している．また，津波浸水被害予測のように，蓄積された技術成果を

地域社会の防災意識の高揚に役立てている． 

資料 正-1-②-1 きのくにオープンキャンバス（平成 16 年度）の 

アンケート結果の一例 

満足度　ロボットの工作

よかった

ふつう

わるかった

満足度　軽いスポーツによる健康作り

よかった

ふつう

わるかった

満足度　インターネット健康診断

よかった

ふつう

わるかった

ストラックアウトなどのゲーム

よかった

ふつう

わるかった

 

（出典 庶務課資料） 


